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Ⅰ 調査計画  
 

１．調査目的 

佐賀市教育委員会では、平成 18年３月に、初めての中期的な計画である「佐賀市教育振興

基本計画」を策定した。その後、これまでの国の動きを考慮して、平成 23年に「第２次佐賀

市教育振興基本計画」、平成 27 年に「第３次佐賀市教育振興基本計画」を策定した。令和２

年度からは新たに「第４次佐賀市教育振興基本計画」を策定し、「ふるさと「さが」を協働で

つくる個性と創造性に富む人づくり」を基本目標とし、令和６年度までの５年間の取り組み

を推進している。 

今回、「佐賀市教育振興基本計画」の進捗状況を確認し、市民の方々の意見を各事業に反映

していくため、子ども（小学４年生～中学３年生）とその保護者及び 20歳以上の一般市民を

対象にアンケートを実施した。 

 

２．調査対象、調査方法、配布数、回収数、回収率 

 調査対象者 調査方法 配布数 回収数 回収率 

子
ど
も 

小学４・５・６年生 
学校を経由し

て配布・回収 

417 395 94.7％ 

中学１・２・３年生 404 397 98.3％ 

大
人 

小学４～中学３年の保護者 821 637 77.6％ 

20～69歳の一般市民 郵送法 2,000 388 19.4％ 

 

３．調査期間 

令和３年４月 12日（月）～５月 17日（月） 

 

４．一般市民対象の調査標本数の配分および集計 

旧佐賀市・旧諸富町・旧大和町・旧富士町・旧三瀬村・旧川副町・旧東与賀町・旧久保田

町の 20歳以上の人口比により 2,000の標本数を比例配分する。ただし、人口分布の現状を考

慮して、標本数の配分に当たっては、旧佐賀市の１に対し、他の地域は２倍の抽出力を持た

せるが、集計分析の際は、旧佐賀市の標本に２倍の加重をし、正規標本数をもって集計した。

従って、一般市民対象の調査では、集計標本数が回収標本数と異なる。 

 

５．調査・集計・分析機関 

株式会社 西日本リサーチ・センター 
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６．参考：令和２年度実施調査 

①調査対象、調査方法、配布数、回収数、回収率 

 調査対象者 調査方法 配布数 回収数 回収率 

子
ど
も 

小学４・５・６年生 
学校を経由し

て配布・回収 

424 404 95.3％ 

中学１・２・３年生 396 358 90.4％ 

大
人 

小学４～中学３年の保護者 820 606 73.9％ 

20～69歳の一般市民 郵送法 2,000 463 23.2％ 

 

②調査期間 

令和２年４月 13日（月）～５月 29日（金） 

 

③一般市民対象の調査標本数の配分および集計 

令和３年度と同様の方法により実施 

 

７．参考：令和元年度（平成 31年度）実施調査 

①調査対象、調査方法、配布数、回収数、回収率 

 調査対象者 調査方法 配布数 回収数 回収率 

子
ど
も 

小学４・５・６年生 
学校を経由し

て配布・回収 

409 388 94.9％ 

中学１・２・３年生 401 377 94.0％ 

大
人 

小学４～中学３年の保護者 810 584 72.1％ 

20～69歳の一般市民 郵送法 2,000 428 21.4％ 

 

②調査期間 

平成 31年４月 12日（金）～令和元年５月 15日（水） 

 

③一般市民対象の調査標本数の配分および集計 

令和３年度と同様の方法により実施 

 

８．参考：平成 30年度実施調査 

①調査対象、調査方法、配布数、回収数、回収率 

 調査対象者 調査方法 配布数 回収数 回収率 

子
ど
も 

小学４・５・６年生 
学校を経由し

て配布・回収 

421 414 98.3％ 

中学１・２・３年生 382 369 96.6％ 

大
人 

小学４～中学３年の保護者 803 624 77.7％ 

20～69歳の一般市民 郵送法 2,000 477 23.9％ 
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②調査期間 

平成 30年４月 13日（金）～５月 15日（火） 

 

③一般市民対象の調査標本数の配分および集計 

令和３年度と同様の方法により実施 

 

９．参考：平成 29年度実施調査 

①調査対象、調査方法、配布数、回収数、回収率 

 調査対象者 調査方法 配布数 回収数 回収率 

子
ど
も 

小学４・５・６年生 
学校を経由し

て配布・回収 

413 402 97.3％ 

中学１・２・３年生 383 374 97.7％ 

大
人 

小学４～中学３年の保護者 796 617 77.5％ 

20～69歳の一般市民 郵送法 2,000 452 22.6％ 

 

②調査期間 

平成 29年４月 14日（金）～５月 15日（月） 

 

③一般市民対象の調査標本数の配分および集計 

令和３年度と同様の方法により実施 

 

 

【調査結果利用上の注意】 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入している。従って、回答比率の合計は必ずしも 100％になら

ない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は 100％を超える場合が

ある。 

（３）数表、図表、文中に示すＮは、比率算出上の基数（標本数）である。 

（４）数表、図表に示す選択肢はスペースの関係で文言を短縮して表記している場合がある。 

（５）文中の選択肢の表記は「 」としている。 

（６）２つ以上の選択肢を合計して表している比率については、各選択肢の基数（標本数）の合計をも

とに算出しているため、選択肢個々の回答比率の合計とは、必ずしも同じにならない場合がある。 
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Ⅱ 標本構成  
 

１. 一般市民アンケート  

 

年 代 職 業 

  

 

 

 

  

平均
（歳）

50.3

50.2

50.1

49.2

50.3
令和３年度

全体
(N=524)

令和２年度
全体

(N=665)

平成29年度
全体

(N=621)
平成30年度

全体
(N=664)

凡　例

令和元年度
全体

(N=590)

20代

7.9 

9.3 

9.8 

7.5 

10.3 

30代

18.2 

15.2 

14.1 

20.5 

12.6 

40代

20.1 

22.3 

22.5 

23.5 

21.6 

50代

20.6 

20.5 

22.0 

19.8 

24.4 

60代

33.0 

32.4 

31.2 

28.7 

31.1 

不明

0.2 

0.3 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度
全体

(N=524)

令和２年度
全体

(N=665)

平成29年度
全体

(N=621)
平成30年度

全体
(N=664)

凡　例

令和元年度
全体

(N=590)

常勤

42.8 

44.9 

46.1 

46.5 

50.6 

ﾊﾟｰﾄ･

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

21.7 

20.0 

24.2 

21.1 

19.7 

生徒、

学生

(予備

校生含)

1.9 

2.4 

1.9 

2.6 

2.9 

無職

10.6 

10.1 

10.0 

7.4 

8.2 

専業

主婦

15.5 

15.2 

12.9 

14.0 

9.9 

その他

4.0 

5.0 

3.7 

6.5 

6.3 

不明

3.4 

2.4 

1.2 

2.1 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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居住校区 
 

【平成 29年度】 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30年度】 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度】 

 

 

 

 

 

 

 

【令和２年度】 

 

 

 

 

 

 

 

【令和３年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.4 3.8 

1.9 
2.7 

5.3 

3.1 
1.9 

1.1 

8.0 

3.8 4.2 

1.9 2.3 
1.1 

0.4 -
0.8 

3.8 

2.3 
3.2 3.2 

5.0 
4.4 

1.1 

5.3 

2.3 

0.4 -

1.9 1.7 
0.8 

4.0 
3.4 

7.1 

4.2 

0

2

4

6

8

10

12

勧
興

循
誘

日
新

赤
松

神
野

西
与
賀

嘉
瀬

巨
勢

兵
庫

高
木
瀬

北
川
副

本
庄

鍋
島

金
立

久
保
泉

芙
蓉

新
栄

若
楠

開
成

諸
富
北

諸
富
南

春
日

川
上

松
梅

春
日
北

富
士

北
山

北
山
東
部

三
瀬

中
川
副

大
詫
間

南
川
副

西
川
副

東
与
賀

思
斉

【N=524】（％）

3.9 

2.1 

5.1 4.8 4.8 

2.4 2.4 2.7 

6.6 

3.0 
3.9 

4.8 
3.9 

1.5 
0.3 0.6 

2.1 2.1 
3.3 

4.1 

2.0 

5.4 

2.9 

0.6 

4.7 

1.2 0.8 
- 0.5 

1.7 
0.5 

3.2 
4.1 

4.8 
3.5 

0

2

4

6

8

10

12

勧
興

循
誘

日
新

赤
松

神
野

西
与
賀

嘉
瀬

巨
勢

兵
庫

高
木
瀬

北
川
副

本
庄

鍋
島

金
立

久
保
泉

芙
蓉

新
栄

若
楠

開
成

諸
富
北

諸
富
南

春
日

川
上

松
梅

春
日
北

富
士

北
山

北
山
東
部

三
瀬

中
川
副

大
詫
間

南
川
副

西
川
副

東
与
賀

思
斉

【N=665】（％）

2.4 2.7 3.1 

4.7 
5.4 

2.0 
1.4 

3.1 

7.5 

4.4 

2.4 
3.7 3.4 

-
1.0 0.7 

1.4 
2.7 3.1 3.4 3.1 

6.3 
5.3 

1.7 

4.7 

0.8 0.7 
-

0.7 
1.7 

0.8 

2.5 
3.6 

4.6 
5.3 

0

2

4

6

8

10

12

勧
興

循
誘

日
新

赤
松

神
野

西
与
賀

嘉
瀬

巨
勢

兵
庫

高
木
瀬

北
川
副

本
庄

鍋
島

金
立

久
保
泉

芙
蓉

新
栄

若
楠

開
成

諸
富
北

諸
富
南

春
日

川
上

松
梅

春
日
北

富
士

北
山

北
山
東
部

三
瀬

中
川
副

大
詫
間

南
川
副

西
川
副

東
与
賀

思
斉

【N=590】（％）

3.0 
3.6 

2.7 
3.9 

4.5 

2.4 
1.8 1.8 

5.4 

3.3 

5.7 

3.0 3.0 

1.5 
0.9 0.6 

4.5 

2.1 2.4 
3.5 

2.7 

6.2 

2.7 

1.1 

4.1 

1.8 

0.2 - 0.5 
1.7 

0.6 

5.0 

3.2 

6.5 

4.2 

0

2

4

6

8

10

12

勧
興

循
誘

日
新

赤
松

神
野

西
与
賀

嘉
瀬

巨
勢

兵
庫

高
木
瀬

北
川
副

本
庄

鍋
島

金
立

久
保
泉

芙
蓉

新
栄

若
楠

開
成

諸
富
北

諸
富
南

春
日

川
上

松
梅

春
日
北

富
士

北
山

北
山
東
部

三
瀬

中
川
副

大
詫
間

南
川
副

西
川
副

東
与
賀

思
斉

【N=664】（％）

3.2 

5.5 

2.3 

3.9 
4.5 

1.3 1.6 1.6 

4.5 4.2 4.2 3.9 4.2 

0.6 
- -

2.6 
3.2 3.2 3.7 

2.6 

6.1 

3.9 

0.6 

4.3 

2.3 

0.3 0.3 
1.0 

2.7 

0.6 

3.4 3.9 
5.3 

4.5 

0

2

4

6

8

10

12

勧
興

循
誘

日
新

赤
松

神
野

西
与
賀

嘉
瀬

巨
勢

兵
庫

高
木
瀬

北
川
副

本
庄

鍋
島

金
立

久
保
泉

芙
蓉

新
栄

若
楠

開
成

諸
富
北

諸
富
南

春
日

川
上

松
梅

春
日
北

富
士

北
山

北
山
東
部

三
瀬

中
川
副

大
詫
間

南
川
副

西
川
副

東
与
賀

思
斉

【N=621】
（％）
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居住年数 家族構成 

  

子どもの年齢 

 

 

  

平均
（年）

15.0

17.0

17.0

15.4

16.4
令和３年度

全体
(N=524)

令和２年度
全体

(N=665)

平成29年度
全体

(N=621)
平成30年度

全体
(N=664)

凡　例

令和元年度
全体

(N=590)

０～５年

27.9 

17.0 

18.0 

21.2 

20.8 

６～10年

10.3 

9.5 

12.2 

14.7 

8.2 

11～20年

19.0 

24.7 

18.0 

21.2 

24.4 

21年以上

42.7 

48.5 

51.7 

42.0 

46.0 

不明

0.2 

0.3 

0.2 

0.9 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度
全体

(N=524)

令和２年度
全体

(N=665)

平成29年度
全体

(N=621)
平成30年度

全体
(N=664)

凡　例

令和元年度
全体

(N=590)

ひとり

住まい

6.9 

8.6 

6.6 

8.3 

10.7 

夫婦

二人

だけ

24.8 

18.4 

20.0 

21.2 

22.9 

親と

自分

(夫婦含)

12.2 

13.1 

15.9 

13.5 

19.8 

自分

(夫婦

含)と

子ども

41.7 

41.1 

39.5 

43.5 

34.9 

三世代

同居

13.2 

16.4 

15.6 

11.6 

9.9 

その他

0.8 

1.1 

0.8 

0.6 

1.0 

不明

0.3 

1.4 

1.5 

1.4 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.7 

3.5 3.7 3.1 4.0 3.5 2.6 

15.1 

2.3 2.7 2.7 4.8 3.8 4.2 

14.9 

3.2 1.9 3.1 2.2 
5.3 2.9 

17.0

3.8 5.9 4.5 6.2
3.5 5.1

9.2 

2.3 2.7 3.4 3.2 4.0 3.6 

0

10

20

30

40

50

60

70

未
就
学
児

小
学
１
年
生

小
学
２
年
生

小
学
３
年
生

小
学
４
年
生

小
学
５
年
生

小
学
６
年
生

平成29年度全体(N=621)

平成30年度全体(N=664)

令和元年度全体(N=590)

令和２年度全体(N=665)

令和３年度全体(N=524)

（％）

3.5 4.0 5.0 9.0 7.2 

57.2 

4.1 3.6 3.8 
11.4 11.4 

54.2 

3.4 2.2 3.1 
10.3 10.8 

57.1 

4.1 3.0 3.9
9.5 9.3

53.2

3.4 3.6 3.2 
10.5 6.1 

64.5 

0

10

20

30

40

50

60

70

中
学
１
年
生

中
学
２
年
生

中
学
３
年
生

高
校
生

そ
の
他

い
な
い
・
不
明

（％）
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２. 保護者アンケート  

 

年 代 職 業 

  

居住年数 子どもの学年 

  

家族構成 

 

 

 

  

平均
（歳）

42.0

42.6

42.5

42.8

42.5
令和３年度

全体
(N=637)

凡　例

平成29年度
全体

(N=617)
平成30年度

全体
(N=624)

令和元年度
全体

(N=584)
令和２年度

全体
(N=606)

20代

0.5 

0.2 

0.7 

0.2 

0.5 

30代

34.5 

34.5 

31.0 

32.2 

29.2 

40代

59.0 

55.0 

60.6 

58.3 

55.7 

50代

5.3 

8.2 

6.5 

7.8 

6.4 

60代

0.2 

1.4 

0.3 

1.3 

0.5 

不明

0.5 

0.8 

0.9 

0.3 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度
全体

(N=637)

凡　例

平成29年度
全体

(N=617)
平成30年度

全体
(N=624)

令和元年度
全体

(N=584)
令和２年度

全体
(N=606)

常勤

36.5 

35.9 

38.9 

41.4 

39.4 

ﾊﾟｰﾄ･

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

45.1 

42.8 

43.0 

39.8 

38.1 

生徒、学生

（予備校生

を含む）

0.2 

無職

0.8 

1.4 

0.9 

2.1 

1.6 

専業主婦

12.6 

13.6 

12.8 

11.6 

9.6 

その他

2.9 

3.7 

2.6 

3.3 

1.6 

不明

1.9 

2.6 

1.9 

1.8 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平均
（年）

11.9

12.1

11.9

12.4

11.4
令和３年度

全体
(N=637)

凡　例

平成29年度
全体

(N=617)
平成30年度

全体
(N=624)

令和元年度
全体

(N=584)
令和２年度

全体
(N=606)

０～５年

19.8 

19.1 

19.9 

14.4 

15.9 

６～10年

25.9 

28.2 

28.3 

29.5 

32.2 

11～20年

39.9 

36.4 

35.8 

41.6 

31.9 

21年以上

13.6 

15.9 

15.4 

13.9 

11.5 

不明

0.8 

0.5 

0.7 

0.7 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度
全体

(N=637)

凡　例

平成29年度
全体

(N=617)
平成30年度

全体
(N=624)

令和元年度
全体

(N=584)
令和２年度

全体
(N=606)

小学

４年生

18.2 

17.3 

18.8 

15.8 

16.8 

小学

５年生

16.5 

19.2 

17.0 

16.3 

16.0 

小学

６年生

15.7 

15.5 

15.2 

16.5 

16.0 

中学

１年生

18.6 

17.1 

16.4 

15.7 

19.3 

中学

２年生

16.7 

15.9 

16.8 

17.5 

19.0 

中学

３年生

14.3 

14.9 

15.8 

18.2 

12.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

45.2 

95.5 

41.8 

9.2 13.3 
1.1 

47.8 

93.4 

43.1 

12.2 16.8 

1.4 

41.6 

94.0 

36.6 

7.7 12.0 
2.1 

45.0 

90.8 

38.0 

9.6 14.0 
1.5 

39.2 

87.3 

35.6 

8.9 11.3 
1.1 

0

20

40

60

80

100

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

兄
弟
姉
妹

お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

そ
の
他

平成29年度全体(N=617)

平成30年度全体(N=624)

令和元年度全体(N=584)

令和２年度全体(N=606)

令和３年度全体(N=637)

（％）
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居住校区 
 

【平成 29年度】 

 
【平成 30年度】 

 
【令和元年度】 

 
【令和２年度】 

 
【令和３年度】 

 
  

1.3 1.3 
0.2 

1.8 
3.1 

2.1 

0.2 

4.5 

2.8 3.1 
3.9 

0.6 

6.2 

-

3.6 

- -

3.6 

1.0 
2.1 

6.8 

5.2 

0.8 
1.9 

6.2 

4.2 

1.3 
0.2 

3.2 2.9 

0.3 

5.8 

4.2 

8.8 

6.6 

0.3 
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【N=617】（％）

2.4 
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3.0 

0.2 0.3 

2.1 
1.0 1.3 

2.7 2.7 
3.8 

2.7 
3.5 

0.3 -
1.3 

4.3 

1.0 

5.6 
6.9 

2.9 
4.3 4.6 

1.9 1.4 
2.2 

1.0 
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【N=584】（％）

1.3 1.7 
2.6 

0.8 
1.7 

4.1 

-

3.5 
2.8 

7.3 

1.8 

3.5 

-

5.1 

1.0 1.5 

-
1.3 

2.5 

6.3 

2.0 

4.8 

3.1 

0.2 

5.1 4.6 

- 0.3 

4.0 

0.3 0.3 

5.0 
5.6 

7.8 7.6 

0.7 

0

2

4

6

8

10

12

勧
興

循
誘

日
新

赤
松

神
野

西
与
賀

嘉
瀬

巨
勢

兵
庫

高
木
瀬

北
川
副

本
庄

鍋
島

金
立

久
保
泉

芙
蓉

新
栄

若
楠

開
成

諸
富
北

諸
富
南

春
日

川
上

松
梅

春
日
北

富
士

北
山

北
山
東
部

三
瀬

中
川
副

大
詫
間

南
川
副

西
川
副

東
与
賀

思
斉

不
明

【N=606】（％）
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【N=637】（％）
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３. 子どもアンケート  

 

学 年 

 

家族構成 

 

 

令和３年度
全体

(N=792)

凡　例

平成29年度
全体

(N=776)
平成30年度

全体
(N=783)

令和元年度
全体

(N=765)
令和２年度

全体
(N=762)

小学

４年生

17.7 

16.9 

17.5 

16.5 

15.7 

小学

５年生

15.3 

19.2 

16.2 

18.0 

17.0 

小学

６年生

18.8 

16.9 

17.0 

18.5 

17.2 

中学

１年生

17.1 

15.8 

17.1 

14.7 

17.4 

中学

２年生

15.5 

14.9 

16.6 

16.4 

17.7 

中学

３年生

15.6 

16.3 

15.6 

15.9 

15.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

84.7 

97.2 
87.6 

20.9 
29.6 

3.2 

83.5 

97.2 

85.4 

18.8 
27.2 

3.4 

85.5 

97.0 
86.8 

19.5 
29.5 

4.4 

84.3 
96.1 

88.3 

20.7 

31.9 

3.9 

86.1 
96.8 

87.5 

19.1 
25.6 

2.9 
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100
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そ
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他

平成29年度全体(N=776)

平成30年度全体(N=783)

令和元年度全体(N=765)

令和２年度全体(N=762)

令和３年度全体(N=792)

（％）
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Ⅲ 調査結果の概要  

１．一般市民アンケート調査結果  

（１）「子どもへのまなざし運動」について 

 

①「子どもへのまなざし運動」の認知度 

 

 
 
「子どもへのまなざし運動」の認知について尋ねたところ、『認知度』（「知っている」）は

27.1％と、前回調査結果よりも 1.9ポイント減少している。 

地域別にみると、『認知度』は旧久保田町（45.5％）で最も高く、次いで旧東与賀町（43.2％）

の順となっている。一方、最も認知度が低いのは旧大和町（15.7％）、次いで旧川副町（17.3％）

の順となっている。 

 

 

 

■平成 30年度までの調査結果（参考）■ 

 

 

  

認知度

凡　例

 令和元年度全体(N=590) 27.6

 令和２年度全体(N=665) 29.0

 令和３年度全体(N=524) 27.1

旧佐賀市(n=272) 29.4

旧諸富町(n=34) 20.6

旧大和町(n=83) 15.7

旧富士町・旧三瀬村(n=24) 29.2

旧川副町(n=52) 17.3

旧東与賀町(n=37) 43.2

旧久保田町(n=22) 45.5

地
域
別

知っている

27.6 

29.0 

27.1 

29.4 

20.6 

15.7 

29.2 

17.3 

43.2 

45.5 

見たり、聞いたり

したことがある

33.7 

25.9 

28.1 

25.0 

35.3 

33.7 

29.2 

32.7 

24.3 

27.3 

知らない

38.5 

44.5 

44.5 

45.6 

44.1 

49.4 

41.7 

50.0 

32.4 

22.7 

不明

0.2 

0.6 

0.4 

1.2 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知度

凡　例

 平成29年度全体(N=621) 28.2

 平成30年度全体(N=664) 32.5

運動を

理解している

10.3 

11.0 

運動をある程度

理解している

17.9 

21.5 

見たり、聞いたり

したことがある

29.1 

30.7 

知らなかった

40.6 

35.1 

不明

2.1 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「子どもへのまなざし運動」について 

佐賀市では、“協働によるまちづくり”の１つとして「佐賀市未来を託す子どもを育むための大人の役割に関する 

条例」を制定し、平成 20年 4月から「子どもへのまなざし運動（市民総参加子ども育成運動）」を推進しています。 

佐賀市のすべての大人が子どもの育成に関心を持ち、かつ、主体的にかかわる社会『子どもへのまなざし“100％”

のまち』の実現を目指すもので、佐賀市の一大市民運動として展開していきます。 

問１ あなたは、この「子どもへのまなざし運動」を知っていますか 
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【一般市民】 

問２ 「子どもへのまなざし運動」を意識して、子ども（自分の子ども・地域の子ども）と

関わるようになりましたか 

 

 

 

②「子どもへのまなざし運動」での子どもとの関わり合い 

 

 

 
 
「子どもへのまなざし運動」による子どもとの関わり合いの変化について尋ねたところ、

『意識が変わった』（「関わるようになった」と「意識はするようになった」の計）と答え

た人は 33.6％と前回調査結果よりも 0.5ポイント減少している。 

地域別にみると、『意識が変わった』人は旧東与賀町で 43.2％と最も高く、次いで旧久保

田町（40.9％）、旧佐賀市（37.5％）の順となっている。 

同居している子どもの年齢別にみると、『意識が変わった』は小学４～６年生で 70.6％と

最も高く、次いで中学１～３年生（66.7％）、小学１～３年生（61.9％）の順となっている。 

 

 

 

  

意識が
変わった

凡　例

31.6

34.8

34.4

34.1

33.6

旧佐賀市(n=272) 37.5

旧諸富町(n=34) 29.4

旧大和町(n=83) 24.1

旧富士町・旧三瀬村(n=24) 29.2

旧川副町(n=52) 23.1

旧東与賀町(n=37) 43.2

旧久保田町(n=22) 40.9

未就学児(n=48) 29.2

小学１～３年生(n=42) 61.9

小学４～６年生(n=51) 70.6

中学１～３年生(n=51) 66.7

高校生(n=55) 60.0

 平成29年度全体(N=621)

地
域
別

同
居
し
て
い
る
子
ど
も
別

 平成30年度全体(N=664)

 令和元年度全体(N=590)

 令和２年度全体(N=665)

 令和３年度全体(N=524)

関わるよう

になった

6.6 

8.1 

8.3 

10.2 

8.6 

8.1 

2.9 

4.8 

12.5 

5.8 

24.3 

13.6 

10.4 

23.8 

27.5 

11.8 

25.5 

意識はするよう

になった

25.0 

26.7 

26.1 

23.9 

25.0 

29.4 

26.5 

19.3 

16.7 

17.3 

18.9 

27.3 

18.8 

38.1 

43.1 

54.9 

34.5 

今後意識

していきたい

32.4 

28.8 

36.4 

33.2 

32.4 

25.7 

50.0 

44.6 

25.0 

36.5 

32.4 

40.9 

43.8 

28.6 

23.5 

27.5 

20.0 

関わっていない

29.6 

31.9 

27.1 

26.6 

32.1 

35.3 

20.6 

27.7 

41.7 

38.5 

24.3 

13.6 

22.9 

4.8 

5.9 

5.9 

20.0 

不明

6.4 

4.5 

2.0 

6.0 

1.9 

1.5 

3.6 

4.2 

1.9 

4.5 

4.2 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【一般市民】 
 

 

 

③地域活動等への参加状況 

 

 

地域・学校・市などの活動への参加状況を尋ねたところ、『参加している』（「いつも参加

している」と「時々参加している」の計）活動は〈ＰＴＡ活動（保護者の方のみ）〉が 52.9％

で最も高く、次いで〈地域でのボランティア活動〉（33.1％）、〈学校フリー参観デー（授業

参観）〉（26.4％）の順となっている。 

前回調査結果と比較すると、『参加している』は、〈文化・芸術活動〉を以外のすべての

項目で減少している。 
 

 

  

平成29年度(N=246)

平成30年度(N=286)

令和元年度(N=222)

令和２年度(N=285)

令和３年度(N=172)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

※令和２年度以前は「子育てや教育の講座・セミナー」

教育関係の講座・セミ
ナー※

ＰＴＡ活動（保護者の
方のみ）

地域でのボランティア
活動

学校フリー参観デー
（授業参観）

地域や学校の文化祭、
音楽祭など

文化・芸術活動

21.5 

25.9 

23.0 

31.9 

26.2 

9.7 

9.8 

13.6 

13.1 

9.2 

19.6 

19.4 

16.8 

23.2 

17.0 

8.7 

7.2 

9.2 

10.5 

7.4 

1.9 

2.9 

4.2 

2.1 

1.5 

2.6 

1.7 

0.8 

2.3 

1.0 

21.1 

23.1 

21.2 

24.2 

26.7 

23.3 

22.7 

22.9 

27.4 

23.9 

9.8 

12.7 

10.8 

13.2 

9.4 

21.1 

24.5 

21.9 

25.7 

17.4 

12.2 

12.8 

16.4 

14.4 

16.2 

12.6 

13.4 

12.9 

10.5 

9.4 
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[33.0] 
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[17.7] 

[15.2] 
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[13.7] 

[12.8] 

[10.4] 

0 10 20 30 40 50 60

いつも参加している 時々参加している [参加計]

（％）

10 10

問３ あなたは、地域・学校・市などの活動にどのくらい参加されていますか 
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【一般市民】 
 

 

 

④地域活動等への不参加理由 

 

 

 

地域・学校・市などの活動に「あまり参加していない」、「全く参加していない」と回答

した理由は、「仕事や家事が忙しくて時間がない」が 34.5％で最も高く、次いで「そういっ

た活動を知らない」（21.0％）の順となっている。 

前回までの調査結果と比較すると、主な理由の「仕事や家事が忙しくて時間がない」

（34.5％）は過去５年間で最も低くなっている。また、「そういった活動を知らない」（21.0％）

は過去５年間で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和３年度全体(n=501)

凡　例

　平成29年度全体(n=578)

　平成30年度全体(n=644)

 令和２年度全体(n=634)

 令和元年度全体(n=551)

仕事や家事が

忙しくて

時間がない

43.3 

46.3 

41.0 

37.9 

34.5 

きっかけが

つかめない

16.4 

15.1 

21.4 

20.0 

18.8 

参加する

方法・場所が

分からない

5.9 

6.4 

6.2 

5.0 

9.6 

そういった

活動を

知らない

15.2 

13.0 

13.1 

16.6 

21.0 

興味がない

11.8 

12.7 

12.2 

12.8 

9.6 

不明

7.4 

6.5 

6.2 

7.7 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問 4 問 3 で、どれか 1 つにでも「あまり参加していない」、「全く参加していない」と答え

られた方にお尋ねします。その最も大きな理由は何ですか 
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【一般市民】 
 

 

 

（２）佐賀市の教育への取り組みについて 

①佐賀市の教育に対する評価 
 
 

 
 
佐賀市の教育への取り組みに対する評価をみると、〈市立図書館のサービスの充実度〉が

65.9％で最も高く、次いで〈公民館の貢献度〉（58.0％）、〈地域の方は子どもたちの教育に

自主的に関わっている〉（55.5％）の順となっている。一方、〈佐賀市の教育への市民の意

見の反映〉（30.0％）や〈家庭教育に関する取り組みの充実〉（27.8％）の評価が低くなっ

ている。また、前回調査結果と比較すると、高くなっている項目は〈文化財の適切な保存・

活用〉（3.1ポイント増）、〈基礎学力を身につけさせる授業の工夫〉（1.3ポイント増）など、

一方、低くなっている項目は〈地域による子どもたちの活動の場の提供〉（11.4ポイント減）

〈幼稚園・保育所から小学校への不安がない進学〉（10.2ポイント減）などとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

小・中学校では、パソコンなどＩＣＴ機器を活用した教育を
進めていると思われますか。※

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

※令和３年度からの新規項目

市立図書館のサービス（分館、分室、移動
図書館含む）は充実していますか。

あなたの校区（町）の公民館は、地域の活
動を行う際などに役立っていますか。

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に
関わっていると思われますか。

市内の文化財は、適切に保存・活用されて
いると思われますか。

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校
へ大きな不安がなく進学していると思われ
ますか。

小・中学校では、体育や食育など、子ども
たちの健康を育む教育を進めていると思わ
れますか。

地域は、子どもたちに「地域の一員」とし
て活動する場を作り出していると思われま
すか。

小・中学校では、基礎学力を身につけさせ
るよう授業を工夫していると思われます
か。（子どもが分かる授業を行っていると
思われますか。）

21.7 

23.5 

20.7 

26.5 

19.6 

23.3 

23.6 

24.4 

28.4 

14.3 

11.4 

11.4 

14.2 

19.5 

10.5 

11.5 

6.8 

6.6 

8.0 

9.8 

7.5 

8.4 

10.1 

15.1 

17.3 

9.4 

8.5 

7.8 

8.1 

14.1 

7.4 

13.0 

11.7 

14.9 

18.5 

6.7 

5.5 

6.2 

6.6 

10.7 

7.8 

39.3 

38.6 

39.7 

39.4 

46.2 

35.4 

41.4 

39.2 

37.7 

43.7 

40.6 

42.9 

38.8 

41.1 

45.0 

39.5 

38.5 

36.6 

36.6 

38.0 

43.5 

33.7 

35.7 

38.1 

41.2 

38.9 

35.4 

35.8 

38.6 

36.2 

39.7 

38.5 

39.6 

45.4 

38.9 

39.3 

31.1 

33.4 

33.7 

33.8 

38.0 

[61.0] 

[62.1] 

[60.4] 

[65.9] 

[65.8] 

[58.7] 

[65.0] 

[63.6] 

[66.1] 

[58.0] 

[52.0] 

[54.3] 

[53.0] 

[60.6] 

[55.5] 

[51.0] 

[45.3] 

[43.2] 

[44.6] 

[47.8] 

[51.0] 

[42.1] 

[45.8] 

[53.2] 

[58.5] 

[48.3] 

[43.9] 

[43.6] 

[46.7] 

[50.3] 

[47.1] 

[51.5] 

[51.3] 

[60.3] 

[57.4] 

[46.0] 

[36.6] 

[39.6] 

[40.3] 

[44.5] 

[45.8] 

0 20 40 60 80

そう思う どちらかと言えばそう思う [そう思う計]

（％）（％）（％）（％）
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問 5 佐賀市の教育への取り組みについて、どのようにお感じですか 
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【一般市民】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

小・中学校では、コミュニケーション能力を育む外国語の授
業を行っていると思われますか。※

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

平成29年度(N=621)

平成30年度(N=664)

令和元年度(N=590)

令和２年度(N=665)

令和３年度(N=524)

※令和３年度からの新規項目

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内
容などを保護者や地域へ十分に広報してい
ると思われますか。

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う
気持ち」を育む教育を進めている思われま
すか。

子どもたちは、小学校から中学校へ不安よ
りも期待を持って進学していると思われま
すか。

市民が文化・芸術に触れる機会は充実して
いると思われますか。

地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む
機運がありますか。

佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れら
れていると思われますか。

（保護者向けの）家庭教育に関する取り組
みは充実していると思われますか。

小・中学校では、地域の人材や環境を活用
した教育を進めていると思われますか。

小・中学校では、障がいのある子どもたち
へ教育的ニーズに応じた教育を行っている
と思われますか。

小・中学校は、保護者・地域の方々からの
相談にていねいに応じていると思われます
か。

小・中学校では、「倫理観・社会常識」を
育む教育が適切に行われていると思われま
すか。
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そう思う どちらかと言えばそう思う [そう思う計]
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【一般市民】 
 

 

 

佐賀市の教育への取り組みについて平均評定値をみると、〈市立図書館のサービスの充実

度〉（0.89）が最も高く、次いで〈ICT機器を活用した教育〉（0.74）となっている。 

前回調査結果と比較すると、〈地域による子どもたちの活動の場の提供〉（0.43 ポイント

減）など 15 項目が低くなっており、〈地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機運〉は

プラスであった評定値がマイナスに転じている。 

 

 

 

 

  

市立図書館のサービス（分館、分室、移動図書館含む）
は充実していますか。

小・中学校では、パソコンなどＩＣＴ機器を活用した教
育を進めていると思われますか。※

小・中学校では、基礎学力を身につけさせるよう授業を
工夫していると思われますか。（子どもが分かる授業を
行っていると思われますか。）

あなたの校区（町）の公民館は、地域の活動を行う際な
どに役立っていますか。

小・中学校では、体育や食育など子どもたちの健康を育
む教育を進めていると思われますか。

市内の文化財は、適切に保存・活用されていると思われ
ますか。

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に関わっている
と思われますか。

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ大きな不安
がなく進学していると思われますか。

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内容などを保護
者や地域へ十分に広報していると思われますか。

小・中学校は、保護者・地域の方々からの相談にていね
いに応じていると思われますか。

小・中学校では、地域の人材や環境を活用した教育を進
めていると思われますか。

子どもたちは、小学校から中学校へ不安よりも期待を
持って進学していると思われますか。

小・中学校では、コミュニケーション能力を育む外国語
の授業を行っていると思われますか。※

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う気持ち」を育
む教育を進めている思われますか。

小・中学校では、障がいのある子どもたちへ教育的ニー
ズに応じた教育を行っていると思われますか。

地域は、子どもたちに「地域の一員」として活動する場
を作り出していると思われますか。

小・中学校では、「倫理観・社会常識」を育む教育が適
切に行われていると思われますか。

市民が文化・芸術に触れる機会は充実していると思われ
ますか。

佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れられていると思
われますか。

（保護者向けの）家庭教育に関する取り組みは充実して
いると思われますか。

地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機運がありま
すか。

※令和３年度からの新規項目
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0.74 
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0.64 

0.63 
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0.41 
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平成29年度全体(N=621)

平成30年度全体(N=664)

令和元年度全体(N=590)

令和２年度全体(N=665)

令和３年度全体(N=524)

■平均評定値とは■ 

「そう思う」…＋２点、「どちらかと言えばそう思う」…＋１点、「どちらかと言えばそう思わない」…－１点、「そう

思わない」…－２点 とそれぞれ得点を与え、回答数との加重平均をしたもの。＋２点に近くなるほどそう思う、逆

に－２点に近くなるほどそう思わないといえる。 
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【一般市民】 
 

 

 

佐賀市の教育に対する取り組みについて、「分からない・知らない」と回答した内容をみ

ると、〈小・中学校の保護者・地域の方々からの相談への対応〉（48.5％）が最も高く、次

いで〈佐賀市の教育への市民の意見の反映〉（47.3％）となっている。前回調査結果と比較

すると、小・中学校での教育の取り組みについて「分からない・知らない」といった回答

がそれぞれ増加している。 

 

■分からない・知らない割合■ 

  

小・中学校は、保護者・地域の方々からの相談にていね
いに応じていると思われますか。

佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れられていると思
われますか。

（保護者向けの）家庭教育に関する取り組みは充実して
いると思われますか。

小・中学校では、基礎学力を身につけさせるよう授業を
工夫していると思われますか。（子どもが分かる授業を
行っていると思われますか。）

小・中学校では、コミュニケーション能力を育む外国語
の授業を行っていると思われますか。※

小・中学校では、「倫理観・社会常識」を育む教育が適
切に行われていると思われますか。

小・中学校では、地域の人材や環境を活用した教育を進
めていると思われますか。

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う気持ち」を育
む教育を進めている思われますか。

小・中学校では、障がいのある子どもたちへ教育的ニー
ズに応じた教育を行っていると思われますか。

小・中学校では、体育や食育など子どもたちの健康を育
む教育を進めていると思われますか。

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内容などを保護
者や地域へ十分に広報していると思われますか。

地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機運がありま
すか。

小・中学校では、パソコンなどＩＣＴ機器を活用した教
育を進めていると思われますか。※

市内の文化財は、適切に保存・活用されていると思われ
ますか。

子どもたちは、小学校から中学校へ不安よりも期待を
持って進学していると思われますか。

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ大きな不安
がなく進学していると思われますか。

地域は、子どもたちに「地域の一員」として活動する場
を作り出していると思われますか。

あなたの校区（町）の公民館は、地域の活動を行う際な
どに役立っていますか。

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に関わっている
と思われますか。

市民が文化・芸術に触れる機会は充実していると思われ
ますか。

市立図書館のサービス（分館、分室、移動図書館含む）
は充実していますか。

※令和３年度からの新規項目

46.2 

44.3 

46.5 

42.4 

39.3 

41.5 

43.5 

44.8 

36.9 

35.1 

41.1 

35.6 

35.1 

32.4 

24.6 

27.1 

22.1 

26.9 

25.1 

44.4 

47.7 

44.3 

40.8 

38.4 

37.3 

40.4 

41.6 

34.9 

32.2 

34.6 

36.0 

30.9 

30.9 

22.4 

20.5 

20.6 

23.2 

24.8 

45.4 

48.8 

46.3 

40.0 

35.9 

36.9 

39.3 

38.8 

36.1 

32.0 

37.8 

34.4 

26.3 

21.5 

19.2 

22.0 

22.9 

24.2 

25.4 

41.8 

48.0 

44.8 

38.8 

37.3 

38.2 

41.1 

38.0 

35.3 

34.0 

40.0 

36.4 

25.3 

21.1 

22.1 

21.8 

22.6 

24.8 

23.3 

48.5 

47.3 

46.8 

43.1 

42.4 

42.4 

42.4 

42.2 

41.2 

39.3 

39.3 

38.2 

36.1 

34.9 

32.3 

30.5 

26.5 

26.3 

24.0 

22.9 

21.0 

0 10 20 30 40 50 60

（％）

平成29年度全体(N=621)

平成30年度全体(N=664)

令和元年度全体(N=590)

令和２年度全体(N=665)

令和３年度全体(N=524)
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【一般市民】 
 

 

 

次の４項目について、同居している子ども別に評価の平均評定値をみてみると、〈幼稚

園・保育所から小学校への不安がない進学〉と〈小学校から中学校への期待を持っての進

学〉については未就学児がいる家庭以外では全体の平均評定値よりも高くなっている。 

また、〈佐賀市の教育への市民の意見の反映〉と〈家庭教育に関する取り組みの充実〉は

ともに未就学児がいる家庭がそれぞれマイナス評価となっている。 

 

■同居している子ども別評価の平均評定値■ 

 

 

  

佐賀市の教育に、市民の意見が反映されていると思
われますか。

（保護者向けの）家庭教育に関する取り組みは充実
していると思われますか。

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ大きな
不安がなく進学していると思われますか。

子どもたちは、小学校から中学校へ不安よりも期待
を持って進学していると思われますか。

0.04 

-0.08 

0.43 

0.30 

-0.34 

-0.34 

0.33 

0.25 

0.00 

0.24 

0.68 

0.76 

0.58 

0.60 

0.86 

0.78 

0.14 

0.33 

0.80 

0.45 

0.02 

0.33 

0.88 

0.83 

-2 -1 0 1 2

全体(N=524)

未就学児(n=48)

小学１～３年生(n=42)

小学４～６年生(n=51)

中学１～３年生(n=51)

高校生(n=55)
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【一般市民】 
 

 

 

（３）生涯学習について 

①現在の生涯学習状況 

 

 

 
 

 
 
生涯学習の実施状況を尋ねたところ、「生涯学習を行っている」と回答した市民は 28.4％

で前回調査結果（25.3％）と比較すると、3.1ポイント増加しており、過去５年間で最も高

くなっている。 

地域別にみると、「生涯学習を行っている」割合が最も高いのは、旧久保田町（45.5％）

となっており、最も低い旧諸富町（17.6％）とでは、27.9ポイントの差がみられる。 

 

 

 

  

凡　例

旧佐賀市(n=272)

旧諸富町(n=34)

旧大和町(n=83)

旧富士町・旧三瀬村(n=24)

旧川副町(n=52)

旧東与賀町(n=37)

旧久保田町(n=22)

地
域
別

 平成30年度全体(N=664)

 平成29年度全体(N=621)

 令和元年度全体(N=590)

 令和２年度全体(N=665)

 令和３年度全体(N=524)

生涯学習を

行っている

24.8 

23.2 

23.1 

25.3 

28.4 

29.4 

17.6 

25.3 

33.3 

28.8 

24.3 

45.5 

生涯学習を

行っていない

74.6 

76.2 

75.4 

74.4 

70.8 

69.1 

82.4 

74.7 

66.7 

71.2 

75.7 

54.5 

不明

0.6 

0.6 

1.5 

0.3 

0.8 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問６ 生涯学習とは、「自分の生活や能力を高めるために、自分から進んで行う学習やスポーツ、

文化活動（趣味・教養を含む）、ボランティア活動などの様々な活動」のことですが、

現在あなたは、生涯学習を行っていますか 
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【一般市民】 
 

 

  

②学んだ学習の成果を活かした活動の実施状況 

 

 

 
 
生涯学習を行っている人に、学んだ学習の成果を活かした活動の実施状況について尋ね

たところ、「行っている」は 32.2％であった。前回調査結果と比較すると、13.6 ポイント

減少している。 

地域別は、サンプル数が少ない地域が多くあるため、参考程度の掲載とする。 

 

 

 

  

凡　例

旧佐賀市(n=80)

旧諸富町(n=6)

旧大和町(n=21)

旧富士町・旧三瀬村(n=8)

旧川副町(n=15)

旧東与賀町(n=9)

旧久保田町(n=10)

 平成30年度全体(n=154)

地
域
別

 平成29年度全体(n=154)

 令和元年度全体(n=136)

 令和２年度全体(n=168)

 令和３年度全体(n=149)

行っている

42.9 

39.0 

47.1 

45.8 

32.2 

30.0 

50.0 

23.8 

25.0 

53.3 

22.2 

40.0 

特に

行っていない

43.5 

53.9 

41.9 

42.3 

55.0 

52.5 

50.0 

76.2 

62.5 

46.7 

55.6 

40.0 

これから

行ってみたい

9.1 

6.5 

8.8 

8.9 

10.7 

15.0 

12.5 

11.1 

20.0 

その他

2.2 

1.3 

2.5 

不明

4.5 

0.6 

3.0 

0.7 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問７ 問 6で「１．はい」と答えられた方にお尋ねします。学んだ学習の成果を活かした活動

（指導員、ボランティア、地域の役員など）を行っていますか 
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【一般市民】 
 

 

 

③生涯学習を行っていない主な理由 

 

 
 
生涯学習を実施していない人にその理由を尋ねたところ、「仕事や家事が忙しくて時間が

ない」（46.9％）が突出して高くなっている。次いで「きっかけがつかめない」（24.0％）、

「どうやって学んだらいいか必要な情報（方法や内容など）が分からない」（8.1％）の順

となっている。前回調査結果と比較すると、「きっかけがつかめない」は 4.2ポイント増加

しており、「仕事や家事が忙しくて時間がない」は 4.6 ポイント、「どうやって学んだらい

いか必要な情報（方法や内容など）が分からない」は 3.6ポイントそれぞれ減少している。 

 

 

 

  

仕
事
や
家
事
が
忙
し
く
て

時
間
が
な
い

き
っ

か
け
が
つ
か
め
な
い

ど
う
や
っ

て
学
ん
だ
ら
い

い
か
必
要
な
情
報
（

方
法

や
内
容
な
ど
）

が
分
か
ら

な
い

学
び
た
い
と
思
う
内
容
の

講
座
や
教
室
が
な
い

学
ぶ
必
要
を
感
じ
な
い

費
用
が
か
か
る

そ
の
他

49.0 

11.0 

17.1 

4.3 6.0 4.5 4.1 

53.6 

13.6 11.7 

4.9 
6.3 

4.0 2.6 

56.6 

14.4 
10.6 5.8 

4.3 2.7 2.9 

51.5

19.8

11.7

4.4 5.3
3.4 1.4

46.9 

24.0 

8.1 5.7 5.7 
2.4 3.5 

0

10

20

30

40

50

60

70

平成29年度全体(n=463)

平成30年度全体(n=506)

令和元年度全体(n=445)

令和２年度全体(n=495)

令和３年度全体(n=371)

（％）

問８ 問6で「２．いいえ」と答えられた方にお尋ねします。行っていない主な理由は何ですか 
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【一般市民】 
 

 
 

（４）教育に関する情報について 

①教育や子育てに関する情報の入手経路 

 

 

教育や子育てに関する情報の入手経路を尋ねたところ、〈市報さが〉が 64.9％で最も高く、

次いで〈学校・幼稚園・保育所からの「おたより」〉（22.5％）、〈公民館だより〉（15.8％）、

〈テレビ・ラジオ〉（11.6％）の順となっている。 

 

 

 

■平成 30年度までの調査結果（参考）■ 

市
報
さ
が

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所

か
ら
の
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た
よ
り
」

公
民
館
だ
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テ
レ
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・
ラ
ジ
オ

佐
賀
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

学
校
情
報
携
帯
メ
ー

ル

地
方
情
報
誌

佐
賀
市
教
育
委
員
会
だ
よ

り 小
・
中
学
校
の
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

教
育
施
設
（

図
書
館
等
）

の
掲
示
板

公
民
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

見
て
い
な
い
、

見
る
機
会

が
な
い

68.8 

26.1 

16.1 

8.6 
5.1 5.6 

12.0 

4.7 3.6 
1.4 0.2 

16.1 

64.4

28.3

14.3 14.0
8.3 9.0 8.7

2.3 4.8
2.0 -

14.0

64.9 

22.5 

15.8 

11.6 9.7 
8.4 6.7 5.9 5.2 

2.5 
-

13.5 

0

20

40

60

80

令和元年度全体(N=590)

令和２年度全体(N=665)

令和３年度全体(N=524)

（％）
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の
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ジ

42.4 

28.8 

16.6 18.7 18.8 
22.5 

3.1 

8.9 

2.7 
5.2 1.6 

39.9

29.2

12.8
16.1

19.0 21.5

2.9
6.3

1.7 2.9 2.0

0

10

20

30

40

50

60

平成29年度全体(N=621)

平成30年度全体(N=664)

（％）

10

10

問９ あなたは、佐賀市の教育や子育てに関する情報をどこで見られますか 

※「よく見ている」と答えた割合 
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【一般市民】 
 

 

 

２．保護者アンケート調査結果  

（１）「子どもへのまなざし運動」について 

 

①「子どもへのまなざし運動」の認知度 

 

 

「子どもへのまなざし運動」の認知を尋ねたところ、『認知度』（「知っている」と答えた割

合）は 44.6％となっている。 

地域別にみると、『認知度』は小学生の保護者では旧富士町・旧三瀬村と旧東与賀町（50.0％）

が最も高くなっており、中学生の保護者では旧久保田町（61.9％）が最も高くなっている。 

 

■平成 30年度までの調査結果（参考）■ 

 

認知度

凡　例

41.8

40.4

44.6

旧佐賀市(n=133) 47.4

旧諸富町(n=16) 18.8

旧大和町(n=54) 24.1

旧富士町・旧三瀬村(n=30) 50.0

旧川副町(n=27) 33.3

旧東与賀町(n=28) 50.0

旧久保田町(n=23) 47.8

旧佐賀市(n=176) 48.9

旧諸富町(n=20) 50.0

旧大和町(n=22) 45.5

旧富士町・旧三瀬村(n=26) 57.7

旧川副町(n=29) 27.6

旧東与賀町(n=32) 43.8

旧久保田町(n=21) 61.9

小
　
学
　
校

中
　
学
　
校

地
　
域
　
別

 令和元年度全体(N=584)

 令和２年度全体(N=606)

 令和３年度全体(N=637)

知っている

41.8 

40.4 

44.6 

47.4 

18.8 

24.1 

50.0 

33.3 

50.0 

47.8 

48.9 

50.0 

45.5 

57.7 

27.6 

43.8 

61.9 

見たり、聞いたり

したことがある

43.2 

45.9 

43.5 

43.6 

43.8 

61.1 

33.3 

40.7 

39.3 

43.5 

42.0 

25.0 

40.9 

30.8 

55.2 

53.1 

38.1 

知らない

14.0 

12.5 

11.3 

9.0 

37.5 

14.8 

10.0 

25.9 

7.1 

8.7 

9.1 

25.0 

13.6 

11.5 

17.2 

不明

1.0 

1.2 

0.6 

6.7 

3.6 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知度

凡　例

50.0

45.2

 平成29年度全体(N=617)

 平成30年度全体(N=624)

運動を

理解している

13.0 

13.1 

運動をある程度

理解している

37.0 

32.1 

見たり、聞いたり

したことがある

37.9 

43.8 

知らなかった

10.5 

9.5 

不明

1.6 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「子どもへのまなざし運動」について 

佐賀市では、“協働によるまちづくり”の１つとして「佐賀市未来を託す子どもを育むための大人の役割に関する 

条例」を制定し、平成 20年 4月から「子どもへのまなざし運動（市民総参加子ども育成運動）」を推進しています。 

佐賀市のすべての大人が子どもの育成に関心を持ち、かつ、主体的にかかわる社会『子どもへのまなざし“100％”

のまち』の実現を目指すもので、佐賀市の一大市民運動として展開していきます。 

問１ あなたは、この「子どもへのまなざし運動」を知っていますか 
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【保護者】 
 

 

 

一般市民へのアンケート調査結果と比較すると、『認知度』は保護者（44.6％）のほうが一

般市民（27.1％）より 17.5 ポイント高くなっている。一方、「知らない」をみると、保護者

が 11.3％に対し、一般市民は 44.5％で、一般市民のほうが 33.2ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

認知度

凡　例

44.6

27.1

保護者(N=637)

一　般(N=524)

知っている

44.6 

27.1 

見たり、聞いたりし

たことがある

43.5 

28.1 

知らない

11.3 

44.5 

不明

0.6 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【保護者】 

問２ 「子どもへのまなざし運動」を意識して、子ども（自分の子ども・地域の子ども）と

関わるようになりましたか 

 

 

 

②「子どもへのまなざし運動」での子どもとの関わり合い 

 

 

 
 

「子どもへのまなざし運動」による子どもとの関わり合いの変化について尋ねたところ、

『意識が変わった』（「関わるようになった」と「意識はするようになった」の計）と答えた

保護者は 57.8％と６割近くを占めている。前回調査結果と比較すると『意識が変わった』は

2.5ポイント減少している。 

地域別にみると、『意識が変わった』人は、小学生の保護者では旧富士町・旧三瀬村（70.0％）

が最も高く、次いで旧佐賀市（60.2％）、旧久保田町（56.5％）と続いている。一方、中学生

の保護者では、旧久保田町（85.7％）が最も高く、次いで旧東与賀町（71.9％）、旧富士町・

旧三瀬村（69.3％）となっている。なお、「関わるようになった」は、小学生の保護者、中学

生の保護者ともに旧富士町・旧三瀬村（小学生の保護者 30.0％、中学生の保護者 23.1％）が、

それぞれ他の地域と比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

意識が
変わった

凡　例

55.3

56.4

56.0

60.3

57.8

旧佐賀市(n=133) 60.2

旧諸富町(n=16) 43.8

旧大和町(n=54) 46.3

旧富士町・旧三瀬村(n=30) 70.0

旧川副町(n=27) 37.0

旧東与賀町(n=28) 50.0

旧久保田町(n=23) 56.5

旧佐賀市(n=176) 58.5

旧諸富町(n=20) 55.0

旧大和町(n=22) 50.0

旧富士町・旧三瀬村(n=26) 69.3

旧川副町(n=29) 48.2

旧東与賀町(n=32) 71.9

旧久保田町(n=21) 85.7

 平成29年度全体(N=617)

地
　
域
　
別

小
　
学
　
生
　
の
　
保
　
護
　
者

中
　
学
　
生
　
の
　
保
　
護
　
者

 平成30年度全体(N=624)

 令和元度全体(N=584)

 令和３度全体(N=637)

 令和２度全体(N=606)

関わるように

なった

13.3 

12.8 

12.2 

14.4 

15.9 

17.3 

6.3 

7.4 

30.0 

7.4 

14.3 

17.4 

17.6 

10.0 

18.2 

23.1 

17.2 

6.3 

19.0 

意識はするよう

になった

42.0 

43.6 

43.8 

45.9 

41.9 

42.9 

37.5 

38.9 

40.0 

29.6 

35.7 

39.1 

40.9 

45.0 

31.8 

46.2 

31.0 

65.6 

66.7 

今後、意識して

いきたい

34.8 

33.0 

35.6 

29.5 

31.4 

31.6 

31.3 

35.2 

23.3 

44.4 

35.7 

34.8 

30.1 

40.0 

36.4 

30.8 

41.4 

21.9 

4.8 

関わっていない

6.5 

7.7 

5.0 

6.9 

8.3 

6.8 

18.8 

14.8 

3.3 

18.5 

10.7 

4.3 

8.0 

5.0 

13.6 

6.9 

3.1 

9.5 

不明

3.4 
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6.3 

3.7 

3.3 

3.6 

4.3 

3.4 

3.4 

3.1 
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【保護者】 
 

 

 

一般市民へのアンケート調査結果と比較すると、『意識が変わった』人の割合は、保護者

（57.8％）のほうが一般市民（33.6％）より 24.2 ポイント高くなっている。一方、「関わっ

ていない」人の割合は保護者（8.3％）に比べ、一般市民（32.1％）のほうが 23.8 ポイント

高くなっている。 

 

 

 

 

  

意識が
変わった

凡　例

57.8

33.6

保護者(N=637)

一　般(N=524)

関わるように

なった

15.9 

8.6 

意識はするように

なった

41.9 

25.0 

今後、意識して

いきたい

31.4 

32.4 

関わっていない

8.3 

32.1 

不明

2.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【保護者】 
 

 

 

③地域活動等への参加状況 

 

 

地域・学校・市などの活動への参加状況を尋ねたところ、『参加している』（「いつも参加し

ている」と「時々参加している」の計）活動は、〈学校フリー参観デー（授業参観）〉が 91.4％

で最も高く、次いで〈ＰＴＡ活動〉（82.3％）、〈学校や地域の文化祭、音楽祭など〉（66.7％）

の順となっている。前回調査結果と比較すると、『参加している』は、すべての項目で減少し

ている。 

 

 

 

  

平成29年度(N=617)

平成30年度(N=624)

令和元年度(N=584)

令和２年度(N=606)

令和３年度(N=637)

平成29年度(N=617)

平成30年度(N=624)

令和元年度(N=584)

令和２年度(N=606)

令和３年度(N=637)

平成29年度(N=617)

平成30年度(N=624)

令和元年度(N=584)

令和２年度(N=606)

令和３年度(N=637)

平成29年度(N=617)

平成30年度(N=624)

令和元年度(N=584)

令和２年度(N=606)

令和３年度(N=637)

平成29年度(N=617)

平成30年度(N=624)

令和元年度(N=584)
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平成29年度(N=617)

平成30年度(N=624)

令和元年度(N=584)

令和２年度(N=606)

令和３年度(N=637)

※令和２年度以前は「子育てや教育の講座・セミナー」

教育関係の講座・セミ
ナー※

学校フリー参観デー
（授業参観）

ＰＴＡ活動

学校や地域の文化祭、
音楽祭など

地域でのボランティア
活動

文化・芸術活動

62.7 

57.9 

58.2 

63.7 

64.1 

33.2 

30.8 

33.4 

37.1 

37.2 
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22.9 
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22.3 
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13.0 
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44.4 

26.1 

26.3 
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39.6 

31.9 

15.7 

15.7 

25.2 

27.9 

22.8 

25.9 

23.2 

24.8 

26.2 

21.2 

[92.8] 
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[95.2] 

[91.9] 

[91.4] 

[79.4] 

[81.1] 

[82.9] 

[84.6] 

[82.3] 

[71.2] 
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[73.4] 

[66.7] 
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[52.4] 

[52.6] 

[44.0] 

[17.6] 

[17.5] 

[30.0] 

[32.5] 

[26.3] 

[28.0] 

[25.9] 

[27.7] 

[30.0] 

[22.3] 

0 20 40 60 80 100

いつも参加している 時々参加している [参加計]

（％）

10 10

問３ あなたは、地域・学校・市などの活動にどのくらい参加されていますか 
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【保護者】 
 

 

 

一般市民へのアンケート調査結果と比較すると、『参加している』人の割合は、すべての項

目において、保護者のほうが一般市民より高くなっている。 

 

 

 

 

  

保護者
(N=637)

一　般
(N=524)

保護者
(N=637)

一　般
(N=524)

保護者
(N=637)

一　般
(n=172)

保護者
(N=637)

一　般
(N=524)

保護者
(N=637)

一　般
(N=524)

保護者
(N=637)

一　般
(N=524)

⑤地域でのボラン
　ティア活動

⑥文化・芸術活動

①学校フリー参観デー
　（授業参観）

②教育関係の
　講座・セミナー

③ＰＴＡ活動
※一般は保護者のみ

④学校や地域の文化
　祭、音楽祭など

64.1 

17.0 

1.1 

1.0 

37.2 

26.2 

22.3 
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9.2 

3.5 

1.5 

27.3 
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21.2 

9.4 

45.1 

26.7 

44.4 

17.4 

31.9 

23.9 

22.8 

16.2 

[91.4] 

[26.4] 

[22.3] 
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[52.9] 

[66.7] 

[24.8] 

[44.0] 

[33.1] 

[26.3] 

[17.7] 

0 20 40 60 80 100

いつも参加している 時々参加している [参加計]

（％）

10 10
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【保護者】 
 

 

 

④地域活動等への不参加理由 
 
 

 

 
 

地域・学校・市などの活動に「あまり参加していない」、「全く参加していない」と回答し

た理由は、〈仕事や家事が忙しくて時間がない〉が 57.1％と半数以上を占めている。また、前

回調査結果と比較すると、〈興味がない〉が 4.7ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

一般市民へのアンケート調査結果と比較すると、保護者、一般市民ともに〈仕事や家事が

忙しくて時間がない〉が最も高くなっており、保護者（57.1％）のほうが一般市民（34.5％）

より 22.6ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

令和３年度全体(n=567)

凡　例

平成29年度全体(n=568)

平成30年度全体(n=568)
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知らない

8.5 

9.7 

6.8 

7.9 
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6.2 

不明
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7.6 
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57.1 

10.8 

10.2 

6.2 

4.1 

34.5 

18.8 

21.0 

9.6 

9.6 
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保護者(n=567)

一 般(n=501)

（％）

10

問４ 問３で、どれか１つにでも「あまり参加していない」、「全く参加していない」と答え

られた方にお尋ねします。その最も大きな理由は何ですか 
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【保護者】 
 

 

 

⑤子育てに関して特に気をつけていること 

 

 

子育てに関して特に気をつけて取り組んでいることは、「食事や挨拶、睡眠時間などの生活

習慣を身につけさせること」が 48.7％で最も高く、次いで「社会や公共のルールを教えるこ

と」（45.7％）、「登下校や外出する際の安全上の注意」（28.7％）の順となっている。 

前回調査結果と比較すると、「社会や公共のルールを教えること」が 9.4ポイント低くなっ

ている。 

 

 

 

  

食事や挨拶、睡眠時間などの生活習慣
を身につけさせること

社会や公共のルールを教えること

登下校や外出する際の安全上の注意
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家事の手伝いをさせること

テレビやゲームの時間を制限すること

家族がそろって食事をすること

地域行事への参加など、様々な体験の
機会を与えること

読書をさせること

家庭や地域の伝統やしきたりを伝えて
いくこと

その他
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26.2

28.9
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3.3

1.0
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46.2
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26.9

15.7
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45.7

28.7

28.6
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（％）

平成29年度全体(N=617)

平成30年度全体(N=624)

令和元年度全体(N=584)

令和２年度全体(N=606)

令和３年度全体(N=637)

10

問５ ご家庭で、子育てに関して特に気をつけて取り組んでいることは何ですか 
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【保護者】 

 

 

 

小学生・中学生の保護者別にみると、「社会や公共のルールを教えること」は、小学生の保

護者より中学生の保護者のほうが 6.4ポイント高くなっている。一方で、「食事や挨拶、睡眠

時間などの生活習慣を身につけさせること」は中学生の保護者より小学生の保護者のほうが

9.2ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

食事や挨拶、睡眠時間などの生活習慣
を身につけさせること

社会や公共のルールを教えること

登下校や外出する際の安全上の注意

家族の会話の機会をもつこと

家事の手伝いをさせること

テレビやゲームの時間を制限すること

家族がそろって食事をすること

地域行事への参加など、様々な体験の
機会を与えること

読書をさせること

家庭や地域の伝統やしきたりを伝えて
いくこと

その他

48.7 

45.7 

28.7 

28.6 

16.5 

13.8 

12.9 

6.8 

2.7 

0.9 

0.9 

53.4 

42.4 

32.5 

25.7 

14.8 

15.8 

12.9 

7.4 

4.8 

1.3 

0.3 

44.2 

48.8 

25.2 

31.3 

18.1 

12.0 

12.9 

6.1 

0.6 

0.6 

1.5 

0 10 20 30 40 50 60 70

（％）

全 体(N=637)

小学生を持つ保護者(n=311)

中学生を持つ保護者(n=326)

10
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【保護者】 
 

 

 

（２）佐賀市の教育への取り組みについて 

①佐賀市の教育に対する評価 

 

 
 

佐賀市の教育への取り組みについての評価をみると、〈子どもたちの健康を育む教育〉

（82.4％）が最も高く、次いで〈地域の方は子どもたちの教育に自主的に関わっている〉

（81.1％）となっている。 

前回調査結果と比較すると、高くなっている項目は〈基礎学力を身につけさせる授業の工

夫〉（5.8 ポイント増）、〈幼稚園・保育所から小学校への不安がない進学〉（1.1 ポイント増）

などとなっており、一方、低くなっている項目は〈地域の人材や環境を活用した教育〉（7.0

ポイント減）、〈公民館の貢献度〉（5.8ポイント減）などとなっている。 
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平成29年度(N=617)

平成30年度(N=624)

令和元年度(N=584)

令和２年度(N=606)

令和３年度(N=637)

あなたの校区（町）の公民館は、地
域の活動を行う際などに役立ってい
ますか。

小・中学校では、体育や食育など、
子どもたちの健康を育む教育を進め
ていると思われますか。

地域の方は、子どもたちの教育に自
主的に関わっていると思われます
か。

子どもたちは、幼稚園・保育所から
小学校へ大きな不安がなく進学して
いると思われますか。

小・中学校は、学校の目標や計画・
教育内容などを保護者や地域へ十分
に広報していると思われますか。

小・中学校では、基礎学力を身につ
けさせるよう授業を工夫していると
思われますか。（子どもが分かる授
業を行っていると思われますか。）

地域は、子どもたちに「地域の一
員」として活動する場を作り出して
いると思われますか。

小・中学校は、保護者・地域の方々
からの相談にていねいに応じている
と思われますか。
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（％）

10 10

問６ 佐賀市の教育への取り組みについて、どのようにお感じですか 
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【保護者】 
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小・中学校では、パソコンなどICT機器を活用した教育を進め
ていると思われますか。※ 令和３年度(N=637)

小・中学校では、コミュニケーション能力を育む外国語の授業
を行っていると思われますか。※ 令和３年度(N=637)
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※令和３年度からの新規項目

佐賀市の教育に、市民の意見は取り
入れられていると思われますか。

小・中学校では、障がいのある子ど
もたちへ教育的ニーズに応じた教育
を行っていると思われますか。

市内の文化財は、適切に保存・活用
されていると思われますか。

地域ぐるみで青少年の健全育成に取
り組む機運がありますか。

市民が文化・芸術に触れる機会は充
実していると思われますか。

（保護者向けの）家庭教育に関する
取り組みは充実していると思われま
すか。

小・中学校では、「倫理観・社会常
識」を育む教育が適切に行われてい
ると思われますか。

小・中学校では、「ふるさとを誇り
に思う気持ち」を育む教育を進めて
いると思われますか。

子どもたちは、小学校から中学校へ
不安よりも期待を持って進学してい
ると思われますか。

市立図書館のサービス（分館、分
室、移動図書館含む）は充実してい
ますか。

小・中学校では、地域の人材や環境
を活用した教育を進めていると思わ
れますか。
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【保護者】 

■平均評定値とは■ 

「そう思う」…＋２点、「どちらかと言えばそう思う」…＋１点、「どちらかと言えばそう思わない」…－１点、「そう

思わない」…－２点 とそれぞれ得点を与え、回答数との加重平均をしたもの。＋２点に近くなるほどそう思う、逆

に－２点に近くなるほどそう思わないといえる。 

 

 

 

佐賀市の教育への取り組みについての評価を平均評定値でみると、前回調査結果と同様、マ

イナス評価の項目はみられない。一方、前回調査結果と比較して平均評定値が上回った項目

は２つのみとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に関わっていると
思われますか。

小・中学校では、体育や食育など、子どもたちの健康を育
む教育を進めていると思われますか。

あなたの校区（町）の公民館は、地域の活動を行う際など
に役立っていますか。

市立図書館のサービス（分館、分室、移動図書館含む）は
充実していますか。

地域は、子どもたちに「地域の一員」として活動する場を
作り出していると思われますか。

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内容などを保護者
や地域へ十分に広報していると思われますか。

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ大きな不安が
なく進学していると思われますか。

小・中学校は、保護者・地域の方々からの相談にていねい
に応じていると思われますか。

小・中学校では、基礎学力を身につけさせるよう授業を工
夫していると思われますか。（子どもが分かる授業を行っ
ていると思われますか。）

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う気持ち」を育む
教育を進めていると思われますか。

小・中学校では、地域の人材や環境を活用した教育を進め
ていると思われますか。

小・中学校では、障がいのある子どもたちへ教育的ニーズ
に応じた教育を行っていると思われますか。

市内の文化財は、適切に保存・活用されていると思われま
すか。

小・中学校では、「倫理観・社会常識」を育む教育が適切
に行われていると思われますか。

子どもたちは、小学校から中学校へ不安よりも期待を持っ
て進学していると思われますか。

小・中学校では、パソコンなどICT機器を活用した教育を
進めていると思われますか。※

小・中学校では、コミュニケーション能力を育む外国語の
授業を行っていると思われますか。※

地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機運があります
か。

市民が文化・芸術に触れる機会は充実していると思われま
すか。

（保護者向けの）家庭教育に関する取り組みは充実してい
ると思われますか。

佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れられていると思わ
れますか。

※令和３年度からの新規項目
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【保護者】 
 

 

 

佐賀市の教育に対する取り組みについて、「分からない・知らない」と回答した内容をみる

と、〈市内の文化財の適切な保存・活用〉（26.7％）が最も高くなっている。前回調査結果と

比較すると、〈佐賀市の教育への市民の意見の反映〉が 4.1 ポイント増、〈地域ぐるみで青少

年の健全育成に取り組む機運〉が 3.4ポイント増など、13の項目で増加している。 

 

■分からない・知らない割合■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市内の文化財は、適切に保存・活用されていると思われま
すか。

佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れられていると思わ
れますか。

地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機運があります
か。

（保護者向けの）家庭教育に関する取り組みは充実してい
ると思われますか。

市民が文化・芸術に触れる機会は充実していると思われま
すか。

小・中学校では、障がいのある子どもたちへ教育的ニーズ
に応じた教育を行っていると思われますか。

市立図書館のサービス（分館、分室、移動図書館含む）は
充実していますか。

小・中学校では、地域の人材や環境を活用した教育を進め
ていると思われますか。

子どもたちは、小学校から中学校へ不安よりも期待を持っ
て進学していると思われますか。

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う気持ち」を育む
教育を進めていると思われますか。

あなたの校区（町）の公民館は、地域の活動を行う際など
に役立っていますか。

小・中学校は、保護者・地域の方々からの相談にていねい
に応じていると思われますか。

小・中学校では、コミュニケーション能力を育む外国語の
授業を行っていると思われますか。※

小・中学校では、「倫理観・社会常識」を育む教育が適切
に行われていると思われますか。

地域は、子どもたちに「地域の一員」として活動する場を
作り出していると思われますか。

小・中学校では、パソコンなどICT機器を活用した教育を
進めていると思われますか。※

小・中学校では、基礎学力を身につけさせるよう授業を工
夫していると思われますか。（子どもが分かる授業を行っ
ていると思われますか。）

小・中学校では、体育や食育など、子どもたちの健康を育
む教育を進めていると思われますか。

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内容などを保護者
や地域へ十分に広報していると思われますか。

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に関わっていると
思われますか。

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ大きな不安が
なく進学していると思われますか。

※令和３年度からの新規項目
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【保護者】 
 

 

 

小学生・中学生の保護者別で平均評定値をみると、全体として小学生の保護者と中学生の

保護者の平均評定値はほぼ同様の傾向となっているが、〈幼稚園・保育所から小学校への不安

がない進学〉と〈小・中学校の保護者・地域の方々からの相談への対応〉は中学生の保護者

より小学生の保護者のほうが 0.18 ポイント高くなっており、〈佐賀市の教育への市民の意見

の反映〉は小学生の保護者より中学生の保護者のほうが 0.15ポイント高くなっている。 

 

■小学生と中学生の保護者別平均評定値■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に関わっていると
思われますか。

小・中学校では、体育や食育など、子どもたちの健康を育
む教育を進めていると思われますか。

あなたの校区（町）の公民館は、地域の活動を行う際など
に役立っていますか。

市立図書館のサービス（分館、分室、移動図書館含む）は
充実していますか。

地域は、子どもたちに「地域の一員」として活動する場を
作り出していると思われますか。

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内容などを保護者
や地域へ十分に広報していると思われますか。

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ大きな不安が
なく進学していると思われますか。

小・中学校は、保護者・地域の方々からの相談にていねい
に応じていると思われますか。

小・中学校では、基礎学力を身につけさせるよう授業を工
夫していると思われますか。（子どもが分かる授業を行っ
ていると思われますか。）

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う気持ち」を育む
教育を進めていると思われますか。

小・中学校では、地域の人材や環境を活用した教育を進め
ていると思われますか。

小・中学校では、障がいのある子どもたちへ教育的ニーズ
に応じた教育を行っていると思われますか。

市内の文化財は、適切に保存・活用されていると思われま
すか。

小・中学校では、「倫理観・社会常識」を育む教育が適切
に行われていると思われますか。

子どもたちは、小学校から中学校へ不安よりも期待を持っ
て進学していると思われますか。

小・中学校では、パソコンなどICT機器を活用した教育を
進めていると思われますか。

小・中学校では、コミュニケーション能力を育む外国語の
授業を行っていると思われますか。

地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機運があります
か。

市民が文化・芸術に触れる機会は充実していると思われま
すか。

（保護者向けの）家庭教育に関する取り組みは充実してい
ると思われますか。

佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れられていると思わ
れますか。
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【保護者】 
 

 

 

一般市民へのアンケート調査結果と比較すると、〈ICT 機器を活用した教育の推進〉以外の

すべての項目で一般市民に比べ保護者の評価が高く、特に〈地域による子どもたちの活動の

場の提供〉は 0.75ポイント、〈地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機運〉は 0.66ポイ

ント、〈「倫理観・社会常識」を育む教育の実施〉は 0.61ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に関わっていると
思われますか。

小・中学校では、体育や食育など、子どもたちの健康を育
む教育を進めていると思われますか。

あなたの校区（町）の公民館は、地域の活動を行う際など
に役立っていますか。

市立図書館のサービス（分館、分室、移動図書館含む）は
充実していますか。

地域は、子どもたちに「地域の一員」として活動する場を
作り出していると思われますか。

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内容などを保護者
や地域へ十分に広報していると思われますか。

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ大きな不安が
なく進学していると思われますか。

小・中学校は、保護者・地域の方々からの相談にていねい
に応じていると思われますか。

小・中学校では、基礎学力を身につけさせるよう授業を工
夫していると思われますか。（子どもが分かる授業を行っ
ていると思われますか。）

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う気持ち」を育む
教育を進めていると思われますか。

小・中学校では、地域の人材や環境を活用した教育を進め
ていると思われますか。

小・中学校では、障がいのある子どもたちへ教育的ニーズ
に応じた教育を行っていると思われますか。

市内の文化財は、適切に保存・活用されていると思われま
すか。

小・中学校では、「倫理観・社会常識」を育む教育が適切
に行われていると思われますか。

子どもたちは、小学校から中学校へ不安よりも期待を持っ
て進学していると思われますか。

小・中学校では、パソコンなどICT機器を活用した教育を
進めていると思われますか。

小・中学校では、コミュニケーション能力を育む外国語の
授業を行っていると思われますか。

地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機運があります
か。

市民が文化・芸術に触れる機会は充実していると思われま
すか。

（保護者向けの）家庭教育に関する取り組みは充実してい
ると思われますか。

佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れられていると思わ
れますか。

1.03

1.00

0.99

0.99

0.96

0.94

0.89

0.88

0.85

0.85

0.85

0.79

0.78

0.77

0.74

0.70

0.66

0.57

0.36

0.21

0.18

0.52 

0.64 

0.70 

0.89 

0.21 

0.41 

0.43 

0.41 

0.70 

0.30 

0.32 

0.21 

0.63 

0.16 

0.30 

0.74 

0.30 

-0.09 

0.14 

-0.08 

0.04 

-2 -1 0 1 2

保護者(N=637)

一 般(N=524)

10
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【保護者】 
 

 

 

（３）学校教育・社会教育について 

①子どもが中学進学する時に不安なこと 

 

 

 

子どもが中学に進学する時に不安や心配なことを尋ねたところ、「勉強や成績のこと」

（69.9％）が最も高く、次いで「友人のこと」（50.4％）、「部活動のこと」（35.3％）の順と

なっている。前回調査結果と比較すると「友人のこと」は 7.3ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問７ お子さんが中学生になる時（なった時）に、不安や心配なことはありますか（ありまし

たか） 

勉強や成績のこと

友人のこと

部活動のこと

家庭学習のこと

先生との関係

上級生との関係

制服や校則のこと

経済的な負担が増えること※

通学距離や方法のこと

教科によって先生がちがうこと

文化祭や体育祭などの行事のこと

不安や心配していることはない
（なかった）

その他

※令和元年度からの新規項目

76.7

46.7

41.5

20.9

14.4

19.0

4.2

6.6

4.4

0.8

2.4

1.8

75.3

47.1

42.6

21.0

12.7

17.1

5.6

6.4

4.2

1.4

3.7

1.8

65.4

43.5

41.3

18.7

13.7

18.2

6.2

12.2

7.4

3.9

0.9

6.3

0.9

70.3

43.1

39.3

22.1

17.2

16.3

5.6

9.9

7.8

3.0

0.7

5.4

3.0

69.9

50.4

35.3

21.4

18.2

14.1

8.8

7.5

7.4

4.6

0.3

5.7

2.7

0 20 40 60 80 100

（％）

平成29年度全体(N=617)

平成30年度全体(N=624)

令和元年度全体(N=584)

令和２年度全体(N=606)

令和３年度全体(N=637)

10
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【保護者】 
 

 

 

小学生・中学生の保護者別にみると、小学生の保護者は「友人のこと」が 9.6ポイント、「上

級生との関係」が 6.4 ポイント中学生の保護者より高くなっている。一方、中学生の保護者

は、「部活動のこと」が 4.3 ポイント、「制服や校則のこと」が 3.9 ポイント小学生の保護者

より高くなっている。 

 

 
 

■その他の意見■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

勉強や成績のこと

友人のこと

部活動のこと

家庭学習のこと

先生との関係

上級生との関係

制服や校則のこと

経済的な負担が増えること

通学距離や方法のこと

教科によって先生がちがうこと

文化祭や体育祭などの行事のこと

不安や心配していることはない
（なかった）

その他

69.9 

50.4 

35.3 

21.4 

18.2 

14.1 

8.8 

7.5 

7.4 

4.6 

0.3 

5.7 

2.7 

70.7 

55.3 

33.1 

22.2 

18.0 

17.4 

6.8 

9.6 

9.3 

3.2 

-

3.9 

3.2 

69.0 

45.7 

37.4 

20.6 

18.4 

11.0 

10.7 

5.5 

5.5 

5.8 

0.6 

7.4 

2.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

（％）

全 体(N=637)

小学生を持つ保護者(n=311)

中学生を持つ保護者(n=326)

10

件数

SNS 4

スマートフォン 3

給食について、完全給食にしてほしい。 2

反抗期の子どもへの対応。 2

アレルギー症状が酷くならないか。 1

いじめ問題 1

クラスの雰囲気。 1

家族との関わりについて。 1

携帯を持っていないといじめに遭うという噂がある。 1

交通 1

新しい環境に心が疲れてしまわないか。 1

中学校の制服がブレザーになるという噂がありますが、今のままの学生服（学
ラン）でお願いします。

1

防犯 1
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【保護者】 
 

 

 

②小学校・中学校に求めること 

 

 

小学校・中学校に求めることについて尋ねたところ、すべての項目で９割以上が『重要』（「た

いへん重要」と「どちらかといえば重要」の計）と回答している。特に〈社会のルールを学

ぶ授業〉と〈思いやりの心や人間関係などを学ぶ心の授業〉は「たいへん重要」が８割以上

で、他の項目に比べ高くなっている。前回調査結果と比較すると、「たいへん重要」は〈体験

学習（自然体験や職場体験）〉などが 4.7 ポイント増加しており、〈学力の向上〉が 7.7 ポイ

ント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問８ あなたが、小学校・中学校に求めることは何ですか 

重要

凡　例

平成29年度(N=617) 97.6

平成30年度(N=624) 96.8

令和元年度(N=584) 96.8

令和２年度(N=606) 98.2

令和３年度(N=637) 96.7

平成29年度(N=617) 98.7

平成30年度(N=624) 99.1

令和元年度(N=584) 97.6

令和２年度(N=606) 98.4

令和３年度(N=637) 98.4

平成29年度(N=617) 98.4

平成30年度(N=624) 98.8

令和元年度(N=584) 98.3

令和２年度(N=606) 98.7

令和３年度(N=637) 98.6

平成29年度(N=617) 96.3

平成30年度(N=624) 96.9

令和元年度(N=584) 95.7

令和２年度(N=606) 96.7

令和３年度(N=637) 97.0

５．災害時に命を守るための訓練や
　　防災教育※ 令和３年度(N=637) 98.3

平成29年度(N=617) 93.9

平成30年度(N=624) 95.7

令和元年度(N=584) 94.3

令和２年度(N=606) 95.6

令和３年度(N=637) 95.4

平成29年度(N=617) 93.8

平成30年度(N=624) 95.0

令和元年度(N=584) 95.1

令和２年度(N=606) 96.0

令和３年度(N=637) 97.5

平成29年度(N=617) 96.9

平成30年度(N=624) 96.3

令和元年度(N=584) 95.5

令和２年度(N=606) 96.8

令和３年度(N=637) 96.7

平成29年度(N=617) 95.9

平成30年度(N=624) 96.8

令和元年度(N=584) 96.4

令和２年度(N=606) 96.4

令和３年度(N=637) 95.9

平成29年度(N=617) 96.7

平成30年度(N=624) 97.1

令和元年度(N=584) 96.5

令和２年度(N=606) 95.2

令和３年度(N=637) 97.3

※令和３年度からの新規項目

８．外国教育や国際
　　理解教育

９．食に関する教育など
　　の子どもたちへの
　　健康教育

10．悩みや相談にのって
　　くれる先生やカウン
　　セラーがいる学校

１．学力の向上

２．社会のルールを学ぶ
　　授業

３．思いやりの心や人間
　　関係などを学ぶ心の
　　授業

４．体験学習
　　（自然体験や職場
　　体験など）

６．少人数での授業や複数
　　の先生による授業など
　　一人一人に合った授業

７．パソコンなどＩＣＴ機器
　　を活用した授業

たいへん重要

70.5 

73.4 

68.7 

72.8 

65.1 

81.8 

84.5 

83.6 

84.2 

80.2 

86.9 

86.5 

88.2 

87.8 

89.8 

55.3 

53.0 

56.3 

54.8 

59.5 

76.3 

59.2 

57.1 

57.7 

57.3 

58.4 

47.6 

50.6 

54.3 

58.7 

58.4 

57.2 

56.9 

61.8 

62.0 

58.4 

46.0 

44.6 

47.4 

44.4 

47.1 

62.7 

56.6 

62.8 

61.4 

63.4 

どちらかといえば

重要

27.1 

23.4 

28.1 

25.4 

31.6 

16.9 

14.6 

14.0 

14.2 

18.2 

11.5 

12.3 

10.1 

10.9 

8.8 

41.0 

43.9 

39.4 

41.9 

37.5 

22.0 

34.7 

38.6 

36.6 

38.3 

37.0 

46.2 

44.4 

40.8 

37.3 

39.1 

39.7 

39.4 

33.7 

34.8 

38.3 

49.9 

52.2 

49.0 

52.0 

48.8 

34.0 

40.5 

33.7 

33.8 

33.9 

あまり

重要ではない

0.6 

1.8 

1.4 

0.8 

2.2 

0.5 

0.2 

0.2 

0.5 

0.6 

0.5 

0.3 

1.3 

2.1 

1.9 

1.8 

1.3 

0.5 

4.7 

3.7 

3.1 

3.1 

3.5 

4.4 

4.5 

2.9 

2.5 

1.4 

1.3 

3.4 

2.9 

1.3 

2.0 

2.3 

2.7 

1.5 

2.1 

3.0 

1.6 

2.2 

1.5 

3.5 

1.4 

不明

1.8 

1.4 

1.9 

1.0 

1.1 

1.3 

0.5 

2.2 

1.5 

1.1 

1.6 

0.5 

1.7 

0.8 

1.1 

2.4 

1.0 

2.4 

1.5 

1.7 

1.3 

1.5 

0.6 

2.6 

1.3 

1.1 

1.8 

0.5 

2.1 

1.5 

1.1 

1.8 

0.3 

1.5 

1.8 

1.3 

1.8 

0.5 

2.1 

1.5 

1.1 

1.6 

0.6 

1.9 

1.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【保護者】 
 

 

 

■その他の意見■ 

  

件数

校則の見直し・改善 4

先生の質の向上・生徒への対応の改善 3

それぞれに適した個別対応。 2

子どもの人権を尊重してほしい・先生の人権意識を向上させてほしい 2

褒めて伸ばすように教育してほしい 2

SNSやオンラインゲームの注意点など、詳しい人に講演等をしてほしい（禁止すると隠れ
てやるから禁止するのではなく、上手な使い方などを子ども達が素直に聞き入れる工夫を
してほしい。親の言葉はなかなか聞き入れない年齢になってきている）。

1

いじめの把握。 1

クラスが2クラス以上ある時は、宿題など同じように出してほしい。 1

コミュニケーション能力が乏しい世の中ですので、なるべく友達同士、先生達との対話な
ど、コミュニケーションを高められる環境をつくってほしいと思います。コミュニケー
ション（対人関係）ができれば、不登校は減ると思っています。

1

コロナだからといって、先生が誰なのか知らないまま時間が過ぎることは避けたい。 1

コロナもあり思うように部活動ができなかったり、子どもが元気に楽しく過ごせる時間が
もっと必要だと思う。

1

しっかりとしたコロナ対策（対策指導）。 1

じっくり子どもと関わって話をしてほしい。 1

トイレを洋式できれいにしてほしい。 1

安心して学習できる環境づくり（クラスの雰囲気、集中して授業に臨む態度）。 1

安全に過ごせる場所であること。 1

雨の日、車の乗り入れできる駐車スペースをつくってください。 1

教育者の育成・補助。 1

個人の価値観の尊重。 1

子ども1人1人の個性を見つけて、そこを伸ばしてほしい。 1

子どもを大事にしてほしい。 1

児童・生徒の自主性を育む教育。 1

時代にあった行事のあり方や関わり方。 1

自ら学べる教育の充実。 1

将来、活用できる英語教育をしてほしい。 1

将来、自分はどんな仕事をするのか常に考えたり、情報を得られる環境を整えてほしい。
大学はゴールではないという認識。

1

親の行事参加への負担軽減。 1

先生により教育指導方法が違うこと。せめて学校で統一してほしい。 1

先生達から見た気づき、子ども達に注意したこと、諭したことを定期的に箇条書き程度で
いいので知らせてほしい。家と学校では高学年になると使い分けるため、家庭での取り組
みにも活用したい。

1

中学へ上がる前に交流などしてみてはどうか。 1

中学校での部活動の意識を見直したらどうかと思う。 1

中学校の制服は学ランのままお願いします。 1

仲間はずれに誰もならないようにお願いします。 1

昼ご飯を給食（小学校と同じ）にしてほしい。 1

発達障害やグレーゾーンの子どもや、子どもを抱える親への理解（管理職も含め、無理解
で無神経な教員が多い）。

1

不登校、登校渋りの子の居場所や対応。 1

部活動（一生懸命参加したいのに、上級生や指導の先生の気持ちが全然違う）。 1

部活動に時間が多く取られすぎて、自分の自由に使える時間が少ない。学習力が弱い子に
学習時間を取りづらい。土日まで部活動を入れるのではなく、土日は学習や自分のための
時間としてほしい。

1
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【保護者】 
 

 

 

■その他の意見■ 

 

 

 

  

件数

部活動の顧問の先生と教頭・校長先生が活動の内容、部費の使われ方について、適正に行
われているか時々見ておいてほしいです。予算（活動費の）が足りなくなったら物販をす
るというやり方はやめてほしいです。

1

部活動を通して（スポーツに限ってになるが）強い体づくりをしてほしい。 1

夢を早くから持つように指導するのはどうかと思う（職業を決めるのは簡単ではないの
で）。

1

友達関係の把握。 1
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【保護者】 
 

 

 

③学校以外で子どもに参加させたいイベント・行事 

学校以外で子どもに参加させたいイベント・行事を尋ねたところ〈会社訪問や職場体験〉

が 42.4％で最も高く、次いで〈キャンプなどの野外活動〉（30.0％）、〈外国との交流〉（23.7％）

の順になっている。前回調査結果と比較すると、〈会社訪問や職場体験〉が 13.2ポイント、〈文

化・音楽活動〉が 6.0 ポイント増加しており、〈地域の中での交流〉が 2.1 ポイント、〈佐賀

市外や佐賀県外の仲間との交流〉が 1.5ポイント減少している。 

 

 

 

  

会社訪問や職場体験

キャンプなどの野外活動

外国との交流

地域のお祭り、伝統行事

文化・音楽活動

ボランティア活動

他の学校との交流

異世代（高齢者・乳幼児等）との
交流

清掃活動やリサイクル活動

佐賀市外や佐賀県外の仲間との交
流

地域の中での交流

その他

32.7

22.0

23.8

20.6

13.6

11.3

9.6

8.4

5.8

6.6

3.7

0.2

31.4

19.4

26.3

16.0

16.0

11.2

10.7

8.0

4.6

9.0

6.1

-

30.3

22.8

22.4

21.2

13.4

10.6

8.4

8.6

6.7

8.4

4.8

0.2

29.2

27.7

21.1

16.5

9.7

11.6

12.5

7.9

8.4

7.8

5.4

0.5

42.4

30.0

23.7

20.4

15.7

14.0

12.6

10.7

7.5

6.3

3.3

0.3

0 10 20 30 40 50

（％）

平成29年度全体(N=617)

平成30年度全体(N=624)

令和元年度全体(N=584)

令和２年度全体(N=606)

令和３年度全体(N=637)

10

問９ 学校以外でどのようなイベントや行事があれば、子どもたちに参加させたいと思いますか 
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【保護者】 
 

 

 

小学生・中学生の保護者別に比較すると、小学生の保護者が中学生の保護者を上回ってい

る項目は主に〈地域のお祭り、伝統行事〉（9.1ポイント）、〈文化・音楽活動〉（3.3ポイント）

などである。また、中学生の保護者が小学生の保護者を上回っている項目は主に〈会社訪問

や職場体験〉（8.0ポイント）、〈佐賀市外や佐賀県外の仲間との交流〉（4.7ポイント）などで

ある。 

 

 

 

  

会社訪問や職場体験

キャンプなどの野外活動

外国との交流

地域のお祭り、伝統行事

文化・音楽活動

ボランティア活動

他の学校との交流

異世代（高齢者・乳幼児等）との
交流

清掃活動やリサイクル活動

佐賀市外や佐賀県外の仲間との交
流

地域の中での交流

その他

42.4 

30.0 

23.7 

20.4 

15.7 

14.0 

12.6 

10.7 

7.5 

6.3 

3.3 

0.3 

38.3 

31.5 

23.5 

25.1 

17.4 

14.8 

12.5 

11.9 

7.1 

3.9 

3.5 

-

46.3 

28.5 

23.9 

16.0 

14.1 

13.2 

12.6 

9.5 

8.0 

8.6 

3.1 

0.6 

0 10 20 30 40 50
（％）

全 体(N=637)

小学生を持つ保護者(n=311)

中学生を持つ保護者(n=326)

10
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【保護者】 
 

 

 

④地域行事、社会体育活動などの活動への子どもの参加状況 

 

 

地域行事や社会体育活動などに子どもを参加させているかを尋ねたところ、『参加させてい

る』（「積極的に参加させている」と「ときどき参加させている」の計）は 72.4％で７割以上

を占めている。なお、前回調査結果と比較すると『参加させている』は 6.1 ポイント低くな

っている。 

地域別にみると、『参加させている』の割合は、小学生の保護者では旧富士町・旧三瀬村

（80.0％）が最も高くなっており、中学生の保護者では旧久保田町（80.9％）が最も高くな

っている。（旧諸富町はサンプル数が少ないため参考程度の掲載とする）一方、『参加させて

いる』の割合が最も低くなっているのは、小学生の保護者（59.2％）、中学生の保護者（55.2％）

ともに旧川副町となっている。 

 

 

 

  

参加
させている

凡　例

75.4

77.2

76.4

78.5

72.4

旧佐賀市(n=133) 74.4

旧諸富町(n=16) 87.6

旧大和町(n=54) 74.1

旧富士町・旧三瀬村(n=30) 80.0

旧川副町(n=27) 59.2

旧東与賀町(n=28) 75.0

旧久保田町(n=23) 69.6

旧佐賀市(n=176) 68.7

旧諸富町(n=20) 75.0

旧大和町(n=22) 72.7

旧富士町・旧三瀬村(n=26) 80.8

旧川副町(n=29) 55.2

旧東与賀町(n=32) 78.1

旧久保田町(n=21) 80.9

　平成29年度全体(N=617)

地
　
域
　
別

小
　
学
　
生
　
の
　
保
　
護
　
者

中
　
学
　
生
　
の
　
保
　
護
　
者

　平成30年度全体(N=624)

　令和元年度全体(N=584)

　令和３年度全体(N=637)

　令和２年度全体(N=606)

積極的に

参加させている

25.6 

26.9 

25.0 

29.0 

23.7 

23.3 

31.3 

13.0 

46.7 

11.1 

17.9 

26.1 

22.7 

30.0 

18.2 

42.3 

20.7 

28.1 

19.0 

ときどき

参加させている

49.8 

50.3 

51.4 

49.5 

48.7 

51.1 

56.3 

61.1 

33.3 

48.1 

57.1 

43.5 

46.0 

45.0 

54.5 

38.5 

34.5 

50.0 

61.9 

あまり

参加させて

いない

18.3 

17.8 

16.6 

16.2 

22.1 

21.1 

6.3 

14.8 

16.7 

29.6 

25.0 

21.7 

26.1 

15.0 

18.2 

19.2 

34.5 

21.9 

19.0 

地域行事が

あっていることを

知らない

5.2 

3.2 

4.6 

3.1 

5.0 

3.0 

6.3 

11.1 

3.3 

11.1 

8.7 

5.1 

10.0 

4.5 

10.3 

不明

1.1 

1.8 

2.4 

2.1 

0.5 

1.5 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問 10 あなたは地域行事、社会体育活動などの活動に子どもを参加させていますか 
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【保護者】 
 

 

 

（４）教育に関する情報について 

①教育に関する情報の入手経路 

 

 

教育に関する情報の入手経路を尋ねたところ、〈市報さが〉（55.7％）が最も高く、次いで

〈学校・幼稚園・保育所からの「おたより」〉（52.4％）、〈学校情報携帯メール〉（27.5％）の

順となっている。 

一般市民へのアンケート調査結果と比較すると、〈市報さが〉は保護者より一般市民のほう

が 9.2 ポイント高くなっており、〈学校・幼稚園・保育所からの「おたより」〉は一般市民よ

り保護者のほうが 29.9ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

市
報
さ
が

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所

か
ら
の
「

お
た
よ
り
」

学
校
情
報
携
帯
メ
ー

ル

小
・
中
学
校
の
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

佐
賀
市
教
育
委
員
会
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よ

り 佐
賀
市
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ホ
ー
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ー
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テ
レ
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・
ラ
ジ
オ

公
民
館
だ
よ
り

地
方
情
報
誌

教
育
施
設
（

図
書
館
等
）

の
掲
示
板

公
民
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

見
て
い
な
い
、

見
る
機
会

が
な
い

62.5 
55.5 

20.2 

4.6 7.2 4.6 4.1 2.4 
4.8 1.4 -

6.2 

50.8 53.3 

36.0 

9.9 
6.6 

7.3 5.1 
2.3 

4.3 
1.0 - 4.5 

55.7 
52.4 

27.5 

11.0 9.9 
6.1 3.8 

3.1 
1.6 1.1 0.2 

6.1 

0

20

40

60

80

令和元年度全体(N=584)

令和２年度全体(N=606)

令和３年度全体(N=637)

（％）
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問 11 あなたは、佐賀市の教育に関する情報をどこで見られますか 
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55.7 52.4 

27.5 

11.0 9.9 
6.1 3.8 3.1 1.6 1.1 0.2 
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保護者(N=637)

一 般(N=524)

（％）

10

10



 

 47 

【子ども】 
 

 

 

３．子どもアンケート調査結果  

（１）普段の生活について 

①今の生活について 

 

 

今の生活について尋ねたところ、『そう思う』（「そう思う」と「どちらかと言えば、そう思

う」の計）は〈家庭生活の楽しさ〉と〈学校生活の楽しさ〉と〈友達とすごす楽しさ〉の３

項目で９割以上を占め高くなっている。また〈友達とすごす楽しさ〉は、「そう思う」が８割

以上を占め、高くなっている。前回調査結果と比較すると、概ね同様の結果となっている。 

 

 

平　均
評定値

そう
思う

凡　例

平成29年度
(N=776)

1.62 93.3

平成30年度
(N=783)

1.66 94.9

令和元年度
(N=765)

1.66 92.9

令和２年度
(N=762)

1.63 94.8

令和３年度
(N=792)

1.68 93.8

平成29年度
(N=776)

1.32 88.4

平成30年度
(N=783)

1.37 89.3

令和元年度
(N=765)

1.42 88.7

令和２年度
(N=762)

1.42 89.9

令和３年度
(N=792)

1.44 90.4

平成29年度
(N=776)

1.76 95.7

平成30年度
(N=783)

1.82 96.8

令和元年度
(N=765)

1.79 94.8

令和２年度
(N=762)

1.78 95.8

令和３年度
(N=792)

1.83 95.2

平成29年度
(N=776)

1.37 79.2

平成30年度
(N=783)

1.38 79.2

令和元年度
(N=765)

1.41 80.5

令和２年度
(N=762)

1.39 78.0

令和３年度
(N=792)

1.28 76.5

※令和２年度以前は「地域での文化・スポーツ活動は楽しいですか」

①家庭生活は
　楽しいですか

②学校生活は
　楽しいですか

③友だちとすごす
　のは楽しいですか

④地域でのイベント
　や行事などの活動
　は楽しいですか※

そう思う

73.1 

74.5 

73.3 

71.0 

76.1 

55.5 

57.5 

59.9 

58.7 

59.0 

80.8 

84.5 

80.7 

81.5 

84.0 

54.6 

51.6 

53.6 

52.8 

45.8 

どちらかと

言えば、

そう思う

20.2 

20.4 

19.6 

23.8 

17.7 

32.9 

31.8 

28.8 

31.2 

31.4 

14.9 

12.3 

14.1 

14.3 

11.2 

24.6 

27.6 

26.9 

25.2 

30.7 

どちらかと

言えば、

そう思わない

4.1 

3.1 

3.3 

2.9 

2.9 

7.2 

6.9 

5.4 

6.6 

4.7 

1.9 

1.1 

1.4 

2.0 

1.3 

8.1 

6.5 

5.5 

6.4 

6.7 

そう思わない

1.2 

1.0 

0.8 

0.9 

1.1 

3.1 

2.3 

2.7 

1.6 

2.3 

0.8 

0.4 

0.5 

0.4 

0.3 
1.7 

1.7 

2.1 

2.0 

2.8 

やっていない

9.3 

11.0 

8.6 

11.7 

11.2 

不明

1.4 

1.0 

3.0 

1.4 

2.1 

1.3 

1.5 

3.3 

2.0 

2.7 

1.5 

1.7 

3.3 

1.8 

3.3 

1.7 

1.7 

3.3 

2.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■平均評定値とは■ 

「そう思う」…＋２点、「どちらかと言えばそう思う」…＋１点、「どちらかと言えばそう思わない」…－１点、「そう

思わない」…－２点 とそれぞれ得点を与え、回答数との加重平均をしたもの。＋２点に近くなるほどそう思う、逆

に－２点に近くなるほどそう思わないといえる。 

問２ あなたは今の生活をどう思っていますか 
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【子ども】 
 

 

 

小学生・中学生別にみると、『そう思う』（「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」の計）

は、〈友達とすごす楽しさ〉は同率で、それ以外の項目は中学生より小学生のほうが高くなって

いる。 

 

 

 

  
平　均
評定値

そう
思う

全　体
(N=792)

1.68 93.8

小学生
(n=395)

1.69 94.4

中学生
(n=397)

1.68 93.2

全　体
(N=792)

1.44 90.4

小学生
(n=395)

1.43 90.8

中学生
(n=397)

1.45 89.9

全　体
(N=792)

1.83 95.2

小学生
(n=395)

1.82 95.2

中学生
(n=397)

1.85 95.2

全　体
(N=792)

1.28 76.5

小学生
(n=395)

1.42 79.2

中学生
(n=397)

1.14 73.8

①家庭生活は
　楽しいですか

②学校生活は
　楽しいですか

③友だちとすごす
　のは楽しいですか

④地域でのイベント
　や行事などの活動
　は楽しいですか

そう思う

76.1 

76.7 

75.6 

どちらかと

言えば、

そう思う

17.7 

17.7 

17.6 

どちらかと

言えば、

そう思わない

2.9 

3.5 

2.3 

そう思わない

1.1 

0.5 

1.8 

やっていない 不明

2.1 

1.5 

2.8 

45.8 

51.9 

39.8 

30.7 

27.3 

34.0 

6.7 

3.8 

9.6 

2.8 

2.8 

2.8 

11.2 

11.9 

10.6 

2.8 

2.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

59.0 

59.2 

58.7 

31.4 

31.6 

31.2 

4.7 

4.8 

4.5 

2.3 

2.5 

2.0 

2.7 

1.8 

3.5 

84.0 

84.3 

83.6 

11.2 

10.9 

11.6 

1.3 

1.8 

0.8 

0.3 

0.3 

0.3 

3.3 

2.8 

3.8 
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【子ども】 
 

 

 

②普段の家での生活でしていること 

 

 

普段の家での生活で行っていることを尋ねたところ、『実施率』（「いつもしている」と「時々

している」の計）は〈毎日、朝食をとる〉（95.2％）が最も高く、次いで〈食後には歯をみがく〉

（94.4％）、〈家族によばれたら返事をする〉（93.6％）、〈近所の人にあいさつをする〉（90.8％）

となっている。また、『実施率』は〈近所の人にあいさつをする〉と〈家族によばれたら返事を

する〉と〈兄弟姉妹の面倒を見る〉以外のすべての項目で前回調査結果よりも低くなっている。 

 

 

 

  

実施率

凡　例

平成29年度
(N=776)

94.7

平成30年度
(N=783)

95.4

令和元年度
(N=765)

93.1

令和２年度
(N=762)

95.4

令和３年度
(N=792)

95.2

平成29年度
(N=776)

89.7

平成30年度
(N=783)

87.3

令和元年度
(N=765)

87.7

令和２年度
(N=762)

89.3

令和３年度
(N=792)

88.0

平成29年度
(N=776)

88.8

平成30年度
(N=783)

86.8

令和元年度
(N=765)

88.2

令和２年度
(N=762)

90.0

令和３年度
(N=792)

88.4

平成29年度
(N=776)

91.1

平成30年度
(N=783)

89.2

令和元年度
(N=765)

88.5

令和２年度
(N=762)

89.2

令和３年度
(N=792)

90.8

①毎日、朝食をとる

②すいみんを
　十分にとる

③家族に
　あいさつをする

④近所の人に
　あいさつをする

いつもしている

86.5 

85.4 

85.6 

88.1 

86.0 

57.2 

56.1 

59.5 

62.7 

57.8 

68.7 

65.1 

68.1 

68.9 

68.7 

66.0 

63.1 

63.5 

64.0 

62.5 

時々している

8.2 

10.0 

7.5 

7.3 

9.2 

32.5 

31.2 

28.2 

26.6 

30.2 

20.1 

21.7 

20.1 

21.1 

19.7 

25.1 

26.1 

25.0 

25.2 

28.3 

あまりしていない

2.4 

2.6 

2.9 

2.9 

2.4 

8.2 

11.0 

8.2 

7.9 

8.3 

6.6 

7.4 

6.0 

5.8 

7.4 

5.0 

6.8 

5.9 

6.6 

5.2 

まったく

していない

1.4 

1.3 

1.3 

0.4 

0.8 
0.4 

1.0 

1.0 

1.0 

1.6 

2.8 

4.3 

2.7 

2.8 

2.3 

2.4 

3.1 

2.4 

2.9 

2.3 

不明

1.4 

0.8 

2.7 

1.3 

1.6 

1.7 

0.8 

3.0 

1.7 

2.0 

1.8 

1.4 

3.0 

1.4 

1.9 

1.4 

1.0 

3.3 

1.3 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■実施率とは■ 

「いつもしている」＋「時々している」の割合。 

問３ あなたはふだん、家で次のようなことをしていますか 
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【子ども】 
 

 

 

 

 

  

実施率

凡　例

平成29年度
(N=776)

92.9

平成30年度
(N=783)

92.2

令和元年度
(N=765)

92.9

令和２年度
(N=762)

92.5

令和３年度
(N=792)

93.6

平成29年度
(N=776)

84.5

平成30年度
(N=783)

83.7

令和元年度
(N=765)

83.9

令和２年度
(N=762)

86.4

令和３年度
(N=792)

85.3

平成29年度
(N=776)

94.4

平成30年度
(N=783)

95.9

令和元年度
(N=765)

93.8

令和２年度
(N=762)

94.5

令和３年度
(N=792)

94.4

平成29年度
(N=776)

85.7

平成30年度
(N=783)

83.0

令和元年度
(N=765)

81.7

令和２年度
(N=762)

86.4

令和３年度
(N=792)

84.7

平成29年度
(N=776)

81.3

平成30年度
(N=783)

80.3

令和元年度
(N=765)

80.5

令和２年度
(N=762)

85.2

令和３年度
(N=792)

84.2

平成29年度
(n=652)

60.0

平成30年度
(n=621)

62.4

令和元年度
(n=539)

71.7

令和２年度
(n=558)

70.9

令和３年度
(n=570)

73.7

⑩兄弟姉妹の面倒を
　見る

⑤家族によばれたら
　返事をする

⑥自分の身の回りを
　片付ける

⑦食後には歯をみがく

⑧家庭学習をする

⑨家での自分の仕事
（役割）をする

いつもしている

68.9 

68.3 

70.5 

71.8 

74.0 

44.7 

40.7 

47.2 

47.8 

40.9 

79.1 

76.5 

75.6 

79.4 

76.6 

55.9 

53.1 

54.1 

62.9 

56.3 

45.6 

43.8 

49.0 

50.9 

49.4 

37.1 

38.2 

46.8 

45.3 

48.6 

時々している

24.0 

23.9 

22.4 

20.7 

19.6 

39.8 

43.0 

36.7 

38.6 

44.4 

15.3 

19.4 

18.2 

15.1 

17.8 

29.8 

29.9 

27.6 

23.5 

28.4 

35.7 

36.5 

31.5 

34.3 

34.8 

22.9 

24.2 

24.9 

25.6 

25.1 

あまりしていない

4.9 

5.6 

3.5 

5.1 

3.9 

11.7 

12.8 

11.1 

10.1 

11.9 

3.4 

2.3 

2.2 

2.6 

3.0 

11.0 

11.5 

11.8 

9.3 

10.1 

12.6 

13.5 

10.6 

10.1 

9.2 

13.7 

12.6 

10.8 

11.1 

11.8 

まったく

していない

0.6 

1.3 

0.7 

0.8 

1.0 

2.1 

2.0 

1.8 

1.8 

1.3 

0.6 

1.0 

1.0 

1.2 

0.6 

1.8 

3.8 

3.5 

2.2 

3.2 

4.3 

5.1 

5.9 

3.0 

4.7 

26.4 

25.1 

17.6 

17.9 

14.6 

不明

1.5 

0.9 

3.0 

1.6 

1.5 

1.7 

1.4 

3.1 

1.7 

1.5 

1.5 

0.8 

3.0 

1.7 

1.9 

1.5 

1.7 

3.0 

2.1 

2.0 

1.8 

1.0 

3.0 

1.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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小学生・中学生別にみると、中学生より小学生のほうが『実施率』が高くなっているのは〈家

での自分の仕事（役割）をする〉、〈兄弟姉妹の面倒を見る〉などとなっており、小学生より中

学生のほうが高くなっているのは〈自分の身の回りを片付ける〉、〈家族によばれたら返事をす

る〉などとなっている。また、「いつもしている」についてみると、〈家庭学習をする〉は中学

生より小学生のほうが 11.4 ポイント高くなっており、〈自分の身の回りを片付ける〉は小学生

より中学生のほうが 14.0ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

実施率

全　体
(N=792)

95.2

小学生
(n=395)

95.9

中学生
(n=397)

94.5

全　体
(N=792)

88.0

小学生
(n=395)

88.1

中学生
(n=397)

87.9

全　体
(N=792)

88.4

小学生
(n=395)

88.8

中学生
(n=397)

88.0

全　体
(N=792)

90.8

小学生
(n=395)

91.4

中学生
(n=397)

90.2

①毎日、朝食をとる

②すいみんを
　十分にとる

③家族に
　あいさつをする

④近所の人に
　あいさつをする

いつもしている

86.0 

88.6 

83.4 

時々している

9.2 

7.3 

11.1 

あまりしていない

2.4 

2.5 

2.3 

まったく

していない

0.8 

0.3 
1.3 

不明

1.6 

1.3 

2.0 

57.8 

59.2 

56.4 

30.2 

28.9 

31.5 

8.3 

7.6 

9.1 

1.6 

2.5 

0.8 

2.0 

1.8 

2.3 

68.7 

69.6 

67.8 

19.7 

19.2 

20.2 

7.4 

6.6 

8.3 

2.3 

2.8 

1.8 

1.9 

1.8 

2.0 

62.5 

61.8 

63.2 

28.3 

29.6 

27.0 

5.2 

5.3 

5.0 

2.3 

2.0 

2.5 

1.8 

1.3 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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実施率

全　体
(N=792)

93.6

小学生
(n=395)

92.1

中学生
(n=397)

94.9

全　体
(N=792)

85.3

小学生
(n=395)

82.3

中学生
(n=397)

88.5

全　体
(N=792)

94.4

小学生
(n=395)

93.9

中学生
(n=397)

95.0

全　体
(N=792)

84.7

小学生
(n=395)

85.5

中学生
(n=397)

83.8

全　体
(N=792)

84.2

小学生
(n=395)

86.4

中学生
(n=397)

82.1

全　体
(n=570)

73.7

小学生
(n=290)

75.9

中学生
(n=280)

71.4

⑨家での自分の仕事
　（役割）をする

⑩兄弟姉妹の面倒を
　見る

⑤家族によばれたら
　返事をする

⑥自分の身の回り
　を片付ける

⑦食後に歯をみがく

⑧家庭学習をする

いつもしている

74.0 

70.6 

77.3 

時々している

19.6 

21.5 

17.6 

あまりしていない

3.9 

5.8 

2.0 

まったく

していない

1.0 

1.0 

1.0 

不明

1.5 

1.0 

2.0 

40.9 

33.9 

47.9 

44.4 

48.4 

40.6 

11.9 

14.9 

8.8 

1.3 

1.8 

0.8 

1.5 

1.0 

2.0 

76.6 

74.7 

78.6 

17.8 

19.2 

16.4 

3.0 

3.3 

2.8 

0.6 

1.0 

0.3 

1.9 

1.8 

2.0 

56.3 

62.0 

50.6 

28.4 

23.5 

33.2 

10.1 

8.9 

11.3 

3.2 

3.5 

2.8 

2.0 

2.0 

2.0 

49.4 

49.4 

49.4 

34.8 

37.0 

32.7 

9.2 

9.1 

9.3 

4.7 

3.0 

6.3 

1.9 

1.5 

2.3 

48.6 

53.1 

43.9 

25.1 

22.8 

27.5 

11.8 

7.9 

15.7 

14.6 

16.2 

12.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■読書率とは■ 

「30 分まで」＋「１時間まで」＋「１時間以上」の割合。 

 

 

 

③１日の読書時間 

 

 

１日の読書時間を尋ねたところ、『読書率』（「30 分まで」、「１時間まで」、「１時間以上」の

計）は 62.7％となっており、前回調査結果と比較すると 3.8 ポイント増加し、過去５年間で最

も高くなっている。 

全体では「30 分まで」（39.8％）が最も高くなっており、次いで「ほとんど読んでいない」

（31.9％）、「１時間以上」（12.8％）の順となっている。 

また、小学生・中学生別にみると、『読書率』は中学生（56.2％）より小学生（69.1％）のほ

うが 12.9ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

読書率

凡　例

58.6

58.9

59.9

58.9

62.7

小学生(n=395) 69.1

中学生(n=397) 56.2

平 成 30 年 度 全 体
(N=783)

平 成 29 年 度 全 体
(N=776)

　
小
学
生
・

　
中
学
生
別

令 和 元 年 度 全 体
(N=765)

令 和 ３ 年 度 全 体
(N=792)

令 和 ２ 年 度 全 体
(N=762)

１時間以上

11.0 

10.5 

12.8 

11.8 

12.8 

14.9 

10.6 

１時間まで

11.9 

10.3 

10.6 

10.5 

10.1 

9.4 

10.8 

30分まで

35.7 

38.1 

36.5 

36.6 

39.8 

44.8 

34.8 

ほとんど

読んでいない

36.5 

36.4 

31.6 

36.0 

31.9 

26.8 

37.0 

不明

5.0 

4.7 

8.5 

5.1 

5.4 

4.1 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問４ ふだん、１日の読書時間はどのくらいですか 
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④インターネットの利用時間 

 

 

１日のインターネットの利用時間を尋ねたところ、全体では「２時間まで」が 20.2％で最も

高くなっている。前回調査結果と比較すると「５時間以上」は 1.0ポイント減少しているが、「２

時間まで」より利用時間が長い割合（63.7％）は 3.4 ポイント増加し、過去５年間で最も高く

なっている。 

小学生・中学生別にみると、「ほとんどしない」は、中学生（10.8％）より小学生（19.2％）

のほうが 8.4ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

凡　例

小学生(n=395)

中学生(n=397)

平 成 30 年 度 全 体
(N=783)

　
小
学
生
・

　
中
学
生
別

令 和 ３ 年 度 全 体
(N=792)

令 和 元 年 度 全 体
(N=765)

平 成 29 年 度 全 体
(N=776)

令 和 ２ 年 度 全 体
(N=762)

５時間

以上

5.5 

6.0 

7.5 

12.5 

11.5 

10.6 

12.3 

５時間

まで

1.7 

2.6 

2.6 

3.8 

4.2 

3.8 

4.5 

４時間

まで

3.7 

5.5 

5.9 

7.3 

9.1 

5.3 

12.8 

３時間

まで

9.0 

14.7 

14.9 

16.4 

18.7 

14.7 

22.7 

２時間

まで

16.6 

17.2 

16.7 

20.3 

20.2 

19.7 

20.7 

１時間

まで

23.8 

26.8 

22.4 

20.9 

19.7 

25.3 

14.1 

ほとんど

しない

37.4 

26.1 

27.5 

17.2 

15.0 

19.2 

10.8 

不明

2.2 

1.1 

2.6 

1.6 

1.6 

1.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問５ ふだん、1 日のインターネット利用時間はどのくらいですか 
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⑤インターネットを利用するとき、誰の機器を使っているか 

 

 

 

インターネットを利用するとき、誰の機器を使っているかについて尋ねたところ、「自分専用」

（55.1％）が半数以上を占めている。なお、「インターネットを利用していない」は 4.7％とな

っており、前回調査結果と比較して 1.5ポイント減少している。 

小学生・中学生別にみると、「自分専用」は小学生より中学生のほうが 23.5 ポイント高くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡　例

小学生(n=395)

中学生(n=397)

　
小
学
生
・

　
中
学
生
別

令 和 ３ 年 度 全 体
(N=792)

令 和 ２ 年 度 全 体
(N=762)

自分専用

54.6 

55.1 

43.3 

66.8 

家族

37.1 

37.4 

48.4 

26.4 

友だち

0.3 

インターネットを

利用していない

6.2 

4.7 

6.3 

3.0 

不明

1.8 

2.9 

2.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問 6 あなたがインターネットを利用するとき、誰の機器（スマートフォン、タブレット、

パソコン、ゲーム機）を使っていますか 
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⑥自己評価 

 

 

自分自身について尋ねたところ、『好きである』（「すごく好きである」と「まあまあ好きであ

る」の計）は 62.6％となっている。前回調査結果よりも 1.7 ポイント高くなっており、過去５

年間で最も高くなっている。 

小学生・中学生別に『好きである』をみると、中学生（57.7％）より小学生（67.6％）のほ

うが 9.9ポイント高くなっている。また、平均評定値も中学生より小学生のほうが 0.31高くな

っている。 

  

 

 

 

 

  

平均
評定値

好きで
ある

凡　例

0.26 58.4

0.31 60.3

0.35 62.1

0.31 60.9

0.36 62.6

小学生(n=395) 0.52 67.6

中学生(n=397) 0.21 57.7

平 成 30 年 度 全 体
(N=783)

平 成 29 年 度 全 体
(N=776)

　
小
学
生
・

　
中
学
生
別

令 和 元 年 度 全 体
(N=765)

令 和 ３ 年 度 全 体
(N=792)

令 和 ２ 年 度 全 体
(N=762)

すごく好きである

15.1 

17.6 

15.3 

15.0 

15.9 

21.5 

10.3 

まあまあ

好きである

43.3 

42.7 

46.8 

45.9 

46.7 

46.1 

47.4 

あまり

好きでない

30.7 

28.2 

27.5 

29.3 

28.8 

24.8 

32.7 

きらいである

8.6 

9.6 

7.8 

7.9 

6.9 

6.6 

7.3 

不明

2.3 

1.9 

2.6 

2.0 

1.6 

1.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■平均評定値とは■ 

「すごく好きである」…＋２点、「まあまあ好きである」…＋１点、「あまり好きでない」…－１点、「きらいである」

…－２点 とそれぞれ得点を与え、回答数との加重平均をしたもの。＋２点に近くなるほど好き、逆に－２点に近く

なるほどきらいといえる。 

問 7 あなたは自分自身のことを、どう思っていますか 
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居住地別にみると、『好きである』（「すごく好きである」と「まあまあ好きである」の計）は、

小学生では旧佐賀市（71.5％）、旧東与賀町（71.8％）で７割を超えている一方、中学生で７割

を超えている居住地はない。平均評定値をみると、小学生、中学生ともに旧川副町がマイナス

評価となっている。 

 

 

 

  

平均
評定値

好きで
ある

凡　例

0.36 62.6

旧佐賀市(n=193) 0.64 71.5

旧諸富町(n=23) 0.35 60.9

旧大和町(n=54) 0.43 68.6

旧富士町・旧三瀬村(n=32) 0.34 62.5

旧川副町(n=29) -0.14 44.8

旧東与賀町(n=39) 0.69 71.8

旧久保田町(n=25) 0.64 68.0

旧佐賀市(n=206) 0.29 60.2

旧諸富町(n=32) 0.16 53.1

旧大和町(n=35) 0.18 54.3

旧富士町・旧三瀬村(n=28) 0.07 53.5

旧川副町(n=32) -0.13 46.9

旧東与賀町(n=33) 0.18 57.6

旧久保田町(n=31) 0.26 64.5

中
学
生

居
住
地
別

 全　体(N=792)

小
学
生

すごく好きである

15.9 

24.9 

17.4 

9.3 

21.9 

6.9 

28.2 

32.0 

13.1 

15.6 

5.7 

7.1 

3.1 

9.1 

3.2 

まあまあ

好きである

46.7 

46.6 

43.5 

59.3 

40.6 

37.9 

43.6 

36.0 

47.1 

37.5 

48.6 

46.4 

43.8 

48.5 

61.3 

あまり

好きでない

28.8 

20.2 

34.8 

24.1 

25.0 

44.8 

25.6 

28.0 

30.1 

40.6 

37.1 

39.3 

31.3 

36.4 

29.0 

きらいである

6.9 

6.7 

4.3 

5.6 

12.5 

10.3 

2.6 

4.0 

7.3 

6.3 

2.9 

7.1 

15.6 

6.1 

6.5 

不明

1.6 

1.6 

1.9 

2.4 

5.7 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■平均評定値とは■ 

「すごく好きである」…＋２点、「まあまあ好きである」…＋１点、「あまり好きでない」…－１点、「きらいである」

…－２点 とそれぞれ得点を与え、回答数との加重平均をしたもの。＋２点に近くなるほど好き、逆に－２点に近く

なるほどきらいといえる。 

 

 

（２）佐賀市について 

①佐賀市の評価 

 

 

佐賀市が好きかどうかについて尋ねたところ、『好きである』（「すごく好きである」と「まあ

まあ好きである」の計）は 90.2％となっている。なお、「すごく好きである」は 54.5％で、前

回調査結果と比較すると 5.8ポイント増加している。 

小学生・中学生別にみると、『好きである』は中学生（89.4％）より小学生（91.2％）のほう

が 1.8ポイント高くなっている。また、「すごく好きである」をみると、小学生が 64.6％である

のに対して中学生は 44.6％となり、中学生より小学生のほうが 20.0ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平均
評定値

好きで
ある

凡　例

1.28 88.2

1.25 87.8

1.36 89.6

1.30 90.3

1.38 90.2

小学生(n=395) 1.49 91.2

中学生(n=397) 1.27 89.4

平 成 30 年 度 全 体
(N=783)

平 成 29 年 度 全 体
(N=776)

　
小
学
生
・

　
中
学
生
別

令 和 元 年 度 全 体
(N=765)

令 和 ３ 年 度 全 体
(N=792)

令 和 ２ 年 度 全 体
(N=762)

すごく好きである

50.1 

49.4 

53.5 

48.7 

54.5 

64.6 

44.6 

まあまあ

好きである

38.1 

38.4 

36.1 

41.6 

35.7 

26.6 

44.8 

あまり

好きでない

7.9 

8.8 

6.7 

6.0 

6.9 

6.6 

7.3 

きらいである

2.3 

2.3 

1.7 

2.4 

1.1 

1.0 

1.3 

不明

1.5 

1.0 

2.1 

1.3 

1.6 

1.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問 8 あなたは佐賀市が好きですか 
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居住地別にみると、小学生では『好きである』（「すごく好きである」と「まあまあ好きであ

る」の計）が旧川副町と旧東与賀町を除く居住地で９割を超えている一方、中学生では旧東与

賀町と旧久保田町で９割を超えている。平均評定値をみると、小学生は旧久保田町（1.76）が、

中学生は旧東与賀町（1.58）が最も高くなっている。 

 

 

 

  

平均
評定値

好きで
ある

凡　例

1.38 90.2

旧佐賀市(n=193) 1.46 90.2

旧諸富町(n=23) 1.52 95.7

旧大和町(n=54) 1.57 94.4

旧富士町・旧三瀬村(n=32) 1.69 96.9

旧川副町(n=29) 1.07 79.3

旧東与賀町(n=39) 1.49 89.8

旧久保田町(n=25) 1.76 96.0

旧佐賀市(n=206) 1.30 89.8

旧諸富町(n=32) 0.97 84.4

旧大和町(n=35) 1.09 85.7

旧富士町・旧三瀬村(n=28) 1.00 85.7

旧川副町(n=32) 1.29 87.5

旧東与賀町(n=33) 1.58 96.9

旧久保田町(n=31) 1.42 93.5

中
学
生

居
住
地
別

 全　体(N=792)

小
学
生

すごく好きである

54.5 

60.1 

60.9 

68.5 

75.0 

48.3 

74.4 

84.0 

45.6 

31.3 

28.6 

32.1 

50.0 

63.6 

54.8 

まあまあ

好きである

35.7 

30.1 

34.8 

25.9 

21.9 

31.0 

15.4 

12.0 

44.2 

53.1 

57.1 

53.6 

37.5 

33.3 

38.7 

あまり

好きでない

6.9 

6.2 

4.3 

5.6 

3.1 

20.7 

5.1 

4.0 

7.3 

12.5 

5.7 

10.7 

6.3 

3.0 

6.5 

きらいである

1.1 

1.0 

5.1 

0.5 

3.1 

2.9 

3.6 

3.1 

不明

1.6 

2.6 

2.4 

5.7 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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②評価の主な内容 

 

 

 

■佐賀市が好き※と答えた理由■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※好き…「すごく好きである」又は「まあまあ好きである」 

※主な意見を抜粋。 

 

  

主な内容 小学生 中学生 合計

明るいから 5 1 6

景色がきれいだから 2 3 5

楽しいところがあるから 1 4 5

安心して暮らせるから 1 4 5

居心地がいいから 2 3 5

不便なことはないから 4 4

仲が良い 1 2 3

慣れているから 2 1 3

学校が楽しい 2 1 3

建物が少ないから 2 1 3

助け合えるから 3 3

道がわかりやすいから 1 2 3

畑などが多いから 3 3

魅力があるから 1 2 3

賑やかだから 2 2

親戚がいる 2 2

家族がいるから 1 1 2

いろんなものがあるから 1 1 2

ゴミなどが落ちていないから 2 2

まったりしているから 1 1 2

みんな笑顔だから 2 2

ルールをみんなが守るから 2 2

悪い人がそんなにいないから 2 2

家があるから 2 2

気候がちょうどいいから 1 1 2

気持ちがいいから 1 1 2

好きな場所があるから 2 2

自由に過ごせるから 1 1 2

大きい建物があまりないから 1 1 2

地域活動が楽しい・おもしろいから 2 2

釣りに行けるから 1 1 2

特に不満なく過ごしているから 1 1 2

買い物が混まないから 2 2

主な内容 小学生 中学生 合計

自然が豊か 66 86 152

人が温かい（優しい） 42 39 81

食べ物がおいしい 32 19 51

いろんな施設・店があるから 29 18 47

住みやすいから 18 23 41

楽しいから 21 16 37

いろんな行事があるから 22 11 33

静かだから 14 12 26

友人・知人がいる 17 8 25

生まれ育った町だから 13 11 24

平和だから 13 9 22

特産品・名物がある 13 7 20

田舎だから 4 13 17

空気がきれいだから 5 12 17

落ち着くから 3 14 17

過ごしやすいから 4 12 16

安全だから 6 9 15

いい所だから 3 12 15

挨拶をしてくれる 10 5 15

自分が住んでいる町だから 10 4 14

災害が少ない 1 9 10

犯罪・事件が少ないから 3 7 10

歴史や文化が多い 5 4 9

人があまりいない 5 4 9

遊ぶ場所がたくさんある 2 7 9

公園がたくさんあるから 8 1 9

田舎感と都市感がちょうどいいから 3 5 8

田んぼが多いから 3 4 7

豊かだから 5 2 7

きれいな市だから 3 4 7

のどかだから 1 6 7

人が多い 5 1 6

コロナが少ないから 5 1 6

問 9 問 8 のように答えたのは、どうしてですか 自由に書いてください 
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【子ども】 
 

 

 

 

■佐賀市が好きでない※と答えた理由■ 

 
 

※好きでない…「あまり好きでない」又は「きらいである」 

※主な意見を抜粋。 

  

主な内容 小学生 中学生 合計

田舎だから 5 9 14

何もないから 1 5 6

店がない 2 4 6

遊ぶ所がないから 3 3

事故が多いから 2 1 3

楽しくないから 1 1 2

楽しい場所がない 2 2

田んぼが多いから 1 1 2

人口が少ないから 2 2

ゲームセンターに行けないから 1 1 2

声掛けが多い 2 2

都会ではないから 2 2
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【子ども】 

■平均評定値とは■ 

「住みたい」…＋２点、「できれば住みたい」…＋１点、「あまり住みたくない」…－１点、「住みたくない」…－２点 

とそれぞれ得点を与え、回答数との加重平均をしたもの。＋２点に近くなるほど住みたい、逆に－２点に近くなるほ

ど住みたくないといえる。 

 

 

 

③佐賀市での永住意向 

 

 

佐賀市への永住意向について尋ねたところ、『住みたい』（「住みたい」と「できれば住みたい」

の計）は 74.8％で、前回調査結果と比較すると 1.4ポイント増加している。 

小学生・中学生別でみると、『住みたい』は小学生が 78.5％、中学生が 71.0％となり、中学

生より小学生のほうが 7.5 ポイント高くなっている。平均評定値は中学生（0.60）より小学生

（0.81）のほうが 0.21高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平均
評定値

住み
たい

凡　例

0.66 74.4

0.69 74.0

0.69 74.9

0.67 73.4

0.70 74.8

小学生(n=395) 0.81 78.5

中学生(n=397) 0.60 71.0

平 成 30 年 度 全 体
(N=783)

平 成 29 年 度 全 体
(N=776)

　
小
学
生
・

　
中
学
生
別

令 和 元 年 度 全 体
(N=765)

令 和 ３ 年 度 全 体
(N=792)

令 和 ２ 年 度 全 体
(N=762)

住みたい

22.7 

25.0 

24.8 

22.6 

24.0 

27.1 

20.9 

できれば

住みたい

51.7 

49.0 

50.1 

50.8 

50.8 

51.4 

50.1 

あまり

住みたくない

17.1 

17.0 

17.4 

19.4 

17.4 

14.2 

20.7 

住みたくない

7.2 

7.3 

6.8 

5.4 

6.1 

5.8 

6.3 

不明

1.3 

1.7 

0.9 

1.8 

1.8 

1.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問 10 あなたは将来、佐賀市に住みたいと思いますか 
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【子ども】 
 

 

 

居住地別にみると、『住みたい』（「住みたい」と「できれば住みたい」の計）は小学生は旧諸

富町（86.9％）が、中学生は旧東与賀町（81.8％）がそれぞれ最も高くなっている。平均評定

値をみると、小学生は旧諸富町と旧久保田町（0.96）が最も高く、最も低い旧川副町（0.28）

とは 0.68の差がある。中学生は旧東与賀町（0.94）が最も高く、最も低い旧富士町・旧三瀬村

（0.07）とは 0.87の差がある。 

 

 

 

  

平均
評定値

住み
たい

凡　例

0.70 74.8

旧佐賀市(n=193) 0.86 80.3

旧諸富町(n=23) 0.96 86.9

旧大和町(n=54) 0.69 70.4

旧富士町・旧三瀬村(n=32) 0.94 84.4

旧川副町(n=29) 0.28 62.1

旧東与賀町(n=39) 0.85 79.5

旧久保田町(n=25) 0.96 84.0

旧佐賀市(n=206) 0.68 72.8

旧諸富町(n=32) 0.10 53.2

旧大和町(n=35) 0.73 74.2

旧富士町・旧三瀬村(n=28) 0.07 53.6

旧川副町(n=32) 0.59 78.1

旧東与賀町(n=33) 0.94 81.8

旧久保田町(n=31) 0.52 71.0

中
学
生

居
住
地
別

 全　体(N=792)

小
学
生

住みたい

24.0 

27.5 

21.7 

24.1 

34.4 

13.8 

33.3 

32.0 

25.2 

9.4 

17.1 

14.3 

12.5 

30.3 

12.9 

できれば

住みたい

50.8 

52.8 

65.2 

46.3 

50.0 

48.3 

46.2 

52.0 

47.6 

43.8 

57.1 

39.3 

65.6 

51.5 

58.1 

あまり

住みたくない

17.4 

13.0 

13.0 

18.5 

6.3 

27.6 

12.8 

12.0 

19.4 

28.1 

17.1 

32.1 

12.5 

18.2 

25.8 

住みたくない

6.1 

5.2 

5.6 

9.4 

10.3 

7.7 

4.0 

5.8 

12.5 

2.9 

14.3 

9.4 

3.2 

不明

1.8 

1.6 

5.6 

1.9 

6.3 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【子ども】 
 

 

 

（３）学校生活について 

①学校生活での悩みの有無 

 

 

学校生活で悩みや困ったことを尋ねたところ、『ある』（「いつもある」、「時々ある」、「たまに

ある」の計）と回答した人は 49.0％で、前回調査結果と比較すると 5.8ポイント減少している。 

小学生・中学生別にみると、『ある』は小学生（44.8％）より中学生（53.1％）の方が 8.3ポ

イント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある

凡　例

49.4

52.7

48.8

54.8

49.0

小学生(n=395) 44.8

中学生(n=397) 53.1

平 成 30 年 度 全 体
(N=783)

平 成 29 年 度 全 体
(N=776)

　
小
学
生
・

　
中
学
生
別

令 和 元 年 度 全 体
(N=765)

令 和 ３ 年 度 全 体
(N=792)

令 和 ２ 年 度 全 体
(N=762)

いつもある

5.7 

5.6 

4.1 

3.1 

4.0 

3.5 

4.5 

時々ある

20.6 

22.6 

21.8 

22.6 

23.5 

20.5 

26.4 

たまにある

23.1 

24.5 

22.9 

29.1 

21.5 

20.8 

22.2 

ない

49.5 

45.8 

50.3 

44.1 

50.1 

53.9 

46.3 

不明

1.2 

1.4 

0.9 

1.0 

0.9 

1.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問 11 あなたは、学校生活で悩みや困ったことはありますか 
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【子ども】 
 

 

 

②悩みの内容 

 

 

学校生活での悩みや困ったことを尋ねたところ、「成績がなかなか上がらない」が 35.8％で

最も高く、次いで「将来進みたい方向が分からない」（27.8％）、「友だちとうまくいかない」

（21.9％）の順となっている。 

 

 

 

  

先輩や後輩とうまくいかない

その他

将来進みたい方向が分からない

友だちとうまくいかない

成績がなかなか上がらない

友だちにいじめられる

授業がよく分からない

運動が苦手である

先生と合わない

34.2 

24.8 

22.7 

24.5 

18.5 

7.6 

4.4 

6.8 

11.7 

37.0 

25.2 

21.3 

23.5 

18.4 

5.8 

7.5 

7.5 

11.9 

39.9 

25.5 

18.5 

24.7 

19.0 

5.1 

5.4 

7.0 

7.2 

38.3 

29.7 

21.3 

24.6 

24.4 

4.3 

5.3 

5.0 

6.7 

35.8 

27.8 

21.9 

21.4 

20.6 

6.4 

5.9 

5.7 

13.1 

0 10 20 30 40 50

平成29年度全体(n=383)

平成30年度全体(n=413)

令和元年度全体(n=373)

令和２年度全体(n=418)

令和３年度全体(n=388)

（％）

10

問 12 あなたの学校生活での悩みや困ったことはなんですか 
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【子ども】 
 

 

 

小学生・中学生別にみると、小学生は「成績がなかなか上がらない」（28.2％）が最も高く、

次いで「友だちとうまくいかない」（24.9％）、「将来進みたい方向が分からない」（23.2％）の

順となっている。中学生は「成績がなかなか上がらない」（42.2％）が最も高く、次いで「将来

進みたい方向が分からない」（31.8％）、「授業がよく分からない」（21.8％）の順となっている。

「成績がなかなか上がらない」は小学生（28.2％）より中学生（42.2％）のほうが 14.0ポイン

ト高くなっており、「友だちとうまくいかない」は小学生（24.9％）のほうが中学生（19.4％）

より 5.5ポイント高くなっている。 

 

 

 

■その他の意見（主なものを抜粋）■ 

 

 

  

成績がなかなか上がらない

友だちにいじめられる

授業がよく分からない

先輩や後輩とうまくいかない

その他

運動が苦手である

先生と合わない

将来進みたい方向が分からない

友だちとうまくいかない

35.8 

27.8 

21.9 

21.4 

20.6 

6.4 

5.9 

5.7 

13.1 

28.2 

23.2 

24.9 

20.9 

20.9 

6.8 

11.3 

5.1 

14.7 

42.2 

31.8 

19.4 

21.8 

20.4 

6.2 

1.4 

6.2 

11.8 

0 10 20 30 40 50

全 体(n=388)

小学生(n=177)

中学生(n=211)
（％）

10

主な内容 小学生 中学生 合計

友人関係 7 5 12

部活動について 6 6

学校に行けない・行きたくない 1 3 4

勉強について 2 1 3

クラス内の問題 2 2

授業について 2 2
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【子ども】 
 

 

 

③相談相手 

 

 

悩みの相談相手は「親」（60.3％）が最も高くなっており、次いで「学校の友だち」（54.1％）

「兄弟姉妹」（13.9％）、「先生」（9.3％）の順となっている。 

 

 

 

  

その他

おじいさん・おばあさん

スクールカウンセラー、
スクールアドバイザーなど

学校の友だち

親

相談する人がいない

兄弟姉妹

先生

電話相談

55.1 

56.9 

10.4 

11.0 

3.9 

1.0 

0.5 

7.8 

2.9 

56.7

52.8

10.4

11.4

6.8

1.0

0.7

5.8

4.4

58.7 

48.8 

8.0 

10.2 

6.4 

1.9 

0.3 

11.3 

3.2 

56.2 

49.8 

11.7 

11.0 

7.9 

1.4 

-

5.5 

1.4 

60.3 

54.1 

13.9 

9.3 

7.5 

2.1 

0.3 

7.0 

2.8 

0 10 20 30 40 50 60 70

平成29年度全体(n=383)

平成30年度全体(n=413)

令和元年度全体(n=373)

令和２年度全体(n=418)

令和３年度全体(n=388)

（％）

10

問 13 あなたが悩みや困ったことをよく相談する相手はだれですか 
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【子ども】 
 

 

 

小学生・中学生別にみると、小学生は「親」（59.3％）が最も高くなっており、次いで「学校

の友だち」（41.2％）、兄弟姉妹（18.6％）の順となっている。一方、中学生は「学校の友だち」

（64.9％）が最も高くなっており、次いで「親」（61.1％）、兄弟姉妹（10.0％）の順となって

いる。「学校の友だち」は小学生（41.2％）より中学生（64.9％）のほうが 23.7 ポイント高く

なっており、「先生」は中学生（5.2％）より小学生（14.1％）のほうが 8.9 ポイント高くなっ

ている。 

 

 

 

■その他の意見（主なものを抜粋）■ 

 

 

  

相談する人がいない

その他

先生

学校の友だち

親

電話相談

兄弟姉妹

おじいさん・おばあさん

スクールカウンセラー、
スクールアドバイザーなど

60.3 

54.1 

13.9 

9.3 

7.5 

2.1 

0.3 

7.0 

2.8 

59.3 

41.2 

18.6 

14.1 

10.2 

2.8 

0.6 

8.5 

1.1 

61.1 

64.9 

10.0 

5.2 

5.2 

1.4 

-

5.7 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

全 体(n=388)

小学生(n=177)

中学生(n=211)

（％）

10

主な内容 小学生 中学生 合計

学校以外の友達 1 3 4
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【子ども】 
 

 

 

④中学校進学時に不安なこと 

 

 

中学校進学時に不安や心配なことを尋ねたところ、「勉強がむずかしくなる」（64.0％）が最

も高く、次いで「宿題が多くなる」（37.1％）、「新しい友だちができるか」（35.5％）の順とな

っている。前回調査結果と比較すると、「新しい友だちができるか」は 7.8 ポイント、「勉強が

むずかしくなる」は 5.1ポイントそれぞれ増加している。 

 

 

  

勉強がむずかしくなる

不安や心配していることは
ない（なかった）

上級生と仲よくできるか

文化祭や体育祭の行事が大変に
なる

宿題が多くなる

新しい友だちができるか

校則がきびしくなる

その他

教科によって先生がかわる

通学が大変になる

部活動が大変になる

先生がきびしくなりそう

56.7 

32.5 

27.1 

22.0 

25.1 

20.4 

19.3 

7.2 

4.3 

6.2 

6.3 

2.1 

58.4 

34.9 

28.2 

24.0 

24.9 

24.1 

21.3 

7.3 

6.0 

5.7 

4.1 

1.7 

60.0 

41.6 

28.4 

20.3 

25.9 

24.1 

17.6 

7.1 

5.6 

5.9 

6.8 

2.1 

58.9 

34.5 

27.7 

22.8 

25.5 

21.9 

16.3 

6.3 

5.1 

6.3 

7.5 

1.4 

64.0 

37.1 

35.5 

26.0 

25.8 

23.7 

19.6 

7.6 

6.2 

4.5 

5.8 

1.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成29年度全体(N=776)

平成30年度全体(N=783)

令和元年度全体(N=765)

令和２年度全体(N=762)

令和３年度全体(N=792)

（％）

10

問 14 中学生になる時（なった時）に不安や心配なことはありますか（ありましたか） 
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【子ども】 
 

 

 

小学生・中学生別にみると、ともに「勉強がむずかしくなる」（小学生 61.3％、中学生 66.8％）

が最も高くなっており、次いで、小学生は「宿題が多くなる」（38.5％）、中学生は「新しい友

だちができるか」（36.0％）となっている。小学生より中学生のほうが高くなっている項目は「勉

強がむずかしくなる」（4.8 ポイント）、「校則がきびしくなる」（11.0 ポイント）、「部活動が大

変になる」（6.9 ポイント）などであり、中学生より小学生のほうが高くなっている項目は「宿

題が多くなる」（2.7 ポイント）、「先生がきびしくなりそう」（17.8 ポイント）、「上級生と仲よ

くできるか」（7.9ポイント）などの項目となっている。 

 

 

 

■その他の意見（主なものを抜粋）■ 

 

 

  

不安や心配していることは
ない（なかった）

その他

部活動が大変になる

先生がきびしくなりそう

上級生と仲よくできるか

宿題が多くなる

新しい友だちができるか

勉強がむずかしくなる

文化祭や体育祭の行事が大変に
なる

校則がきびしくなる

教科によって先生がかわる

通学が大変になる

64.0 

37.1 

35.5 

26.0 

25.8 

23.7 

19.6 

7.6 

6.2 

4.5 

5.8 

1.9 

61.3 

38.5 

34.9 

20.5 

22.3 

32.7 

23.5 

7.8 

5.6 

5.1 

6.6 

2.0 

66.8 

35.8 

36.0 

31.5 

29.2 

14.9 

15.6 

7.3 

6.8 

4.0 

5.0 

1.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

全 体(N=792)

小学生(n=395)

中学生(n=397)

（％）

10

主な内容 小学生 中学生 合計

いじめられないか 4 1 5

将来のこと 2 2

部活について 1 1 2
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【子ども】 
 

 

 

子ども・保護者別にみると、ともに「勉強がむずかしくなる（勉強や成績のこと）」（子ども

64.0％、保護者 69.9％）が最も高くなっている。次いで、子どもは「宿題が多くなる（家庭学

習のこと）」（37.1％）、「新しい友だちができるか（友人のこと）」（35.5％）の順となっており、

保護者は「新しい友だちができるか（友人のこと）」（50.4％）、「部活動が大変になる（部活動

のこと）」（35.3％）の順となっている。子どもは「宿題が多くなる（家庭学習のこと）」の項目

で保護者を大きく上回っている一方、「新しい友だちができるか（友人のこと）」の項目は保護

者のほうが子どもを大きく上回っている。 

 

 

 

  

その他

教科によって先生がかわる
（教科によって先生がちがうこと）

通学が大変になる
（通学距離や方法のこと）

部活動が大変になる
（部活動のこと）

先生がきびしくなりそう
（先生との関係）

経済的な負担が増えること

校則がきびしくなる
（制服や校則のこと）

勉強がむずかしくなる
（勉強や成績のこと）

不安や心配していることは
ない（なかった）

上級生と仲よくできるか
（上級生との関係）

文化祭や体育祭の行事が大変になる
（文化祭や体育祭などの行事のこと）

宿題が多くなる
（家庭学習のこと）

新しい友だちができるか
（友人のこと）

64.0 

37.1 

35.5 

26.0 

25.8 

23.7 

19.6 

7.6 

6.2 

4.5 

5.8 

1.9 

69.9 

21.4 

50.4 

8.8 

35.3 

18.2 

14.1 

4.6 

7.4 

0.3 

7.5 

5.7 

2.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子ども(N=792)

保護者(N=637)
（％）

10
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【子ども】 
 

 

 

⑤学校の中で重要なこと 

 

 

学校の授業などについて重要度を尋ねたところ、『重要』（「たいへん重要」と「どちらかとい

えば重要」の計）との回答は〈体験学習（自然体験や職場体験など）〉と〈災害から命を守る安

全教室や訓練〉（96.6％）が最も高く、次いで〈社会のルールを学ぶ授業〉（96.2％）の順とな

っている。また、「たいへん重要」の割合が最も高い項目は〈災害から命を守る安全教室や訓練〉

（85.5％）となっている。 

 

 

 

 

  

重要

凡　例

平成29年度(N=776) 95.5

平成30年度(N=783) 95.6

令和元年度(N=765) 96.6

令和２年度(N=762) 94.1

令和３年度(N=792) 95.4

平成29年度(N=776) 95.3

平成30年度(N=783) 96.0

令和元年度(N=765) 96.8

令和２年度(N=762) 95.9

令和３年度(N=792) 96.2

平成29年度(N=776) 94.6

平成30年度(N=783) 95.1

令和元年度(N=765) 96.1

令和２年度(N=762) 94.9

令和３年度(N=792) 95.4

平成29年度(N=776) 93.7

平成30年度(N=783) 94.9

令和元年度(N=765) 95.4

令和２年度(N=762) 93.9

令和３年度(N=792) 96.6

５．災害から命を守る安全教室
　　や訓練※

令和３年度(N=792) 96.6

※令和３年度からの新規項目

１．国語や算数（数学）
　　などの教科の授業

２．社会のルールを学ぶ
　　授業

３．思いやりの心や人間
　　関係などを学ぶ心の
　　授業

４．体験学習
　　（自然体験や職場
　　体験など）

たいへん重要

71.5 

71.8 

73.3 

70.6 

75.1 

77.3 

77.7 

81.4 

80.2 

78.9 

79.0 

80.2 

82.4 

78.0 

80.1 

64.6 

69.1 

67.3 

64.4 

70.1 

85.5 

どちらかといえば

重要

24.0 

23.8 

23.3 

23.5 

20.3 

18.0 

18.3 

15.4 

15.7 

17.3 

15.6 

14.9 

13.7 

16.9 

15.3 

29.1 

25.8 

28.1 

29.5 

26.5 

11.1 

あまり

重要ではない

2.1 

2.3 

2.5 

3.1 

2.5 

1.9 

1.5 

2.1 

1.4 

2.0 

2.7 

2.4 

2.6 

2.1 

2.7 

3.6 

2.2 

3.1 

2.6 

1.8 

1.8 

不明

2.4 

2.2 

0.9 

2.8 

2.0 

2.7 

2.6 

1.0 

2.6 

1.8 

2.7 

2.4 

1.3 

3.0 

2.0 

2.7 

2.9 

1.4 

3.4 

1.6 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問 15 あなたが、学校の授業などの中で重要だと思うものを選んでください 
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【子ども】 
 

 

 

 

 

 

  

重要

凡　例

平成29年度(N=776) 86.5

平成30年度(N=783) 89.5

令和元年度(N=765) 90.4

令和２年度(N=762) 88.2

令和３年度(N=792) 88.2

平成29年度(N=776) 87.2

平成30年度(N=783) 86.4

令和元年度(N=765) 87.0

令和２年度(N=762) 91.0

令和３年度(N=792) 89.4

平成29年度(N=776) 90.4

平成30年度(N=783) 90.8

令和元年度(N=765) 92.5

令和２年度(N=762) 91.3

令和３年度(N=792) 92.3

平成29年度(N=776) 84.4

平成30年度(N=783) 86.3

令和元年度(N=765) 87.6

令和２年度(N=762) 84.4

令和３年度(N=792) 85.1

平成29年度(N=776) 85.5

平成30年度(N=783) 88.0

令和元年度(N=765) 89.3

令和２年度(N=762) 86.1

令和３年度(N=792) 88.0

８．外国の文化や外国語を
　　楽しく教えてくれる
　　授業

９．食事のしかたや食べ物
　　について、詳しく教え
　　てくれる授業

10．悩みや相談にのって
　　くれる先生やカウン
　　セラーがいる学校

７．パソコンをたくさん
　　使った授業

６．少人数での授業や複数
　　の先生による授業など
　　一人一人に合った授業

たいへん重要

43.8 

48.4 

52.0 

45.3 

46.3 

45.6 

46.6 

50.8 

49.1 

48.0 

59.3 

58.6 

60.5 

58.1 

58.6 

43.2 

42.5 

45.8 

39.9 

43.7 

46.5 

52.1 

54.5 

49.5 

57.6 

どちらかといえば

重要

42.7 

41.1 

38.4 

42.9 

41.9 

41.6 

39.8 

36.2 

41.9 

41.4 

31.1 

32.2 

32.0 

33.2 

33.7 

41.2 

43.8 

41.8 

44.5 

41.4 

39.0 

35.9 

34.8 

36.6 

30.4 

あまり

重要ではない

10.4 

7.8 

8.2 

8.8 

9.7 

10.4 

10.3 

11.6 

6.4 

8.7 

6.4 

6.5 

6.1 

5.6 

5.8 

12.2 

11.0 

11.0 

12.3 

13.0 

11.1 

8.9 

9.2 

10.9 

10.2 

不明

3.1 

2.7 

1.3 

3.0 

2.0 

2.3 

3.2 

1.3 

2.6 

1.9 

3.2 

2.7 

1.3 

3.0 

1.9 

3.4 

2.7 

1.4 

3.3 

1.9 

3.4 

3.1 

1.6 

3.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【子ども】 
 

 

 

小学生・中学生別にみると、『重要』は小学生では「国語や算数（数学）などの教科の授業」

（96.0％）が最も高くなっており、次いで「体験学習（自然体験や職場体験など）」（95.4％）、

「災害から命を守る安全教室や訓練」（94.9％）の順となっている。一方、中学生では「災害か

ら命を守る安全教室や訓練」（98.2％）が最も高くなっており、次いで「社会のルールを学ぶ授

業」（98.0％）、「体験学習（自然体験や職場体験など）」（97.7％）の順となっている。 

 

 

 

  

重要

全　体
(N=792)

95.4

小学生
(n=395)

96.0

中学生
(n=397)

95.0

全　体
(N=792)

96.2

小学生
(n=395)

94.4

中学生
(n=397)

98.0

全　体
(N=792)

95.4

小学生
(n=395)

93.6

中学生
(n=397)

97.0

全　体
(N=792)

96.6

小学生
(n=395)

95.4

中学生
(n=397)

97.7

全　体
(N=792)

96.6

小学生
(n=395)

94.9

中学生
(n=397)

98.2

１．国語や算数（数
　　学）などの教科
　　の授業

２．社会のルールを
    学ぶ授業

３．思いやりの心や
    人間関係などを
    学ぶ心の授業

４．体験学習（自然
    体験や職場体験
    など）

５．災害から命を守る
　　安全教室や訓練

たいへん重要

75.1 

72.7 

77.6 

どちらかといえば

重要

20.3 

23.3 

17.4 

あまり

重要ではない

2.5 

2.0 

3.0 

不明

2.0 

2.0 

2.0 

78.9 

73.9 

83.9 

17.3 

20.5 

14.1 

2.0 

3.3 

0.8 

1.8 

2.3 

1.3 

80.1 

77.7 

82.4 

15.3 

15.9 

14.6 

2.7 

4.1 

1.3 

2.0 

2.3 

1.8 

70.1 

66.8 

73.3 

26.5 

28.6 

24.4 

1.8 

2.8 

0.8 

1.6 

1.8 

1.5 

85.5 

84.3 

86.6 

11.1 

10.6 

11.6 

1.8 

3.0 

0.5 

1.6 

2.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【子ども】 
 

 

 

 

 

  

重要

全　体
(N=792)

88.2

小学生
(n=395)

86.3

中学生
(n=397)

90.2

全　体
(N=792)

89.4

小学生
(n=395)

86.9

中学生
(n=397)

92.0

全　体
(N=792)

92.3

小学生
(n=395)

93.1

中学生
(n=397)

91.4

全　体
(N=792)

85.1

小学生
(n=395)

83.5

中学生
(n=397)

86.6

全　体
(N=792)

88.0

小学生
(n=395)

86.1

中学生
(n=397)

89.9

８．外国の文化や
    外国語を楽しく
    教えてくれる
　　授業

10．悩みや相談に
    のってくれる先生
　　やカウンセラーが
　　いる学校

６．少人数での授業
　　や複数の先生に
　　よる授業など一
　　人一人に合った
　　授業

７．パソコンをたく
　　さん使った授業

９．食事のしかたや
    食べ物について、
    詳しく教えてくれ
    る授業

たいへん重要

46.3 

39.0 

53.7 

どちらかといえば

重要

41.9 

47.3 

36.5 

あまり

重要ではない

9.7 

11.4 

8.1 

不明

2.0 

2.3 

1.8 

48.0 

44.6 

51.4 

41.4 

42.3 

40.6 

8.7 

10.9 

6.5 

1.9 

2.3 

1.5 

58.6 

57.7 

59.4 

33.7 

35.4 

32.0 

5.8 

4.6 

7.1 

1.9 

2.3 

1.5 

57.6 

57.2 

57.9 

30.4 

28.9 

32.0 

10.2 

11.6 

8.8 

1.8 

2.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

43.7 

39.2 

48.1 

41.4 

44.3 

38.5 

13.0 

14.4 

11.6 

1.9 

2.0 

1.8 
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【子ども】 
 

 

 

子ども・保護者別にみると、『重要』は、すべての項目で子どもより保護者のほうが高くなっ

ている。特に〈食事のしかたや食べ物について、詳しく教えてくれる授業〉は 10.8ポイント高

くなっている。 

 

 

 

  

重要

子ども
(N=792)

95.4

保護者
(N=637)

96.7

子ども
(N=792)

96.2

保護者
(N=637)

98.4

子ども
(N=792)

95.4

保護者
(N=637)

98.6

子ども
(N=792)

96.6

保護者
(N=637)

97.0

子ども
(N=792)

96.6

保護者
(N=637)

98.3

子ども
(N=792)

88.2

保護者
(N=637)

95.4

子ども
(N=792)

89.4

保護者
(N=637)

97.5

子ども
(N=792)

92.3

保護者
(N=637)

96.7

子ども
(N=792)

85.1

保護者
(N=637)

95.9

子ども
(N=792)

88.0

保護者
(N=637)

97.3

８．外国の文化や
    外国語を楽しく
    教えてくれる
　　授業

９．食事のしかたや
    食べ物について、
    詳しく教えてくれ
　　る授業

10．悩みや相談に
    のってくれる先生
    やカウンセラーが
    いる学校

１．国語や算数（数
　　学）などの教科
　　の授業

２．社会のルールを
    学ぶ授業

３．思いやりの心や
    人間関係などを
    学ぶ心の授業

４．体験学習（自然
    体験や職場体験
    など）

６．少人数での授業や
    複数の先生による
    授業など一人一人
　　に合った授業

７．パソコンをたく
　　さん使った授業

５．災害から命を守る
　　安全教室や訓練

たいへん重要

75.1 

65.1 

どちらかといえば

重要

20.3 

31.6 

あまり

重要ではない

2.5 

2.2 

不明

2.0 

1.1 

78.9 

80.2 

17.3 

18.2 

2.0 

0.5 

1.8 

1.1 

80.1 

89.8 

15.3 

8.8 

2.7 

0.3 

2.0 

1.1 

70.1 

59.5 

26.5 

37.5 

1.8 

1.3 

1.6 

1.7 

46.3 

58.4 

41.9 

37.0 

9.7 

3.5 

2.0 

1.1 

48.0 

58.4 

41.4 

39.1 

8.7 

1.4 

1.9 

1.1 

58.6 

58.4 

33.7 

38.3 

5.8 

2.0 

1.9 

1.3 

43.7 

47.1 

41.4 

48.8 

13.0 

3.0 

1.9 

1.1 

57.6 

63.4 

30.4 

33.9 

10.2 

1.4 

1.8 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

85.5 

76.3 

11.1 

22.0 

1.8 

0.5 

1.6 

1.3 
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【子ども】 
 

 

 

 

■その他の意見（主なものを抜粋）■ 

 

 

  

主な内容 小学生 中学生 合計

楽しい学校 30 22 52

いじめや差別のない仲が良い学校 22 21 43

校則が厳しくない学校 6 11 17

みんながやさしい学校 14 3 17

明るい学校 3 6 9

きれいな学校 5 3 8

宿題があまり出ない学校 5 1 6

みんなが笑顔の学校 3 3 6

みんなで助け合う学校 4 2 6

先生がやさしい学校 4 2 6

けんかがない学校 5 5

元気がある学校 2 3 5

パソコンを使った授業 4 1 5

平和な学校 2 3 5

わかりやすい授業をしてくれる学校 2 2 4

挨拶と礼儀、規則を守れる学校 4 4

自由な学校 1 3 4

1人1人に合った授業の学校 2 2 4

ぽかぽか言葉がたくさんある学校 3 1 4

安心できる学校 4 4

思いやりがある学校 3 3

遊べる学校 3 3

私服の学校 3 3

電子黒板やi-Pad、タブレットなどを使った授業 2 2

悩みや相談にのってくれる学校 2 2

いい学校 2 2

エレベーターがある学校 2 2

スマートフォンを持って来ていい学校 2 2

トイレがきれいな学校 2 2

リモート授業がある学校 2 2

個別指導の学校 1 1 2

室内プールがある学校 2 2

登校時間が遅い学校 2 2

頭のいい人がいる学校 2 2

部活がたくさんある学校 1 1 2

友達がたくさんいる学校 2 2

遊具がたくさんある学校 2 2
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【子ども】 
 

 

（４）将来について  

①自己の将来像 

 

 

将来像としては、「家族を大切にする人」（43.6％）が最も高く、次いで「まわりから尊敬さ

れる人」（33.5％）、「友人を大切にする人」（25.0％）の順となっている。前回調査結果と比較

すると、「家族を大切にする人」は 4.5 ポイント、「まわりから尊敬される人」は 3.3 ポイント

それぞれ増加している。 

 

 

 

  

家族を大切にする人

自分で会社を始める人

仕事をがんばる人

社会のために役立つ人

リーダーシップのある人

環境を大切にする人

その他

お金もち

他人に迷惑をかけない人

まわりから尊敬される人

友人を大切にする人

37.6 

31.1 

21.4 

28.2 

16.9 

17.1 

14.2 

8.4 

6.1 

1.9 

5.2 

39.3 

32.7 

24.3 

22.1 

18.4 

17.1 

14.4 

8.2 

7.4 

2.2 

6.8 

35.7 

33.7 

23.1 

23.4 

19.7 

17.0 

17.5 

9.2 

6.1 

2.0 

5.5 

39.1 

30.2 

23.1 

22.3 

16.8 

16.3 

16.5 

10.8 

5.0 

1.8 

5.0 

43.6 

33.5 

25.0 

21.3 

17.2 

15.4 

14.3 

12.2 

4.9 

2.0 

5.1 

0 10 20 30 40 50

平成29年度全体(N=776)

平成30年度全体(N=783)

令和元年度全体(N=765)

令和２年度全体(N=762)

令和３年度全体(N=792)
（％）

10

問 16 あなたは将来どんな大人になりたいですか 
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【子ども】 
 

 

 

小学生・中学生別にみると、小学生は「家族を大切にする人」（46.8％）が最も高くなってお

り、次いで「まわりから尊敬される人」と「友人を大切にする人」（26.6％）、「仕事をがんばる

人」（21.8％）の順となっている。中学生は「家族を大切にする人」と「まわりから尊敬される

人」（40.3％）が最も高くなっており、次いで「友人を大切にする人」（23.4％）、「仕事をがん

ばる人」（20.9％）の順となっている。また、「まわりから尊敬される人」は小学生より中学生

の方が 13.7 ポイント高くなっており、「お金もち」は中学生より小学生の方が 6.6 ポイント高

くなっている。 

 

 

 

■その他の意見（主なものを抜粋）■ 

 
  

自分で会社を始める人

その他

社会のために役立つ人

リーダーシップのある人

まわりから尊敬される人

友人を大切にする人

家族を大切にする人

環境を大切にする人

仕事をがんばる人

お金もち

他人に迷惑をかけない人

43.6 

33.5 

25.0 

21.3 

17.2 

15.4 

14.3 

12.2 

4.9 

2.0 

5.1 

46.8 

26.6 

26.6 

21.8 

14.2 

18.7 

14.2 

14.7 

5.3 

1.8 

6.3 

40.3 

40.3 

23.4 

20.9 

20.2 

12.1 

14.4 

9.8 

4.5 

2.3 

3.8 

0 10 20 30 40 50

全 体(N=792)

小学生(n=395)

中学生(n=397)

（％）

10

主な内容 小学生 中学生 合計

スポーツ選手 4 2 6

ニート 2 2

やさしい人 2 2

人を笑顔にできる人 1 1 2

諦めない人 2 2
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【子ども】 
 

 

 

②働くことの意味 

 

 

働くことの意味について尋ねたところ、「社会をよりよくすること」（48.4％）が最も高く、

次いで「家族や身近な人を守ること」（44.7％）、「お金をかせぐこと」（41.5％）の順となって

いる。前回調査結果と比較すると、「生きている喜びや幸福感を味わうこと」が 4.4ポイント増

加しており、「お金をかせぐこと」が 1.5ポイント減少している。 

 

 

 

  

社会をよりよくすること

社会的な地位や名誉を
手に入れること

生きている喜びや幸福感を
味わうこと

その他

趣味

家族や身近な人を守る
こと

お金をかせぐこと

46.1 

44.7 

38.9 

25.0 

12.4 

10.2 

1.7 

51.3 

44.2 

36.1 

23.5 

13.8 

6.9 

4.5 

45.5 

40.1 

40.0 

24.7 

11.4 

8.5 

3.5 

46.7 

42.0 

43.0 

20.6 

13.1 

6.6 

2.0 

48.4 

44.7 

41.5 

25.0 

12.0 

6.6 

3.5 

0 10 20 30 40 50 60

平成29年度全体(N=776)

平成30年度全体(N=783)

令和元年度全体(N=765)

令和２年度全体(N=762)

令和３年度全体(N=792) （％）

10

問 17 あなたは、働くことはどんなことだと考えますか 
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【子ども】 
 

 

 

小学生・中学生別にみると、ともに上位３項目は「社会をよりよくすること」、「家族や身近

な人を守ること」、「お金をかせぐこと」となっている。「お金をかせぐこと」は小学生より中学

生のほうが 8.1ポイント高くなっており、「家族や身近な人を守ること」は中学生より小学生の

ほうが 10.4ポイント高くなっている。 

 

 

 

■その他の意見（主なものを抜粋）■ 

 

 

  

社会をよりよくすること

生きている喜びや幸福感を
味わうこと

社会的な地位や名誉を
手に入れること

その他

趣味

家族や身近な人を守る
こと

お金をかせぐこと

48.4 

44.7 

41.5 

25.0 

12.0 

6.6 

3.5 

48.9 

49.9 

37.5 

22.8 

13.4 

6.3 

4.6 

47.9 

39.5 

45.6 

27.2 

10.6 

6.8 

2.5 

0 10 20 30 40 50 60

全 体(N=792)

小学生(n=395)

中学生(n=397)

（％）

10

主な内容 小学生 中学生 合計

義務・当たり前のこと 3 2 5

みんなを幸せにすること 3 3

人を喜ばせること 2 1 3
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【子ども】 
 

 

 

③大人になるために必要なこと 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主な意見を抜粋    

 

  

主な内容 小学生 中学生 合計

勉強 122 84 206

思いやりや優しさ 72 68 140

お金 43 28 71

礼儀やマナー 12 59 71

家族や友達 38 23 61

知識や経験 17 39 56

ルール・決まりを守る 8 37 45

コミュニケーション力 6 38 44

人間関係 7 35 42

挨拶 16 20 36

仕事 19 12 31

周りのことを考える 8 17 25

人を大切にすること 13 10 23

人と協力する 13 9 22

人に迷惑をかけないこと 13 9 22

信頼関係 4 17 21

環境や自然を大切にする 18 3 21

学力 6 14 20

努力 8 10 18

敬語や言葉遣い 4 11 15

頑張る力 7 8 15

頭の良さ 10 5 15

あきらめない気持ち 8 7 15

自立心 4 10 14

誰とでも仲良くする 9 4 13

常識を身につける 1 12 13

気配りや気遣い 2 11 13

スポーツや運動 5 7 12

食事 10 2 12

夢を持つ 3 9 12

責任感 5 6 11

自分から行動すること 2 9 11

意見を持ち、言うこと 3 7 10

社会を知る 6 4 10

家 8 1 9

人の話を聞く 2 7 9

リーダーシップ 2 7 9

料理 9 9

色々な人との交流 4 5 9

我慢強さ 2 6 8

判断力 8 8

体力 3 5 8

算数・計算 6 2 8

積極性 1 7 8

尊敬される 3 5 8

人の役に立つ 4 4 8

上下関係をきちんとする 2 6 8

パソコン 6 2 8

語彙力・国語 6 2 8

問 18 あなたが大人になっていくために、どのようなことが必要と思いますか。必要だと思

うことを書いてください 

主な内容 小学生 中学生 合計

困った人を助けること 4 3 7

物事を考える力 3 4 7

いろんなことにチャレンジをする 3 4 7

一生懸命に取り組むこと 5 2 7

自分でできることは自分でする 4 3 7

時間を守る 2 5 7

みんなを守ること 7 7

人間性 1 6 7

働くこと 4 2 6

規則正しい生活 3 3 6

進学 2 4 6

色々な家事や仕事ができること 6 6

自信を持つ 4 2 6

趣味 1 5 6

精神力 2 4 6

手伝い 3 2 5

勇気 3 2 5

資格や免許 4 1 5

物を大切にすること 2 3 5

命を大切にする 3 2 5

睡眠 3 2 5

法律を守る・犯罪をしない 2 3 5

忘れ物をしない 2 3 5

英語 3 1 4

整理整頓 2 2 4

社会の役に立つことをする 3 1 4

人が嫌がることをしない 2 2 4

寛大な心 2 2 4

心と体の成長 1 3 4

切り替えること 3 1 4

当たり前のことを当たり前にする 1 3 4

感謝の気持ちを持つ 3 3

健康 2 1 3

きれいな字を書けるようになる 3 3

笑顔 1 2 3

社会性 1 2 3

素直な心 2 1 3

目標をみつける 3 3

技術力 1 2 3

いじめをしない 3 3

メリハリを付ける 1 2 3

楽しみ 3 3

基本・基礎 3 3

集中力 2 1 3

人の気持ちを尊重すること 3 3

相談できる人 2 1 3

対応力 3 3

恥ずかしがらないこと 3 3

約束を守る 3 3
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【子ども】 
 

 

（５）佐賀市の教育について 

①学校以外で参加したいイベント・行事 

 

 

学校以外で参加したいイベントや行事は「キャンプなどの野外活動」（39.9％）が最も高く、

次いで「地域のお祭り、伝統行事」（37.1％）、「会社訪問や職場体験」（26.9％）の順となって

いる。前回調査結果と比較すると、「キャンプなどの野外活動」が 8.7 ポイント、「地域のお祭

り、伝統行事」が 8.9ポイント、「会社訪問や職場体験」が 7.5ポイントそれぞれ増加するなど

すべての項目において増加している。 

 

 

 

  

その他

地域の中での交流

文化・音楽活動

ボランティア活動

キャンプなどの野外活動

地域のお祭り、伝統行事

清掃活動やリサイクル活動

会社訪問や職場体験

他の学校との交流

いろいろな年齢の人（高齢者
・小さな子ども）との交流

外国との交流

27.1 

36.0 

19.7 

8.5 

15.2 

7.1 

10.4 

4.8 

5.8 

3.4 

1.5 

32.1 

32.1 

17.2 

10.6 

13.7 

7.8 

11.7 

5.9 

6.9 

2.9 

1.5 

28.5 

25.6 

17.9 

10.8 

13.9 

8.1 

10.8 

8.4 

4.7 

3.5 

2.1 

31.2 

28.2 

19.4 

9.1 

12.2 

6.7 

9.4 

6.6 

7.1 

3.4 

1.7 

39.9 

37.1 

26.9 

14.0 

13.6 

11.7 

10.9 

8.3 

8.1 

3.7 

2.1 

0 10 20 30 40 50

平成29年度全体(N=776)

平成30年度全体(N=783)

令和元年度全体(N=765)

令和２年度全体(N=762)

令和３年度全体(N=792)

（％）

10

問 19 あなたは、学校以外でどのようなイベントや行事があれば、参加したいと思いますか 
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【子ども】 
 

 

 

小学生・中学生別にみると、小学生は「キャンプなどの野外活動」（44.8％）が最も高く、次

いで「地域のお祭り、伝統行事」（37.7％）、「会社訪問や職場体験」（26.3％）の順となってお

り、中学生は「地域のお祭り、伝統行事」（36.5％）、「キャンプなどの野外活動」（35.0％）の

順となっている。中学生より小学生のほうが高くなっている主な項目は「キャンプなどの野外

活動」、「地域のお祭り、伝統行事」などとなっている。一方で、小学生より中学生のほうが高

くなっている主な項目は「会社訪問や職場体験」、「他の学校との交流」、「文化・音楽活動」な

どとなっている。 

 

 

 

■その他の意見（主なものを抜粋）■ 

 

 

  

地域の中での交流

その他

キャンプなどの野外活動

地域のお祭り、伝統行事

清掃活動やリサイクル活動

いろいろな年齢の人（高齢者
・小さな子ども）との交流

外国との交流

会社訪問や職場体験

文化・音楽活動

ボランティア活動

他の学校との交流

39.9 

37.1 

26.9 

14.0 

13.6 

11.7 

10.9 

8.3 

8.1 

3.7 

2.1 

44.8 

37.7 

26.3 

11.9 

10.9 

13.7 

9.4 

10.4 

8.4 

3.0 

2.5 

35.0 

36.5 

27.5 

16.1 

16.4 

9.8 

12.3 

6.3 

7.8 

4.3 

1.8 

0 10 20 30 40 50

全 体(N=792)

小学生(n=395)

中学生(n=397)

（％）

10

主な内容 小学生 中学生 合計

スポーツ 3 4 7

ゲーム 2 2
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【子ども】 

 

 

 

 

子ども・保護者別にみると、子どもは「キャンプなどの野外活動」、「地域のお祭り、伝統行

事」の項目で保護者を大きく上回っており、遊びの要素が高い活動への参加を希望しているこ

とがわかる。一方、保護者は「会社訪問や職場体験」、「外国との交流」、「ボランティア活動」、

「文化・音楽活動」などで子どもを大きく上回っている。 

 

 

 

 

 

  

その他

地域の中での交流

文化・音楽活動

ボランティア活動

清掃活動やリサイクル活動

佐賀市外や佐賀県外の仲間と
の交流

会社訪問や職場体験

他の学校との交流

いろいろな年齢の人（高齢者
・小さな子ども）との交流

外国との交流

キャンプなどの野外活動

地域のお祭り、伝統行事

39.9 

37.1 

26.9 

14.0 

13.6 

11.7 

10.9 

8.3 

8.1 

3.7 

2.1 

30.0 

20.4 

42.4 

12.6 

15.7 

14.0 

23.7 

10.7 

7.5 

3.3 

6.3 

0.3 

0 10 20 30 40 50

子ども(N=792)

保護者(N=637)

（％）

10
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Ⅳ 調査票見本 
 

 
  

佐賀市の教育に関するアンケート 
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

みなさまには、日頃から佐賀市の教育に対するご理解とご協力をいただき、 

まことにありがとうございます。 

佐賀市教育委員会では、令和２年度からの佐賀市教育の方向性を示した  

「第４次佐賀市教育振興基本計画」を策定しています。次の目標を達成するため

に、家庭・地域・企業・学校・行政が連携して子どもたちの育成に取り組んでい

きます。 

 

 

 

 

今回、計画の一環として、市民のみなさまから佐賀市の教育への意見をお聞き

し、これからの取り組みに反映させていくために、アンケートを実施いたします。 

市内にお住まいの２０歳以上の方を対象に、住民基本台帳から無作為に抽出し

た方へ、アンケートをお送りしています。ご回答いただきました内容は個人を特

定するものではなく、また本調査の目的以外には使用いたしません。 

お忙しいところ恐縮ですが、ご協力いただきますようよろしくお願いします。 

 

令和３年４月 佐賀市教育委員会 

 

 

１．選択肢の場合は、番号を○で囲んでください。 

２．ご記入後は、同封の返信用封筒に入れて５月６日（木）までにご返送ください。 

                             （切手は不要です） 

３．記入上の不明な点、調査についてのお問い合わせは、下記までお願いします。  

 

    佐賀市教育委員会 教育部 教育総務課 教育政策係 

TEL：（0952）40－7352（直通） E-Mail：kyoiku@city.saga.lg.jp 

ご記入にあたって 
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【一般市民】調査票 

 

 

 

 

  

「子どもへのまなざし運動」について 

 

佐賀市では、すべての大人が子どもの育ちに関心を持つ、子どもへのまなざし 100％

のまちの実現をめざし、「子どもへのまなざし運動（市民総参加子ども育成運動）」を推

進しています。 

 

 ※「子どもへのまなざし運動」での大人の役割（例） 

    「家庭」での、子どもを一人前の大人・親に育てる取り組み 

    ・早寝早起き朝ごはんなど、基本的生活習慣を身に付けさせる。 

    ・家族そろって食事をするなど、団らんの時間を増やす。 

    ・SNS やインターネット等の利便性と危険性について家族で話し合う。 

    「地域」での、子どもに地域の一員としての自覚を促す取り組み 

    ・登下校の時間に合わせて外出するなど、子どもの安全を見守る。 

    ・地域の行事等に子どもの活躍の場を与え、参加を促す。 

    ・大人が地域の行事に参加し、子どもと顔見知りになりふれあいを深める。 

    「企業等」での、子どもの勤労観・職業観を育む取り組み 

    ・職場見学や就業体験を積極的に受け入れ、働くことの意義を伝える。 

    ・授業参観や地域活動のための休暇を取りやすい職場の環境づくり 

 

問１ あなたは、この「子どもへのまなざし運動」を知っていますか（１つに○）。 

 

１．知っている          ２．見たり、聞いたりしたことがある 

３．知らない 

 

問２ 「子どもへのまなざし運動」を意識して、子ども（自分の子ども・地域の子ども）

と関わるようになりましたか（１つに○）。 

 

１．関わるようになった      ２．意識はするようになった 

３．今後、意識していきたい    ４．関わっていない 

 

問３ あなたは、地域・学校・市などの活動にどのくらい参加されていますか 

（それぞれ１つに○を付けてください）。 

質問項目 

い
つ
も
参
加

し
て
い
る 

時
々
参
加
し

て
い
る 

あ
ま
り
参
加

し
て
い
な
い 

全
く
参
加
し

て
い
な
い 

１．学校フリー参観デー（授業参観） １ ２ ３ ４ 

２．教育関係の講座・セミナー １ ２ ３ ４ 
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【一般市民】調査票 

 

 

 

  

質問項目 

い
つ
も
参
加

し
て
い
る 

時
々
参
加
し

て
い
る 

あ
ま
り
参
加

し
て
い
な
い 

全
く
参
加
し

て
い
な
い 

３．ＰＴＡ活動（保護者の方のみ） １ ２ ３ ４ 

４．地域や学校の文化祭、音楽祭など １ ２ ３ ４ 

５．地域でのボランティア活動 １ ２ ３ ４ 

６．文化・芸術活動 １ ２ ３ ４ 

 

問４ 問３で、どれか１つにでも「あまり参加していない」、「全く参加していない」と

答えられた方にお尋ねします。その最も大きな理由は何ですか（１つに○）。 

  １．仕事や家事が忙しくて時間がない  ２．きっかけがつかめない 

３．参加する方法・場所が分からない  ４．そういった活動を知らない 

５．興味がない 

 

 

佐賀市の教育への取り組みについて 

 

問５ 佐賀市の教育への取り組みについて、どのようにお感じですか 

（それぞれ１つに○を付けてください）。 

質問項目 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

分
か
ら
な
い
・ 

知
ら
な
い 

1 
佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れられ

ていると思われますか。 
1 2 3 4 5 

2 
（保護者向けの）家庭教育に関する取り組み

は充実していると思われますか。 
1 2 3 4 5 

3 

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ

大きな不安がなく進学していると思われま

すか。 

1 2 3 4 5 

4 

子どもたちは、小学校から中学校へ不安より

も期待を持って進学していると思われます

か。 

1 2 3 4 5 

5 

小・中学校では、障がいのある子どもたちへ

教育的ニーズに応じた教育を行っていると

思われますか。 

1 2 3 4 5 
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【一般市民】調査票 

 

 

 

 

  

質問項目 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

分
か
ら
な
い
・ 

知
ら
な
い 

6 

小・中学校では、基礎学力を身につけさせる

よう授業を工夫していると思われますか。

（子どもが分かる授業を行っていると思わ

れますか。） 

1 2 3 4 5 

７ 
小・中学校では、パソコンなど ICT機器を活

用した教育を進めていると思われますか。 
1 2 3 4 5 

８ 

小・中学校では、コミュニケーション能力を

育む外国語の授業を行っていると思われま

すか。 

1 2 3 4 5 

９ 

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う気

持ち」を育む教育を進めていると思われます

か。 

1 2 3 4 5 

１０ 

小・中学校では、「倫理観・社会常識※」を

育む教育が適切に行われていると思われま

すか。 

※倫理観・社会常識：社会で生きていくため 

のルール、マナー等 

1 2 3 4 5 

１１ 

小・中学校では、体育や食育※など、子ども

たちの健康を育む教育を進めていると思わ

れますか。 

※食育：子どもたちへ食に関する正しい知識 

と望ましい生活習慣を身につけさせること 

1 2 3 4 5 

1２ 
小・中学校では、地域の人材や環境を活用し

た教育を進めていると思われますか。 
1 2 3 4 5 

1３ 

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内容

などを保護者や地域へ十分に広報している

と思われますか。 

1 2 3 4 5 

1４ 
小・中学校は、保護者・地域の方々からの相

談にていねいに応じていると思われますか。 
1 2 3 4 5 

1５ 

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に関

わっていると思われますか。 

 例：子どもたちとのあいさつや登下校の安 

全を見守る活動など 

1 2 3 4 5 

1６ 

地域は、子どもたちに「地域の一員」として

活動する場を作り出していると思われます

か。 

 例：夏祭りの企画、宣伝、準備や町民体育 

大会、地域清掃ボランティアなど 

1 2 3 4 5 

1７ 
地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む

機運がありますか。 
1 2 3 4 5 

1８ 
あなたの校区（町）の公民館は、地域の活動

を行う際などに役立っていますか。 
1 2 3 4 5 
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質問項目 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

分
か
ら
な
い
・ 

知
ら
な
い 

1９ 
市立図書館のサービス（分館、分室、移動図

書館含む）は充実していますか。 
1 2 3 4 5 

２０ 
市民が文化・芸術に触れる機会は充実してい

ると思われますか。 
1 2 3 4 5 

２１ 
市内の文化財は、適切に保存・活用されてい

ると思われますか。 
1 2 3 4 5 

 

 

生涯学習について 
 

問６ 生涯学習とは、「自分の生活や能力を高めるために、自分から進んで行う学習や

スポーツ、文化活動（趣味・教養を含む）、ボランティア活動などの様々な活動」

のことですが、現在あなたは、生涯学習を行っていますか（１つに○）。 

 

 １．はい（問７へ）    ２．いいえ（問８へ） 

 

問７ 問６で「１．はい」と答えられた方にお尋ねします。学んだ学習の成果を活かし

た活動（指導員、ボランティア、地域の役員など）を行っていますか（１つに○）。 

 

１．行っている        ２．特に行っていない 

３．これから行ってみたい   ４．その他 

 

 

問８ 問６で「２．いいえ」と答えられた方にお尋ねします。行っていない主な理由は

何ですか（１つに○）。 

 

１．仕事や家事が忙しくて時間がない 

２．学びたいと思う内容の講座や教室がない   ３．費用がかかる             

４．きっかけがつかめない           ５．学ぶ必要を感じない 

６．どうやって学んだらいいか必要な情報（方法や内容など）が分からない 

７．その他  
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教育に関する情報について 

 

問９ あなたは、佐賀市の教育に関する情報をどこで見られますか 

（２つまでに○）。 

 

１．市報さが              ２．佐賀市教育委員会だより 

３．佐賀市のホームページ        ４．小・中学校のホームページ 

５．学校・幼稚園・保育所からの「おたより」 

６．公民館のホームページ        ７．公民館だより 

８．学校情報携帯メール         ９．テレビ・ラジオ 

10．教育施設（図書館等）の掲示板    11．地方情報誌 

12．見ていない、見る機会がない 

 

 

問１０ 佐賀市の教育に対する要望や質問がありましたら、ご自由にお書きください。 
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あなたご自身について 

 

問１１ あなたご自身のことについてお答えください。 

①年齢（１つに○） 
１．２０代  ２．３０代  ３．４０代   

４．５０代  ５．６０代 

②職業（１つに○） 

１．常勤             ２．パート、アルバイト 

３．生徒、学生（予備校生を含む） ４．無職 

５．専業主婦           ６．その他 

 

③居住校区 

（１つに○） 

１．勧興    ２．循誘    ３．日新    ４．赤松 

５．神野    ６．西与賀   ７．嘉瀬    ８．巨勢 

９．兵庫    10．高木瀬   11．北川副   12．本庄 

13．鍋島   14．金立    15．久保泉   16．芙蓉 

17．新栄   18．若楠    19．開成    20．諸富北 

21．諸富南  22．春日    23．川上    24．松梅 

25．春日北  26．富士    27．北山    28．北山東部 

29．三瀬   30．中川副   31．大詫間   32．南川副 

33．西川副  34．東与賀   35．思斉 

④居住年数 

（１つに○） 

１．０～５年         ２．６～10年 

３．11～20 年       ４．21年以上 

⑤家族構成 
 

（１つに○） 

１．ひとり住まい      ２．夫婦二人だけ 

３．親と自分（夫婦含む）  ４．自分（夫婦含む）と子ども 

５．三世代同居       ６．その他 

 

⑥子どもがいる場合

の子どもの年齢 
 

（あてはまるもの 

全てに○） 

１．未就学児    ２．小学 1 年生   ３．小学２年生 

４．小学３年生   ５．小学４年生    ６．小学５年生 

７．小学６年生   ８．中学１年生    ９．中学２年生 

10．中学３年生     11．高校生 

12．その他    

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 
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佐賀市の教育に関するアンケート 

【 保護者のみなさまへ 】 

 

 

  

  

 

 

 

 

みなさまには、日頃から佐賀市の教育に対するご理解とご協力をいただき、 

まことにありがとうございます。 

佐賀市教育委員会では、令和２年度からの佐賀市教育の方向性を示した  

「第４次佐賀市教育振興基本計画」を策定しています。次の目標を達成するた

めに、家庭・地域・企業・学校・行政が連携して子どもたちの育成に取り組ん

でいきます。 

 

 

 

 

今回、計画の一環として、保護者の皆さまから佐賀市の教育への意見をお聞きし、  

これからの取り組みに反映させていくために、アンケートを実施いたします。 

このアンケートは、市内の小学４年生～中学３年生のお子さんをお持ちの方に、学

校を通してお配りしております。ご回答いただきました内容は個人を特定するもので

はなく、また本調査の目的以外には使用いたしません。 

お忙しいところ恐縮ですが、ご協力いただきますようよろしくお願いします。 

 

令和３年４月 佐賀市教育委員会 

 

 

１．選択肢の場合は、番号を○で囲んでください。 

２．ご記入後は、５月６日（木）までに、学校へご提出ください。 

３．記入上の不明な点、調査についてのお問い合わせは、下記までお願いします。  

※一般の方にも、無作為でアンケートを郵送しております。重複してアンケートが届く場合も 

ございますので、ご了承ください。 

    佐賀市教育委員会 教育部 教育総務課 教育政策係 

TEL：（0952）40－7352（直通） E-Mail：kyoiku@city.saga.lg.jp 

 

ご記入にあたって 
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「子どもへのまなざし運動」について 

 

佐賀市では、すべての大人が子どもの育ちに関心を持つ、子どもへのまなざし 100％

のまちの実現をめざし、「子どもへのまなざし運動（市民総参加子ども育成運動）」を

推進しています。 

 

 ※「子どもへのまなざし運動」での大人の役割（例） 

「家庭」での、子どもを一人前の大人・親に育てる取り組み 

    ・早寝早起き朝ごはんなど、基本的生活習慣を身に付けさせる。 

    ・家族そろって食事をするなど、団らんの時間を増やす。 

    ・SNS やインターネット等の利便性と危険性について家族で話し合う。 

「地域」での、子どもに地域の一員としての自覚を促す取り組み 

    ・登下校の時間に合わせて外出するなど、子どもの安全を見守る。 

    ・地域の行事等に子どもの活躍の場を与え、参加を促す。 

    ・大人が地域の行事に参加し、子どもと顔見知りになりふれあいを深める。 

「企業等」での、子どもの勤労観・職業観を育む取り組み 

    ・職場見学や就業体験を積極的に受け入れ、働くことの意義を伝える。 

    ・授業参観や地域活動のための休暇を取りやすい職場の環境づくり 

 

問１ あなたは、この「子どもへのまなざし運動」を知っていますか（１つに○）。 

 

１．知っている          ２．見たり、聞いたりしたことがある 

３．知らない 

 

問２ 「子どもへのまなざし運動」を意識して、子ども（自分の子ども・地域の子ども）

と関わるようになりましたか（１つに○）。 

 

１．関わるようになった      ２．意識はするようになった 

３．今後、意識していきたい    ４．関わっていない 

 

問３ あなたは、地域・学校・市などの活動にどのくらい参加されていますか 

（それぞれ１つに○を付けてください）。 

質問項目 

い
つ
も
参
加

し
て
い
る 

時
々
参
加
し

て
い
る 

あ
ま
り
参
加

し
て
い
な
い 

全
く
参
加
し

て
い
な
い 

１．学校フリー参観デー（授業参観） １ ２ ３ ４ 

２．教育関係の講座・セミナー １ ２ ３ ４ 
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質問項目 

い
つ
も
参
加

し
て
い
る 

時
々
参
加
し

て
い
る 

あ
ま
り
参
加

し
て
い
な
い 

全
く
参
加
し

て
い
な
い 

３．ＰＴＡ活動 １ ２ ３ ４ 

４．学校や地域の文化祭、音楽祭など １ ２ ３ ４ 

５．地域でのボランティア活動 １ ２ ３ ４ 

６．文化・芸術活動 １ ２ ３ ４ 

 

問４ 問３で、どれか１つにでも「あまり参加していない」、「全く参加していない」と

答えられた方にお尋ねします。その最も大きな理由は何ですか（１つに○）。 

  １．仕事や家事が忙しくて時間がない  ２．きっかけがつかめない 

３．参加する方法・場所が分からない  ４．そういった活動を知らない 

５．興味がない 

 

問５ ご家庭で、子育てに関して特に気をつけて取り組んでいることは何ですか 

（２つまでに○）。 

 

１．社会や公共のルールを教えること    

２．登下校や外出する際の安全上の注意 

３．家族の会話の機会をもつこと      

４．読書をさせること 

５．テレビやゲームの時間を制限すること  

６．家事の手伝いをさせること 

７．地域行事への参加など、様々な体験の機会を与えること 

８．食事や挨拶、睡眠時間などの生活習慣を身につけさせること 

９．家庭や地域の伝統やしきたりを伝えていくこと 

10．家族がそろって食事をすること 

11．その他（                            ） 
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佐賀市の教育への取り組みについて 

 

問６ 佐賀市の教育への取り組みについて、どのようにお感じですか 

（それぞれ１つに○を付けてください）。 

質問項目 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

分
か
ら
な
い
・ 

知
ら
な
い 

1 
佐賀市の教育に、市民の意見は取り入れられ

ていると思われますか。 
1 2 3 4 5 

2 
（保護者向けの）家庭教育に関する取り組み

は充実していると思われますか。 
1 2 3 4 5 

3 

子どもたちは、幼稚園・保育所から小学校へ

大きな不安がなく進学していると思われます

か。 

1 2 3 4 5 

4 

子どもたちは、小学校から中学校へ不安より

も期待を持って進学していると思われます

か。 

1 2 3 4 5 

5 

小・中学校では、障がいのある子どもたちへ

教育的ニーズに応じた教育を行っていると 

思われますか。 

1 2 3 4 5 

6 

小・中学校では、基礎学力を身につけさせる

よう授業を工夫していると思われますか。 

（子どもが分かる授業を行っていると思われ

ますか。） 

1 2 3 4 5 

７ 

小・中学校では、パソコンなど ICT 機器を

活用した教育を進めていると思われます

か。 

1 2 3 4 5 

８ 

小・中学校では、コミュニケーション能力を

育む外国語の授業を行っていると思われます

か。 

1 2 3 4 5 

９ 

小・中学校では、「ふるさとを誇りに思う気

持ち」を育む教育を進めていると思われます

か。 

1 2 3 4 5 

１０ 

小・中学校では、「倫理観・社会常識※」を

育む教育が適切に行われていると思われま

すか。 

※倫理観・社会常識：社会で生きていくため 

のルール、マナー等 

1 2 3 4 5 

１１ 

小・中学校では、体育や食育※など、子ども

たちの健康を育む教育を進めていると思わ

れますか。 

※食育：子どもたちへ食に関する正しい知識 

と望ましい生活習慣を身につけさせること 

1 2 3 4 5 

１２ 
小・中学校では、地域の人材や環境を活用し

た教育を進めていると思われますか。 
1 2 3 4 5 
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質問項目 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と 

言
え
ば
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

分
か
ら
な
い
・ 

知
ら
な
い 

1３ 

小・中学校は、学校の目標や計画・教育内容

などを保護者や地域へ十分に広報していると

思われますか。 

1 2 3 4 5 

1４ 
小・中学校は、保護者・地域の方々からの相

談にていねいに応じていると思われますか。 
1 2 3 4 5 

1５ 

地域の方は、子どもたちの教育に自主的に

関わっていると思われますか。 

 例：子どもたちとのあいさつや登下校の安 

全を見守る活動など 

1 2 3 4 5 

1６ 

地域は、子どもたちに「地域の一員」とし

て活動する場を作り出していると思われま

すか。 

 例：夏祭りの企画、宣伝、準備や町民体育 

大会、地域清掃ボランティアなど 

1 2 3 4 5 

1７ 
地域ぐるみで青少年の健全育成に取り組む機

運がありますか。 
1 2 3 4 5 

1８ 
あなたの校区（町）の公民館は、地域の活動

を行う際などに役立っていますか。 
1 2 3 4 5 

1９ 
市立図書館のサービス（分館、分室、移動図

書館含む）は充実していますか。 
1 2 3 4 5 

20 
市民が文化・芸術に触れる機会は充実してい

ると思われますか。 
1 2 3 4 5 

21 
市内の文化財は、適切に保存・活用されてい

ると思われますか。 
1 2 3 4 5 

 

 

学校教育・社会教育について 
 

問７ お子さんが中学生になる時（なった時）に、不安や心配なことはありますか 

（ありましたか）（３つまでに○）。  

  １．勉強や成績のこと         ２．部活動のこと 

３．教科によって先生がちがうこと   ４．制服や校則のこと 

５．友人のこと             ６．家庭学習のこと 

７．文化祭や体育祭などの行事のこと  ８．上級生との関係 

９．先生との関係           10．通学距離や方法のこと 

11．経済的な負担が増えること 

12．不安や心配していることはない（なかった） 

13．その他 
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問８ あなたが、小・中学校に求めることは何ですか 

（それぞれ１つに○を付けてください）。 

質問項目 

た
い
へ
ん
重
要 

ど
ち
ら
か
と
い 

え
ば
重
要 

あ
ま
り
重
要
で 

は
な
い 

１ 学力の向上［国語や算数（数学）などの教科の授業］ 1 2 3 

２ 社会のルールを学ぶ授業 1 2 3 

３ 思いやりの心や人間関係などを学ぶ心の授業 1 2 3 

４ 体験学習（自然体験や職場体験など） 1 2 3 

５ 災害時に命を守るための訓練や防災教育 １ ２ ３ 

６ 
少人数での授業や複数の先生による授業など一人一人

に合った授業 
1 2 3 

７ パソコンなど ICT 機器を活用した授業 1 2 3 

８ 外国語教育や国際理解教育 1 2 3 

９ 食に関する教育などの子どもたちへの健康教育 1 2 3 

１０ 
悩みや相談にのってくれる先生やカウンセラーがい

る学校 
1 2 3 

１１ 

その他、学校に求めることがありましたらご記入ください。 

◇ 

◇ 

◇ 

 

問９ 学校以外でどのようなイベントや行事があれば、子どもを参加させたいと思いま

すか（２つまでに○）。 

１．文化・音楽活動           ２．キャンプなどの野外活動 

３．異世代（高齢者・乳幼児等）との交流 ４．佐賀市外や県外の仲間との交流 

５．他の学校との交流          ６．清掃活動やリサイクル活動 

７．会社訪問や職場体験         ８．地域の中での交流 

９．地域のお祭り、伝統行事      10．外国との交流 

11．ボランティア活動          12． その他 

 

 

問１０ あなたは地域行事、社会体育活動などの活動に子どもを参加させていますか

（１つに○）。 

 １．積極的に参加させている    ２．ときどき参加させている 

３．あまり参加させていない    ４．地域行事があっていることを知らない 



 

 99 

【保護者】調査票 

 

 

 

 

  

教育に関する情報について 

 

問１１ あなたは、佐賀市の教育に関する情報をどこで見られますか 

（２つまでに○）。 

 

１．市報さが              ２．佐賀市教育委員会だより 

３．佐賀市のホームページ        ４．小・中学校のホームページ 

５．学校・幼稚園・保育所からの「おたより」 

６．公民館のホームページ        ７．公民館だより 

８．学校情報携帯メール         ９．テレビ・ラジオ 

10．教育施設（図書館等）の掲示板    11．地方情報誌 

12．見ていない、見る機会がない 

 

 

問１２ 佐賀市の教育に対する要望や質問がありましたら、ご自由にお書きください。 
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あなたご自身について 

 

問１３ あなたご自身のことについてお答えください。 

①年齢（１つに○） 
１．20代 ２．30代 ３．40代 

４．50代 ５．60代 

②職業（１つに○） １．常勤             ２．パート、アルバイト 

３．生徒、学生（予備校生を含む） ４．無職 

５．専業主婦           ６．その他 

 

③居住校区 

（１つに○） 

１．勧興    ２．循誘    ３．日新    ４．赤松 

５．神野    ６．西与賀   ７．嘉瀬    ８．巨勢 

９．兵庫    10．高木瀬   11．北川副   12．本庄 

13．鍋島   14．金立    15．久保泉   16．芙蓉 

17．新栄   18．若楠    19．開成    20．諸富北 

21．諸富南  22．春日    23．川上    24．松梅 

25．春日北  26．富士    27．北山    28．北山東部 

29．三瀬   30．中川副   31．大詫間   32．南川副 

33．西川副  34．東与賀   35．思斉 

④居住年数 

（１つに○） 

１．０～５年         ２．６～10年 

３．11～20 年       ４．21年以上 

⑤アンケートを受け

取られたお子さん

から見た同居家族 
 

（あてはまるもの 

全てに○） 

１．お父さん       ２．お母さん 

３．兄弟姉妹       ４．おじいさん 

５．おばあさん      ６．その他 

 

⑥アンケートを受け

取られたお子さん

の学年（１つに○） 

１．小学４年生      ２．小学５年生 

３．小学６年生      ４．中学１年生   

５．中学２年生      ６．中学３年生 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 
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佐賀市の教育に関するアンケート 

【 子ども用 】 
 

 このアンケートは、みなさんのふだんの生活や考えていることをおたずねし

て、学校・地域
ち い き

での学習や遊びなどについて、どうすればいいのか参考
さんこう

にする

ためのものです。 

 目的
もくてき

以外
い が い

には使いません。また、名前を書く必要
ひつよう

がありませんので、素直
す な お

に

答えてください。 

  

※ 全部書き終えたら、担任
たんにん

の先生に提出してください。 

令和３年４月  

 

 

 

 

 

あなたのことについて 

 

問１ あなたのことについて、答えてください（番号に○をつける）。 

（１）学年 １．小学４年生    ２．小学５年生 

３．小学６年生    ４．中学１年生   

５．中学２年生    ６．中学３年生 

（２）学校名 （              ）学校 

（３）いっしょに住んでいる家族 

（あてはまるもの全てに○をつける） 

１．お父さん   ２．お母さん 

３．兄弟姉妹   ４．おじいさん  

５．おばあさん  ６．その他 

 

 

佐賀市教育委員会 

教育部 教育総務課 

TEL：４０－７３５２ 
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あなたの毎日の生活について 

 

問２ あなたは今の生活をどう思っていますか（それぞれ１つに○をつける）。 

質問
しつもん

項目
こうもく

 そう思う 

どちらか

と言えば、

そう思う 

どちらか

と言えば、

そう思わ

ない 

そう 

思わない 

やってい

ない 

１．家庭生活は楽しいですか １ ２ ３ ４  

２．学校生活は楽しいですか １ ２ ３ ４  

３．友だちとすごすのは楽しい

ですか 
１ ２ ３ ４  

４．地域
ち い き

でのイベントや行事 

などの活動は楽しいですか 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

問３ あなたはふだん、家で次のようなことをしていますか（それぞれ１つに○をつける）。 

質問
しつもん

項目
こうもく

 
いつも 

している 

時々 

している 

あまり 

していない 

まったく 

していない 

１．毎日、朝食をとる １ ２ ３ ４ 

２．すいみんを十分にとる １ ２ ３ ４ 

３．家族にあいさつをする １ ２ ３ ４ 

４．近所の人にあいさつをする １ ２ ３ ４ 

５．家族によばれたら返事をする １ ２ ３ ４ 

６．自分の身の回りを片付
か た づ

ける １ ２ ３ ４ 

７．食後には歯をみがく １ ２ ３ ４ 

８．家庭学習をする １ ２ ３ ４ 

９．家での自分の仕事（役割
やくわり

）をす

る（例
れい

：食器
しょっき

洗い、洗濯物
せんたくもの

たた

みなど） 

１ ２ ３ ４ 

10．兄弟姉妹の面倒
めんどう

を見る 

  （いる場合のみ○をつける） 
１ ２ ３ ４ 

 

問４ ふだん、１日の読書時間はどのくらいですか（１つに○をつける）。 

 

１．ほとんど読んでいない       ２．３０分まで 

３．１時間まで            ４．１時間以上 

 



 

 103 

【子ども】調査票 

 

 

 

 

  

問５ ふだん、１日のインターネット利用
り よ う

時間はどのくらいですか（１つに○をつける）。 

 

１．ほとんどしない         ２．１時間まで 

３．２時間まで           ４．３時間まで 

５．４時間まで           ６．５時間まで 

７．５時間以上 

 

問６ あなたがインターネットを利用するとき、誰
だれ

の機器
き き

（スマートフォン、タブレット、

パソコン、ゲーム機）を使っていますか（１つに○をつける）。 

１．自分専用
せんよう

            ２．家族 

３．友だち             ４．インターネットを利用していない 

 

問７ あなたは自分自身のことを、どう思っていますか（１つに○をつける）。 

 

１．すごく好きである        ２．まあまあ好きである 

３．あまり好きでない        ４．きらいである 

 

 

佐賀市について 

 

問８ あなたは佐賀市が好きですか（１つに○をつける）。 

 

１．すごく好きである       ２．まあまあ好きである 

３．あまり好きでない       ４．きらいである 

 

問９ 問８のように答えたのは、どうしてですか。自由に書いてください。 
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問１０ あなたは将来
しょうらい

、佐賀市に住
す

みたいと思いますか（１つに○をつける）。 

 

１．住みたい           ２．できれば住みたい 

３．あまり住みたくない      ４．住みたくない 

 

 

学校生活について 

 

問１１ あなたは、学校生活で悩
なや

みや困
こま

ったことはありますか（１つに○をつける）。 

 

１．いつもある（問１２へ）     ２．ときどきある（問１２へ） 

３．たまにある（問１２へ）     ４．ない（問１４へ） 

 

問１２ あなたの学校生活での悩
なや

みや困
こま

ったことはなんですか。 

（２つまで選んで○をつける）。 

 

１．授業
じゅぎょう

がよく分からない      ２．成績
せいせき

がなかなか上がらない 

３．将来
しょうらい

進みたい方向が分からない  ４．運動が苦手
に が て

である 

５．先生と合わない         ６．友だちにいじめられる 

７．友だちとうまくいかない      ８．先輩
せんぱい

や後輩
こうはい

とうまくいかない 

９．その他 

          

 

 

問１３ あなたが悩
なや

みや困
こま

ったことをよく相談
そうだん

する相手
あ い て

はだれですか 

（２つまで選んで○をつける）。 

 

１．学校の友だち       ２．親 

３．おじいさん・おばあさん  ４．兄弟姉妹 

５．先生           ６．電話相談
そうだん

 

７．スクールカウンセラー、スクールアドバイザーなど 

８．相
そう

談
だん

する人がいない    ９．その他 
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問１４ 中学生になる時（なった時）に不安
ふ あ ん

や心配なことはありますか（ありましたか） 

（３つまで選んで○をつける）。 

 

１．勉強がむずかしくなる        ２．部活動が大変
たいへん

になる 

３．教科によって先生がかわる      ４．校則
こうそく

がきびしくなる 

５．新しい友だちができるか       ６．宿題が多くなる 

７．文化祭や体育祭の行事が大変
たいへん

になる  ８．上級生と仲よくできるか 

９．先生がきびしくなりそう       10．通学が大変
たいへん

になる 

11．不安
ふ あ ん

や心配していることはない（なかった） 

12．その他 

 

問１５ あなたが、学校の授業
じゅぎょう

などの中で重要
じゅうよう

だと思うものを選んでください 

（それぞれ１つに○）。 

質問
しつもん

項目
こうもく

 

た
い
へ
ん
重
要 

ど
ち
ら
か
と
い 

え
ば
重
要 

あ
ま
り
重
要
で 

は
な
い 

１ 国語や算数（数学）などの教科
きょうか

の授業
じゅぎょう

 1 2 3 

２ 社会のルールを学ぶ授業 1 2 3 

３ 思いやりの心や人間関係
かんけい

などを学ぶ心の授業 1 2 3 

４ 体験
たいけん

学習
がくしゅう

（自然
し ぜ ん

体験
たいけん

や職場
しょくば

体験
たいけん

など） 1 2 3 

５ 災害
さいがい

から命を守る安全教室や訓練
くんれん

 １ ２ ３ 

６ 少人数での授業や複数
ふくすう

の先生による授業など一人一人

に合った授業 
1 2 3 

７ パソコンをたくさん使った授業 1 2 3 

８ 外国の文化や外国語を楽しく教えてくれる授業 1 2 3 

９ 食事のしかたや食べ物について、詳
くわ

しく教えてくれる

授業 
1 2 3 

１０ 悩
なや

みや相談
そうだん

にのってくれる先生やカウンセラーがい

る学校 
1 2 3 

１１ 

その他、「どんな学校がいいか」があれば、書いてください。 

◇ 

◇ 
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将来
しょうらい

について 
 

 

問１６ あなたは将来
しょうらい

どんな大人になりたいですか（２つまで選んで○をつける）。 

 

１．まわりから尊敬
そんけい

される人     ２．環境
かんきょう

を大切にする人 

３．社会のために役立つ人      ４．他人に迷惑
めいわく

をかけない人 

５．仕事をがんばる人        ６．リーダーシップのある人 

７．家族を大切にする人       ８．友人を大切にする人 

９．自分で会社を始める人      10．お金もち  

11．その他 

     

 

問１７ あなたは、働
はたら

くことはどんなことだと考えますか（２つまで選んで○をつける）。 

 

１．社会的な地位
ち い

や名誉
め い よ

を手に入れること    ２．社会をよりよくすること 

３．生きている喜
よろこ

びや幸福感を味わうこと    ４．趣味
し ゅ み

 

５．家族や身近な人を守ること         ６．お金をかせぐこと 

７．その他 

 

 

問１８ あなたが大人になっていくために、どのようなことが必要と思いますか。 

   必要だと思うことを書いてください。 

◇   

◇   

◇   

◇   

◇   

◇   

◇   
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あなたが望む佐賀市の教育について 

 

問１９ あなたは、学校以外でどのようなイベントや行事があれば、参加したいと思いま

すか（２つまで選んで○をつける）。 

 

１．文化・音楽活動         ２．キャンプなどの野外活動 

３．いろいろな年齢
ねんれい

の人（高齢者
こうれいしゃ

・   ４．他の学校との交流 

小さな子ども）との交流 

５．清掃
せいそう

活動やリサイクル活動    ６．会社訪問
ほうもん

や職場
しょくば

体験
たいけん

 

７．地域
ち い き

の中での交流        ８．地域
ち い き

のお祭り、伝統
でんとう

行事 

９．外国との交流          10．ボランティア活動 

11．その他 

    

 

 

 

問２０ あなたが、佐賀市や学校に希望
き ぼ う

することを自由に書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

 


